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日 本 語 能 力 試 験 


ХЭ о 


を 出題 の 傾向 と 分 析 
解き 方 の ポイ ント 


は Ú め に 


[日 本 語 能 力 試験 」 は 、 日 本 語 を 母語 と し な い 人 た ちの 、 日 本 語 の 力 を 測り 、 認定 する た 
め に で きた 試験 で す 。1984 年 に 第 1 回 が 行わ れ 、 以来 毎年 1 回 世界 各地 で 実施 され て いま す 。 
1998 年 に は 、 34 の 国 と 地域 の 、 84 都 市 で 、 約 13 万 人 が 受験 し まし た 。 1 級 と 2 級 は 留 学生 の 
大 学 入学 選考 に 6 用 いら れ て いま す 。 こ の よう に 「 日 本 語 能力 試験 ] は 日 本 語 の 力 を 測る 各 
種 の 試験 の 中 で も 、 特に 重要 な 位置 を 占め る も の で す 。 
H Жан カ 试验 | 1 級 の 認定 基準 は 、 [高度 な 文法 漢字 (2.000 字 程度 ) ір (10,000 
өн) を 習得 し 、 人 会 生活 を する 上 で 必要 で ある と と も に 、 大 学 に お ける 学習 ・ 研 究 の 


基礎 と し て $ 役 立つ よう な 、 総合 的 な 日 本 語 能 力 」 と 規定 され て いま す 。 72,000 506 
9 


量 が 約 50.000 語 と 言わ れ ま すか ら 、 日 常 的 な 話題 に は ほぼ ば 対応 で きる 語 薬 量 と 考え て いい で 
し ょ う 。 試験 と いう 形 で 、 эй. #йкязә- сив кыз улеси, +9 


せい り Бо СА. お き 


に 力 を 発揮 する こと は で きま せん 。 自 分 の 知識 を 整理 し 、 弱 点 を 補い 、 試 験 の や りか た に 慣 
れ て お く こ と が 必要 で す 。 

この 本 の 前 半 は 、 週 去 の 出題 形式 に 合わ せ た 解説 で す 。 問題 ご と に 、 ど の よう な 勉強 が 必 
ба, 問題 を 解く と きど の よう な 注意 が 必要 か な ど 実践 的 な 学習 の た め の ヒ ント と な る も 
の で す 。 解説 の 部 分 は 、 こ れ か ら 学 を 進め る 人 た ち が 勉 強し や すい よう に 、2 級 レ ベル 以 
上 四 汉字 : НЕС に は ふり が な を つけ まし た 。 後半 は 、 実際 の 試験 と 同じ 形式 の 模擬 試験 に な 
っ て いま す の で 、 時 間 配分 の 通り に 行え ば 、 今 の 時 点 で の 能力 を 知る 手がかり に な る は ず で 
す 。 | 

「 日 本 語 能力 試験 ] は 、 1 年 に 1 回 で す 。 本 番 で 、 や り 方 に 慣れ て いな か っ た た め に 
人 二分 な 準備 を し て お く こ と が 必要 で す 。 
この 本 が 、 学 習 者 の みな さん の お 役に立つ こ と を 願っ て いま す 。 


1999 年 10 月 


ім 
= 
= 
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В, 


ЖЕ. ЕЁ 


つき 六 扩容 


文字 ・ 語 薬 の 問題 は 、 問題 1 か ら 問 題 V まで あり ます 。 そ れ ぞ れ 、 次 の 容 の 問題 
に な っ て いま す 。 
問題 1 漢字 の 正しい 読み 方 を 選ぶ 。( 約 15 癌 ) 
жем 問題 ひら が な で 書く と 同じ に な る 語 を 選ぶ 。( 約 5 問 ) 
問題 内 正しい 書き 方 の 漢字 を 選ぶ 。( 約 15 問 ) 
問題 IV фс: 選ぶ 。 раје 
аш 問題 V 27 適切 な 語 о (#151) 
問題 VI йб Боже < 是 意味 で 使わ れ て いる 文 を 


選ぶ 。( 約 10 問 ) 


文字 ・ 語 朱 の 問題 で は 、 正 確 な 知識 と それ を 使い 分 ける カ が 求め られ ます 。 こ の よう な 力 
を 差 う に は 、 毎 日 の 積み 重ね が 大 切 で す 。 例え ば 、 НЕЕ. А АА 
し て いま せん か 。 つい で に ちょ っ と その 前 後 を 見 る と 、 いろ いろ な 情 報 が 得 ら れる は ず で す 。 
ы ол дули 


同 題 І (漢字 の 読み 方 〉 


英雄 の 生涯 を 描い た 物語 は 
(1) (2) 


1) 生涯 1 し ょ が い 2 し ょ うがい 3 し ょ か い 4 し ょ うか い 
2) 描い た 1 ひび いた 2 みみ ちび いた 3 か いた 4 えがい た 


Яо (1) は 、 湊 字 の 正確 な 読み 方 を 問う 問題 で す 。 こ の よう な 問題 で は 、 次 の よう な 点 
に 注意 する 必要 が あり ます 。 


ちょ うお 


ОН 音 か 、 長音 で な いか 。 Я : 後悔 〇 ) こ うか い XX 三 办 Wi 

ОВЕ (`) か 、 濁 音 で な いか 。 例 : 郊外 〇 こう が い Xx こう か い 

ЗЕЕ (2) が 入る か 、 入 ら な いか 。 例 : 国 会 〇 こっ か い хе 
は つ お ん 


От (д) が 入る か 、 入 ら な いか 。 例 : 今 回 〇 こん か い XX こ か い 


[後悔 、 郊 外 、 国 会 、 今 回 | の よう に 似 た 読み 方 の 語 も た くさ ん あり ます か ら 、 正 確 に 覚 
える こと が 大 切 で す 。 
どの ぐら い 正 確 に 覚え て いる か 、 АЕ 


ў— (6) `€— (1) М Те ЖШ 


Уы. Ба 


文字 ・ 語 薬 の 問題 は 、 問 題 か ら 問 題 V まで あり ます 。 そ れ ぞ れ 、 次 の よう な 内 容 の 問題 
に な っ て いま す 。 
問題 1 漢字 の 正しい 読み 方 を 選ぶ 。( 約 15 間 ) 
| 問題 TT "ひら が な で 書く と 同じ に な る 語 を 選ぶ 。( 約 5 問 ) 
问题 五 正しい 書き 方 の 漢字 を 選ぶ 。( 約 15 問 ) 
問題 тата s 
問題 V 文 の 中 に 適切 な 語 о (#151) 
问题 VI tn Е) 是 


` 


選ぶ 。( 約 10 問 ) 


意味 で 使わ れ て いる 文 を 


文字 ВОН С, 正確 な 知識 と それ を 使い 分 ける カ が 求め られ ます 。 こ の よう な カ 
を 療 う に は 、 毎 日 の 積み 重ね が 大 切 で す 。 例え ば 、 辞書 を 引く と き 、 必要 な 部 分 だ け 見 て 満足 
し て いま せん か 。 つい で に ちょ っ と その 前 後 を 見 る と 、 いろ いろ な 情報 が 香 ら れる は ず で す 。 
ee 詳し く 見 て いき まし ょ う 。 


問題 Í (漢字 の 読み 方 〉 
例 


2 し ょ うがい 3 し ょ か い 4 し ょ うか い 
2 みち び い た 3 か いた 4 えがい た 


れい いか く Кя と > > 
例 の (1) は 、 漢 字 の 正確 な 読み 方 を 問う 問題 で す 。 こ の よう な 問題 で は 、 次 の 
か つよ 9 
に 注意 する 必要 が あり ます 。 


ちょ うお ん 
ОБ 音 か 、 長音 で な いか 。 例 : 後悔 
だ くおん 


сом жом 
Са (7) >, и С У о Я : 郊外 ここ うがい хера 
そく お ん 


O 
O 

ЗЕ (о) が 入る か 、 入 ら な いか 。 例 : 国 会 の こっ か い X こ か い 
O 


ОБЕ (А) が 入る か 、 入 ら な いか 。 例 : 今 回 つこ ん か い Xx こ か い 


党 [£ 


上 


[後悔 、 施 外 、 国 会 、 今 回 ] の よう に 似 た 読み 方 の 語 も た くさ ん あり ます か ら 、 正 確 に 
える こと が 大 切 で す 。 


どの で ぐらい 正確 に 覚え を て いる か 、 謎 し て み ま し ょ う 。 


ў— (с) "6— (1) ГЕЦ ЯШ 


し ん し ゅ う つき こと ば ВЕ ње > б эў ) > 
ちょ っ と 練習 1 次 の 言葉 は 、 ど の よう に 読み ます か 。 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 


1 a 报道 b 暴动 c 冒 頭 d 歩道 4 a 収容 b 受 容 c 主要 аня 
2 a 国境 b 故郷 c 公共 а 工业 5 a 用心 Бен c 用 事 d 四 时 
3 a 辛抱 b ЖЖ c 司法 ала 6 айі b 助 詞 с Ен] d 障子 


どの ぐら いで きま し た か 。 日 常 生活 で は 「 な ん と な く 知 っ て いる 」 つも り に な っ て いる 
こと が 多い で す が 、 試 験 で は 正確 き が 要求 され ます 。 
例 の (2) は 、 漢 字 の 訓読 み の 問題 で す 。「 行 っ た (いっ た 、 お こ な っ た )」 の よう に 、 訓 
あ えら 
読み が 2 つ 以 上 ある 漢字 も あり ます 。 文 の 意味 に 合っ た 読み を 選ぶ こと が 大 切 で す 。 ま た 、 
つぎ し ゅ つ だ い 
次 の よう な も の も よく 出題 され ます 。 


ЗА, よ 
2 つ 以 上 の 音読 み の あ る 漢字 の 読み 方 。 例 : 荷 物 〇 に も つ Xx に ぶつ 


くん < べつ 
の 音読み と 訓読 み の 区 別 。 я: 品物 〇 し な も の X し な ぶつ 
гм Ты 

これ ら は 、 漢 字 を 見 て 意味 が 分 か っ て も 、 語 功 の 知識 が な いと 正しく 答え られ ませ ん 。 漢 

字 と 語 革 を あわ せ て 勉強 する よう に し まし ょ う 。 
れん し ゅ う こと ば дд > Р РА 

ちょ っ と 練習 2 次 の 言葉 は 、 ど う 読 み ま す か 。 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 

1 a 遺産 b 遺言 6 a 長生 き b 生意気 11 a 速い b 速やか 

2 а 体操 b ЖЖ 7 а 船便 b 小船 12 а 焦る b 焦げ る 

3 а 興味 b 復興 8 a 家出 b ЖЕ 13 a Ч172 b 42 

4 a 親切 b 一 切 9 а 笑顔 b 笑い 声 14 a 触れ る b 触る 

5 a 反省 b 省略 10 a 納得 b 心得 15 а 厳か жарт 


НЕНІ (ひら が な で 書く と 同じ に な る 語 


例 | 下線 を つけ た 言葉 は 、 ひ ら が な で どう 書き ます か 。 同じ ひら が な で 書く 言葉 を 選び な さい 。 
や っ て し まっ て か ら 、 後 悔し て も 遅い 。 


1 郊外 2 公開 3 効果 4 交換 


選択 肢 に は 、 似 た 読み 方 の 語 が 出 ま すか ら 、 問 題 I と 同様 に 正確 な 読み 方 を 知っ て いる こ 
Ë Е 5 从 ぜん ご 
と が 大 切 で す 。 辞書 を 引く と き 、 そ の 前 後 を 見 る と 、 


うか [Ж] Ні! 
うか い 【 公 開 】 一 般 の / 


うか い 【 後 悔 】 後 に な < 
うがい 【 郊 外 】 都 会 の 』 
うか ん 【 交 換 】 0952 


2-6 Пе ЖШ 


の よう に 、 同 じ 読み 方 の 語 、 よ く 似 た 読み 方 の 語 が 並ん で いる こと が あり ます 。 そ うい う 語 
を 見 つけ た ら チ ェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 

12~-13 ペ ー ジ に ひら が な で 書く と 同じ に な る 語 の チェ ッ ク リ スト を 載せ まし た 。 そ ちら も 
参考 に し て くだ さい 。 


А8 Ш < 漢字 の 書き 方 ) 


例 | 雑誌 に けい さい され た この 小説 を 読ん だ と き 、 心 を ゆき ぶら れ …・ 
(1) (2) 
けい さい 1 掲載 3 掲載 4 РА 


ゆ さ ぶら れ 1 Жалт 2 振る さぶ られ 
3 播 る ぶら れ 4 ШАБИ 


о (1) は 、「 掲 ] と 「 揚 ] の よう に 形 の 似 た 漢字 を 区 別 で きる か 、「 載 (きい)」 と 
[ 栽 (<) の よう に 音読 み が 同じ 漢字 が 使い 分 けら れる か が ポイ ント に な っ て いま す 。 漢 

に は 、「 郊 、 効 、 校 、 絞 ] の 「 交 (こう )] の よう に 文字 の 一 部 が 音 を 表す も の が あり ます 。 
これ ら は 、 形 も 音 も よく 似 て いま すか ら 、 特 に 注意 が 必要 で す 。 


れん し ゅ う 
ちょ っ と 練習 3 に 入る の は どの 字 で すか 。 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 

1 а Ш b Ж е + 4 利 (я 歓 観 Ж) 
か ん UV か ん きゃく か ん ゆう けん り 

2 а E b R cZ а ~ (% 議 Ж) 
き ちょ う х せい い < & し き 

3 а Ж ыы сна ж ( 険 倫 験 ) 
けん % L ФА ほ ЧА НА や く 

4 а Жо ъ мМ с ік а Ж ( 静 精 清 请 ) 
せい みつ せい けつ せい し せい きゅう 

5 а Е Я с = а (Ü 妨 肪 Я) 
ぼう し ね ぽう ぼう が い し ぼう 


йо (2) は 、 意味 が 似 て いる 漢字 の 使い 分 け を 問う も る の で す 。「 揺 DE] DR] Г] は 
いずれ も も の の 動き を 実 し ます が 、「 振 ] は 「 ふ る (振る )」、「 岩 ] は 「 ふ る える (震え る )」、 
[ 翻 ] は 「 ひ る が える ( 翻 る )] と 読み ます 。 ま た 、「 合 う 」「 会 う ] の よう に 読み 方 は 同じ で 

、 意味 に よっ て 使い 分 けが 必要 な 漢字 も あり ます 。 


う 


ちょ っ と 練習 4 下線 の 言葉 は 、 ど の よう な 漢字 を 書き ます か 。 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 


1 a 夜 が ふけ る 。 b 若い の に ふけ て 見 える 。 
2 a 問題 が と けた 。 b 水 が と けた 。 

3 а йо, b 花 を つむ 。 

4 а 人 の 失敗 を せめ る 。 b 敵 を せめ る 。 

5 а 飛行 機 に の る 。 b 記事 が 新聞 に の る 


問題 IV (同じ 漢字 を 使う 語 


ー 重 線 ( ) の 部 分 は どの よう な 漢字 を 書き ます か 。 同じ 漢字 を 使う も の を 選び な さい 。 


この 野菜 は えい よう が 豊富 だ 。 
えい えん と も 思え る ぐら い 時 間 が 長く 感じ られ た 。 


この 店 の えい ぎょ う 時 間 は 9 時 か ら 6 時 まで で す 。 
台風 の えい きょう で 電車 が 遅れ て いる 。 
この 町 は 12 世 紀 に 交通 の 要 所 と し て は ん えい し た 。 


уље ТУ” көр 2 көсеп Та ка 
上 の 例 で は 、「 栄養 ] | 永遠 ] ГЕ] | 影響 | 繁栄 ] と な り ま す 。 同じ 音読 み を 持つ 漢字 
お ば 


じゅ く ご ひつ よう 
は た くさ ん あり ます 。 1 字 1 字 で は な く 、 有 就 語 で 覚え て お く こ と が 必要 で す 。 


Y 


れん し ゅ う ま ち が 
ちょ っ と 練習 5 1 つ 間 違っ て いま す 。 ど れ で し ょ う ? 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 


1 a 結果 b ñm c 結 算 d 結束 4 a 指摘 b 指 肪 c 指導 d 指示 
けっ か けつ ろ ん けっ さん けっ そく L <š し 129 [„ 57 b: > 

2 a 質素 b 酸 素 c 素 未 d 素 材 5 ама БЕЖЕ c 複合 аж 

| £ さん + Z まつ Z ざい ふく し ゅ う ふく ざ つ あく そごう ちょ うふ く 

3 a 評価 БР c 评判 а 评 识 6 a 設計 b 设置 с 施設 а 设 触 

び よ う か ひひ ょ う ひょう ば ん ひょう し き せっ けい せっ ち し せつ せっ し ょ く 


問題 V (適切 な 語 を 選ぶ ) 


近く に 人 が いる と 、 気 が 集中 で き な い 。 


1 p= Ç 2 みだれ て 3 し すん で 4 ん で 


上 の 例 は 、「 気 が ちる 」 で 1 つの 慣用 的 な 表 現に な っ て いま す 。 この よう な 慣用 表現 に は 、 
「 口 が 堅い (秘密 を 守れ る )」「 頭 に 来る (怒る )」 「 苦 を 巻く (感心 する ) な ど 、 体 の 部 分 に 
関す る も の が 多く あり ます 。 慣用 表現 は 、1 語 1 語 が 分 か っ て も 、 意 味 が 分 か ら な いも の が 
あり ます 。 こ うい う 表 現に 出会っ た ら 、 辞 書 な ど で 確 認 し て お きま し ょ う 。 

この ほか 、 よ く 出 題 さ れる も の を 挙げ る と 、 

意味 の 似 た 言葉 の 使い 分 け 。 


Я: この 練習 は 。 が な か っ た 。 〇 効果 ”x 成 果 хал 
ぐ べ 音 の 似 た 言葉 の 使い 分 け 。 

例 : 会 議 で 反対 を 。 。 〇 と な えた ХӘЛӘЛ XxX と だ えた 
оно је 

Я 4 月 だ と た いう の に — КФЕЗН 。 〇 まる で  X す っ か り Xx むし ろ 
外来 語 の 使い 方 。 

Я: 荷物 は ホテ ル の に 預け て くだ さい 。 〇 フロ ント Xx スタ ジオ X ホ ー ル 
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学習 者 の 中 に は 外来 語 が 苦手 だ と いう 人 が 多い よう で す 。 人 外来 語 は 英語 か ら で き た も の が 
多い で す が 、 英語 と 発音 や 意味 が 変わ っ て いる 場合 合 が あり ます 。13~15 ペ ー ジ に 外来 語 の チ 
ェ ッ クリ スト を 載せ まし た 。 自 分 が どの くら い 知 っ て いる か チェ ッ ク し て みて くだ さい 。 
問題 VI (多義 語 (複数 の 意味 を 持つ 言葉 )) 

例 | は じ め の 文 と 最も 近い 意味 で 使わ れ て いる の は どれ か 。 
ひ …… ひ に 何 度 も 間違い 電話 が か か る 
1 秋 に な る と 、 急 に ひ が 短 く な る 。 
2 冬 は 部 屋 の 奥 ま で ひ が 差 し 込む 
о СРИ А ля 745756 
4 ШООЛА, У < 3 憂鬱 だ 。 

言葉 は 複数 の 意味 を 持つ も の が た くさ ん あり ます 。 о ГО (日 )] も そう し た 言葉 の 
бен хі 28. ГАЙ! АФФА ГЕШ] Га 日 」 な どの 意味 が あり ます 。 

どれ が 同じ 意 意味 で 使わ れ て いる か を 判断 する に は 、 ほ か の 言い 方 に 置き 換え て みる と いい 
で し ょ う 。 上 の 例 の 「 日 に 何 度 も 間違い 電話 が か か る |」 は 「1 日 ! - 何 度 も 間違い 電話 が か か る ] 
と 言い 換え る こと が で きま す 。 同様 に 、1 ~ 4 は 次 の よう に 言い 換え る こと が 可能 で す 。 

1 秋 に な る と 、 急 に 昼間 の 時 間 が 短く な る 。 
2 冬 は 部 屋 の 奥 ま で 太陽 の 光 が 差 し 込む 。 
3 太陽 が 沈む と 、 急 に 寒く な っ た 。 

4 ПОНЫНЕ С 47, 

4 は 文 と し て は ちょ っ と 不 自然 で す が 、 例 と 同じ 「 1 日 ] と いう 意味 で 使わ れ て いる こと 
が は っ きり し ます 。 辞書 を 引い て いて 、 覆 数 の 意味 が 並ん で いる 言葉 を 見 つけ た ら 、 ど の よ 
うな 使い 方 が ある か 、 ど の よう な 言い 換え が 可能 か チェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 


ちょ っ と 練習 6 ほか の 言葉 で 言い 換え て み ま し ょ う 。 解答 例 は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 
1 a 山田 さん に 手紙 を だ し た 。 b か ば ん か ら さ いふ を だ し た 。 
2 а コッ プ を わっ て し まっ た 。 b ウィ スキ ー を 水 で わる 。 
3 a』 こ の 町 は あたら し い 建 物 が 多い 。 b あたら し い 上 語 は 話 の わか る 人 だ 。 
4 』 ネ クタ イ を と っ て の ん びり する 。 b 泥棒 に きい ふ を と られ た 。 
5 a あか る いか ら 、 電 気 を 消し まし ょ う 。  b 彼 は あか る く < く 、 楽 し い 人 だ 。 


Р Ш мт 


ү, 


пов 


口 は 知っ て いる 語 と 知ら な い 語 を 区 別 す る た め の チ ェ ッ ク 欄 で す 。 
知っ て いる 語 に は と を つけ まし ょ う 。 知ら な い 語 は 辞書 な ど で 調 べ て お きま し ょ う 。 
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ちょ う か い 
フフ 


聴 解 
鼻 解 の 問題 は 問題 1 と 問題 が あり ます 。 それ ぞ れ 、 次 の よう な 内 容 の 問題 に な っ て いま す 。 


% к 
合っ た 絵 を 選 


な いよ う 
問題 I 話 の 内 容 に 人 
話 を 聞い た 後 で 、4 つの 選 


も ん 
Жо (10—15) 


ПЕН. (12—17) 


徳 解 試験 は 見 直 直し た り 、 考 えた りす る 時 間 が あま りあ り ま せん 。 試験 の 形式 に 慣れ る こと 


が 大 切 で す 。 試 験 の 流れ を 見 て み ま し ょ う 。 


[ 絵 を 選ぶ 問題 ] [ 絵 の な い 問 題 ] 


絵 や グラ フ を チェ ッ 
ク し て 、 予 想 を た て 


| Ж ば めん せつ めい š | - Ы き 取 り の ポイ ン ト 
男 と 女 の 人 が … (場面 の 説明 ; を つか む 
二 人 は これ か ら 何 を … と 質問 ) 
ポイ ント を メモ する 
質問 を 再 確認 


(会 話 ノ 独語) 


二 人 は これ か ら 何 を … 


( 絵 の な い 問 題 ) 
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1 


J 
о 


けい し き 


次 に 、 よ く 出 題 さ れる 問題 の 形式 を 見 て いき まし ょ う 。 


ДА. せつ めい 
絵 の 説明 i 
解答 用 紙 の 4 枚 の 絵 を 見 て 、 正しい 絵 を 選び ます 。 


この タイ プ の 問題 で は 、 動物 や 植物 の 形 、 ポ スタ ー ー ゃ 絵画 、 服 装 や 人 の 顔 な ど の 具体 的 な 


の や 、 図 形 の よう な 抽 象 的 な も の も 取り 上 げ ら れ ま す 。 


例 1 


お 父さん と 子供 が 話し て いま す 。 二 人 の 話し て いる 晶 は どれ で すか 。 
子 : ВЖЕА, ст, GA CD ва 
父 : どれ どれ … ええ と 、 図 鑑 で 調べ て みよ う 。 
НЫ жаза вооа, 
Је ° 角 ! は どう だ ソ 
子 ・ か ぷと 虫 み た いな 、 か っ こい い 角 が あれ ば よかっ た の に な ぁ 。 
父 ; そう か 、 Ат. 
f: Él は みん な 細く て 短い 。 
父 ・ 羽 は ? 
子 : わか ん な い 。 で も 、 触 っ て も 飛ば な いよ 。 


・ そ うか 。 多分 、 こ れ だ な 。 


ж 


ー 人 の 話し て いる 虫 は どれ で すか 。 


ї—1 ЯШ 
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まず 、 絵 を 見 て 、 ど こ が 違 うか 、 す ば や く チ ェ ッ ク し ます 。 こ の 間 題 で は 、 角 が ある か な 
いか 、 体 の 形 が 丸い か 細長 いか 、 足 の 形 は どう か な ど が チェ ッ ク ポ イン ト で す 。 u 
炊 に 、 質 問 を よく 開い て 、 ど ん な 場面 か 想像 し まし ょ う 。 家族 の 会 話 な らく だ けた 言葉 中 

- な り ま す 。 お 店 の 人 や 、 会 社 で の 話 な ら 、 和 敬語 を 使う か も し れ ま せん 。 

この 問題 で は 、「 お 父さん と 子供 ] 办 Г] を 見 な が ら 話し て いま す 。 質問 は 「 二 人 の 話し 
て いる 虫 は どれ か 」 で すか ら 、 絵 を 見 て チェ ッ ク し た 角 や 体 の 形 を 表 現す る 言葉 に 集中 し て 
問題 を 聞き ます 。 

問題 を 聞き な が ら 、 当て は ま ら な い 絵 は ど ん どん 消し て いき ます 。 この 問題 で は 、「 こ ろ っ 
と し て | 「 お 尻 が と が っ て いる 」 ©. 2 が 消え ます 。 「 角 が あれ | ば よかっ た の に 」 で 角 の な い 
こと が わか り ま すか ら 、3 が 消え ます 。 「 足 は みん な 細く で 短い] で 、4 が 消え ます 。 で すか ら 
正しい 答え は 1 に な り ま す 。 

この タイ ブ の 問題 中 で は 同じ よう な 絵 の 「 ど こ 7 が 違う か | を 見 つけ て 、 そ れ を 言葉 で どう 表 
現す る か と いう 練習 が 必要 で す 。 

い Ъ せつ めい 

2 位置 の 説明 


ЕЈ ち じ ゅ 


地図 で 道順 を 説明 し た り 、 物 の 置い て ある 場所 を 説明 し た りす る 問題 で す 。 


例 2 


男 の 人 と 女 の 人 が 星 を 見 な が ら 話 し て いま す 。 二 人 が 見 て いる 星 は どれ で すか 。 


・ ね 、 あ の 赤い 星 、 な ん て いう の か な 。 

・ どれ 。 

・ ほ ら 、 あ の 一 番 高 い 木 の 上 、 ず うっ と 上 が っ て 。 

ыт” 

: 3 つ 、 小 さい 星 が 並 ん で る で し ょ 。 

・ う ん 、 三 角形 に 。 

・ そう 。 その 右 の 角 か ら 、 も う 少 し 右 を 見 て 。 教会 の 屋根 と の ちょ うど 中 間 ぐ らい 。 
・ あ 、 あ の 赤い 星 。 名 前 、 わ か ん な いな お あ 。 


女 
я 
Ж 
я 
Ж 
я 
Ж 
я 


ーー 人 が 見 て いる 星 は どれ で すか 。 


А 


解答 用 紙 の 1 枚 の 絵 の 中 に 1 2. 3. 、4 が 書か れ て いま す 。 そ の 中 か ら 正 し い 位置 を 選 
び ま す 。 

まず 、 絵 を 見 て 、 絵 の 中 に 何 が 描か れ て いる か チェ ッ ク し ます 。 こ の 問題 で す と 、 木 、 教会 
時 な ど で す 。 こ れ ら が 位置 を 説明 する 目印 に な り ま す 。 


れん し ゅ う ほし 
ちょ っ と 練習 7 どの 星 で すか 。 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 
MM や ね むす せん ほし 
1 = нее W Aik a l u ЕС 
さん か くけ い 


2 三角 形 の 左下 の 星 と 右 の 星 を 結ん だ 線 を 右 の 方 に а ЛЕДА $ ЕС? 
三角 形 の 上 の 星 と 右 の 星 を 結ぶ 線 と 、 一 番 低 い 木 と 一 番 高い 木 の て っ ぺん を 結氷 線 の 
交わ る と ころ に ある 星 で す 。 


CD 


地図 の 問題 で す と 、「 ま っ すぐ 、~ の 角 を ま が る 、~ の 向かい 、~ の 先 、~ の 手前 」 な どの 
よく 使う 表現 は も ちろ ん 、「 つ き あ た り 、~ を 出 て ~、~ を 替 に し て ~」 な どの 言い 方 も 正 し 
< 開き 取れ る よう に し て お きま し ょ う 。 


じゅ ん ば ん 


3 順番 
え じゅ ん ば ん な ら まい 
この タイ プ の 問題 に は 絵 を 順 舎 に 並べ だ た も の こ 、 1 КО ОНОА, B. С, ОЖА—В 
で 表し た も の が あり ます 。 順番 の 問題 は 予想 が つき ませ ん 。 聞き な が ら メ モ を と る よう に し 
а 


с— еј] ЯШ 
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例 3 


ИЕШЕ ШИ 
СН а 
pr ВИШЕ р 
ЕЕЕ 
1 В—А—р 
2 BB っ CA 
3 П--А-“В 
4 D-CA 


じゅ ん ば ん 


女 の 人 が 本 を 探し て いま す 。 女 の 人 は 、 今 どこ に いて 、 こ れ か ら ど の 順番 で ま 
わり ます か 。 


女 : すみ ませ ん 。 

男 * い らっし ゃ いま せ 。 

女 : あの う 、 日 本 語 の 辞書 を 探し て いる ん で す が 。 

男 : 国語 辞典 は 3 階 で ご ざい ます 。 

女 : いい え 。 あ の う 、 外 国人 の 友だち が 使う ん で 、 中 国語 と 日 本 語 の …。 

男 : あ 、 そ れ で し た ら 、 日 本 語 の テキ スト 売り 場 に た り ま す 。 そ の エス カレ ー タ ー 


の 向こう で す が 。 

女 : あそこ で すか 。 さっ き 、 ち ょ っ と 見 た ん で すけ ど あ まり 種類 が な いん で すね え 。 
男 ・ 申 し 訳 ご ざい ませ ん 。 今 少し 品薄 で し て …。 も し 、 お 決ま り の 辞書 が ご ざい 
まし た ら 、 こ の 上 の 階 の カウ ンタ ー で 予約 を うけ た まわ っ て お り ま す が 。 

女 ・ そ う …。 じゃ あ 、 予 約 す る し か な いか し ら ね 。 / 
男 ・ ちょ っ と お 待ち くだ さい 。( 紙 を 繰る 音 ) あ 、 申 し 訳 ご ざい ませ ん 。 3 ЖОН 
書 り 売場 に も 一 部 置い て ある よう で すね 。 
оС, Ье, ЕСТ. を な か っ た ら 。 予約 し ます 。 どう も 。 
ыы 


女 の 人 は 、 今 どこ に いて 、 こ れ か ら ど の 順番 で まわ り ま すか 。 


№ ЯШ 


じょう は 


順番 の 問題 に は 、 答 に 直接 関係 の な い 不 必要 な 情報 ちあ 入 っ て いま す 。 開き 取れ な いと こ ろ 
озоор. 開き 返し た り し ます の で 、 あ きら め な いで と に か 
く 流 れ を つか み ま し ょ う 。 

この 問題 の 質問 は 「 女 の 人 は 、 今 どこ こい て 、 こ れ か ら ど の 順番 で まわ り ま すか 」 で すか 
ら 、| さ っ き 見 た ]| と いう 過去 の 情 төтен 

女 の 人 が 今 いる と ころ は 、「 エ スカ レー ター の 向こう に 売り 場 の ある |」 >>, ГЕО 
に カウ ンタ ー が ある | と ころ で すか ら 、D で す 。 

また 、 こ の タイ プ の 問題 で は 、 途中 で 新しい 情報 が 入っ た り 、 気 が 変わ っ た り し て 順番 を 
変え 0 る こと が よく あり ます 。「 先 に ノー の 前 に まず]」 な どの キー ワー ド を 正しく 開き 取る こと 
6 大 切 で す 。 


4 グラ フ 
グラ フ の 問題 は 第 年 必ず 出題 され ます 。 読解 問 題 に も 必ず グラ フ 問 題 が 出 ます の で 、 グ ラ 
フ の 見 方 、 Me 

グラ フ に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


] ( 億 円 ) 


300 
200 


100 


1 は 変化 、2 注音 比较、3 、 4 は 割合 を 表し ます 。 ま た 、 3 、4 を 2 つ 並 べ て 、 割 合 の 
変化 を 表す こと も あり ます 。 


21 


22 


ちょ っ と 練習 8 どの グラ フ の こと で すか 。 答え は 38 ペ ー ジ に あり ます 。 

l с з ж сшкш оо 

2 生産 量 は C が 27 ト ン で 最も 多 多く 、 次 いで D が 23 ト ン に の ぼっ て いる 。 

3 余 虹 を 自宅 で 過ごす 人 は A で は 30%| - す ぎ な い が 、B で は 半数 に お よん で いる 。 
4 B は 1983 年 ! <A を 上 回 り 、 今後 も 増加 し て いく と 思わ れる 。 

グラ フ の 形 か ら 、 変 化 か 比較 か 割合 か を すばやく 判断 し 、 表 現 の 予測 を た て て 、 問 題 を 開 
L U 


れい 


例 4 


15-19 


25—30 15% | 


生活 研究 所 の 研究 員 が サラ リー マン の 最初 の ボー ナス の 使い 道 に 関す る 調査 結果 を 
り あし 


報告 し て いま す 。 親 へ の プレ ゼン ト の 割合 を 示し て いる の は 何 番 で すか 。 


АА. で は 、 会 社員 270 名 に 実施 し た アン ケー ト 結 果 を 報告 いた し ます 。 今回 の 
奄 は 15 歳 か ら 30 歳 まで の 社員 を 対象 に 行い まし た 。 そ の 結果 、 年 齢 の 高い 層 ほ ど 、 
њи > が 多く 、 年 齢 の 低い 居 ( ま ど 、 ЊЕ 親 へ の プレ ゼン ト が 多い こと が わか 
り ま し た 。20 歳 か ら 24 歳 に な る と 貯 革 は いぜん と し て 、 最 も 高い 割合 を 占め て いま 
す が 、 親 へ の プレ ゼン ト は 3 位 に な っ て いま す 。 


わり あい 


親 へ の プレ ゼン ト の 割合 を 示し て いる の は 和仁 番 で すか 。 


グラ フ を 見 る と 、1 と 3 は 年 齢 が 高く な る ほど 割合 が 減っ て いて 、 2 と 4 は 年 齢 が 高く な る 
ほど 増え を て いる こと が わか り ま す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 年 齢 で 一 番 割 合 の 多い も の 、 一 番 割 合 の 
少な いも る の も チェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 

質問 は 「 親 へ の プレ ゼン ト 」 が 何 番 か で す 。「 年 齢 の 高い 層 は ほど 、 レ ジャ ー 資 金 が 多く 」 で 
2 と 4 は 関係 な いこ と が わか り ま す 。 「 年 齢 の 低い 層 ほ ど 、 財 区 、 親 へ の プレ ゼン ト が 多い ] 
で 1 と 3 の どちら か に な り ま す 。 


~ 


І-?МОЯШ 


ちょ ちく わり あい 


Ж |220 ~ 24 歳 の グラ フ に 注目 し ます 。 ГРАС, 最も 高い 割合 を 占め て いま 
+! な の で 、 3 が 貯 若 で す 。「 親 へ の プレ ゼン ト は 3 位 | な の で 、 正 解 は 1 に な り ま す 。 
ぜん К ちょ ちく つ りあ い 
も し 、 全 部 わか ら な く て も 、「 財 甘 は いざん と し て 、 最 も 高い 割合 を 占め て いま す 」 か 「 親 へ 


の プレ ゼン ト は 3 位 | の どちら か が 開き 取れ れ ば 、 正 解 は わか り ま すか ら あ わ て な いで くだ さき 


үз 
れん し ゅ う 
у 


日 ご ろか ら 新聞 な どの グラ フ を 見 て 、 言 葉 に 置き 換え て みる 練習 を し て お く と いい で し ょ 
а. 


5 ひっ くり 返し 
二 人 が 話し 合っ て 1 つの 結論 を 出し ます 。 会 話 の 中 に は いろ いろ な 選択 肢 が 出 て きま す 
が 、 最 後に 「 や っ ぱり 、ー だ | と 初め の ほう の 選択 肢 に も どり ます 。 


これ は а а i 


例 5 男 の 人 と 女 の 人 が 話し て いま す 。 二 人 は 何 を プレ ゼン ト し ます か 。 


女 : ね え 、 や す 子 きん の 入学 祝い の こ と だ けど …。 何 が いい か な 。 
男 : そう だ な ・ < 実用 的 な と こ で 、 оТ. 
女 : それ じゃ あ 記 念 に た なら な いわ 。 あ りき た り だ けど 、 時 計 は ? 
男 : 時 計 ? そん な も ん 、 今 の 子 な ら 2 つ や 3 つも っ て る よ 。 
女 : じゃ あ 、 ア クセ サリ ー は ? 
男 ・ 若い 子 の 好み な ん て わか ら な いよ 。 そ れ に 、 大 学 に 入っ た っ て 、 そ こ で 何 を 
勉強 し て 、 卒 業 し て か ら 何 を する か っ て こと の は ほう が 大 事 だ ろう 。 
女 : そ りゃ そう だ けど … 
男 Йш ор аса, や っ ぱり 今 は 新しい 生活 に 必要 な も の を 自分 
で 選ん で る も ら っ た ほう が いい と 思う よ 。 
а әкет” 
二 人 は 何 を プレ ゼン ト し ます か 。 
] 商品 券 で す 
2 時 計 で す 
с ТЯ 777) ー で す 
4 電気 製品 で す 
問題 で は 


だ め [msg ~ | アク セ サ リ ー : だめ | АТТЫН ЕГІЗ 商品 券 


は ん た い 


と な っ て いま す 。 反対 に 


І-<І ЯШ 
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し ょ う ひ ん けん いち は ん ロ yz 
商品 券 : い い | 一 一 |] アクセサ リー: いい | > | 一 鼻 い い の は 商 品 券 


と いう パタ ー ン ちる あり ます 。 
ょ う ひ ん けん じ つ よ う て き _& ね ん 
どちら に し て も 、 商 品 券 、 時 計 な どの 品物 の 名 前 や 「 実 用 的 ]「 記 念 ] な どの キー ワー ド 
きょく け 


を で きる だ け メ モ し て いき ます 。 最後 に 「 や っ ぱり 、 結 局 、 そ れ な ら | な ど で 、 結 論 に な り 
ます 。 


6 =&ж 


女 の 人 が どう すれ ば 子ども の 数 が 増え る か に つい て 話し て いま す 。 女 の 人 は ど 
ん な こと が 一 番 大 切 だ と 思っ て いま すか 。 


さい きん じ ょ せ い いっ し ょ う う か マダ じ 5 たい 
最近 、 一 人 の 女性 が 一 生 の 間 に 産 む 子 ども の 数 が 減り 続け て いま す 。 目 治 体 で 
ほ いく じ ょ L 


は 保育 所 を 増やし た り 、 税 金 を 優遇 する な ど し て 、 女 性 を 支援 し て いま す 。 確 か に 、 
保育 所 は 必要 で す 。 税 金 を 安く する こと も 大 切 で す 。 し か し 、 な に より 大 切な の は 、 


父親 が ゆとり ある 生活 を する こと な の で は な いで し ょ うか 。 男性 が 5 時 に 仕事 を 終 
えて 帰る こと が で きれ ば 、 保 育 所 を 新しく 作る 必要 は な いか も し れ ま せん 。 男性 が 


家事 や 育児 を 楽し む 、 こ れ が 自然 に 子ども の 数 を 増やす 社会 な の だ と 思い ます 。 


女 の 人 は どん な こと が 一 番 大 切 だ と 思っ て いま すか 。 


保育 所 を た くさ ん 作る こと で す 
ぜ い き ん ゆう ぐう 
母親 の 税金 を 優遇 する こと で す 


けい ざい て き 

経済 的 な か と り を つく る こと で す 
いく じ さん か 

父親 が 育児 に 参加 する こと で す 


> CO ГО н 


日 本 語 の 会 話 で は 、 自 分 の 意見 を 言う と き 、 相 手 の 意 見 を は っ きり 否定 する こと は あま り 
し ませ ん 。 一 般 に 言わ れ て いる こと を や 相手 の 意見 を 「 確 か に ~」 と 一 応 認 め て か ら 「 し か し -」 
と 自分 の 意見 を 言い ます 。 こ うし た 表現 は 聴 解 問題 だ け で な く 、 読 解 問題 に も よく 使わ れ 
ます 。 

この 問題 の 質問 は 「 女 の 人 は どん な こと が 一 番 大 切 だ と 思っ て いま すか 」 で す 。 い ろ い ろ 
大 切な こと が ある 中 で 、 最 も 大 切な こと を 聞き 取り ます 。「 な に より 、 な ん と いっ て も 、 一 番 ] 
な どの 後 が 答え に な り ま す 。 注意 し て 聞き まし ょ う 。 

この タイ プ の 問題 に は 時 事 的 な テー マ が 取り 上 げ ら れる こと が あり ます 。 日 ご ろか ら 新 聞 
の 投書 欄 な ど を 読む よう に し て いる と 、 表現 だ け で な く 、 時事 的 な 語 葉 も 増やす こと が で きま す 。 


ӯ — 910 #31 


БЕРЕМ < 自分 の 意見 を 言う と き の 表 現 > 

〇 好 か に 減税 は 必要 で す 。 し か し 、 高 齢 者 に と っ て は 預金 の 利率 が 上 が る こと の ほう が も 
っ と 大 切 で す 。 

〇 これ まで 長い 間 、 育 児 は 女性 の 仕事 と 言 われ て きま し た 。 し か し 、 最近 で は 、 育 児 休暇 
を 取る 男性 も 増え 始め 、 両 親 が 共に 育児 に 参加 する 時 代 に な っ た と 思い ます 。 
— 


外交 は 国 の 仕事 か も し れ ま せん が 、 や は り 私 た ち 一 人 一 人 も いろ いろ な 国 の 人 た ちと 語 
し 合っ て いか な けれ ば な ら な いと 思い ます 。 


| 本 "の rm 
新しい 傾向 の 問題 で す 。 短 い 会 話 の 中 の キー ワー ド か ら 推 測 し て 答 を 考え ます 。 
女 の 人 が 男 の 人 に 選ん で あげ た の は 何で すか 。 


ki じゃ あ 、 最 後に これ を し め て …。 ど う ? 
5: う ん 。 ЕТЕ. 異 ぶ と 違う な 。 ジア ヤツ と ぴっ か た а 


Уе А 


1 ネクタイ で す 
ぼう し 

2 帽子 で す 

3 жт 
ゆび b 

4 指輪 で す 


この 間 題 で は 、 答 え は 会 話 の 中 に 直接 出 て きま せん 。「 し め る | 「 シ ャ ッ と ぴっ た り 」 を キ 
ー ワ ー ド に し て 、「 ネ クタ イ ]」 を 推測 し な けれ ば な り ま せん 。 

日 常 生活 の 会 話 で は 、 す べ て を 言葉 で 表 現し て いる わけ で は あり ませ ん 。 話す 人 の 表情 や 
体 の 動き で 意味 の わか る こと も た くさ ん あり ます 。 試験 で は テー プ を 使う の で 、 表 情 や 動き 
は わか り ま せん 。 必ず 、 テ ー プ の 言葉 の 中 に キー ワー ド が あり ます 。 

こう し た 問題 へ の 対策 は 、 教 和書 だ け を 勉強 し て いて も な か な か 身 に つき ませ ん 。 日 本 国 
内 で 勉強 し て いる 人 は テレ ビ の ドラ マ を 見 た り 、 日 本 人 同士 の 会 話 を 注意 し て 開い た り し て 
くだ さい 。 日 本 以外 の 場所 で 勉強 し て いる 人 は な か な か チャ ンス が あり ませ ん が 、 ビ デオ や 
マン ガ が など 、 で きる だ け 生 の 日 本 語 に 触れ る を よう に し て くだ さい 。 


ちょ っ と 確認 く 注意 する キー ワー ド > о 
ネクタイ は | ネクタイ を する | で も 間違い で は あり ませ ん が 、 | し め る 一 ネクタイ | | か け 
る 一 メガ ネ | と いう よう に セッ ト に な っ た 言い 方 に 注意 し まし ょ う 。 
また 、「| 駅 に 着く 」 | 電気 が つく | ПЕС し み が 付く 」 な どの 「 つ く 」 | ょ 、 字 を 見 れ ば すぐ に 
わか り ま す が 、 Је こと 聞い た と き 、 АИ な の か を 前 後 か ら 判断 し な ( ナ れ ば な 
санаат как еккен 
違う 同じ 音 の 言葉 も 辞書 た ど で 調べ な が ら 正 し く 覚 える よう に EE m 
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こっ かい ぶん ぼう 
пт, М7 
どっ ぶん ぽう つぎ た 内 う 
読解 ・ 文 法 の 問題 は 、 問 題 I か ら 問題 WV まで あり ます 。 そ れ ぞ れ 、 次 の 容 の 問題 
に な の うつ て いま す 。 
ぶん РАМА, 3 | $ ん 
問題 1 800 字 1400 字 の 長文 (論文 、 論 3) を 読ん で 質 Tei 
せつ ТАҒА ょ ぶん 
問題 800 字 ~1400 字 の 長文 (エッ セイ 、 未 説 、 投 書 >) を 読ん で 質問 に 答え る 


ІШ, (1 4074) 
問題 皿 120- 300 字 の 短文 を 読ん で 質 4 問 に 答え る 問題 。( 約 6 題 約 6 1) 
問題 W 文中 ・ 文 末 に 入る 適切 な 表現 を 選ぶ 。(22-27 問 ) 
文法 | 問題 V 適切 な 文末 を 選ぶ 。(6-7 問 ) 


问题 W "2 つの 文 の 関係 か ら 、 文 中 に 入る 適切 な 表現 を 選ぶ 。(5- 81) 


試験 は 読解 と 文法 を 合わ せ て 90 分 で す 。 ゆ っ く 一 語 ず つ を 読ん で いる と 時 間 が 足り な く 
な る か も し れ ま せん 。 わ か ら な い 漢字 や 言葉 は 気 に せ すず 、 わ か る こと か ら 推 測 し て 文章 全体 
の 意味 を 把 撮 し まし ょ う 。 ま た 、 す で に 持っ て いる 知識 を 十分 に 活用 し 、 イ メー ジ を ふく ら 
ませ た り 、 予 測 し な が ら 読 み ま し ょ う 。 | 

文法 は : 意味 と 使い 方 を 理解 する こ と が と て も 大 切 で す 。 習 っ た も の は 自分 で 整理 し 、 文 法 
形式 だ け で な くそ れ を 含ん だ 文 を 覚え る よう に し まし ょ う 。 

各 問題 に は 、 そ れ ぞ れ ど の よう に 考え れ ば 答え が 見 つか る か ポイ ント が あり ます か ら 、 問 
題 を 解き な が ら 見 て いき まし ょ う 。 


НІҢ 1 — Ш (まとまっ た 文章 を 読ん で 質問 に 答え る ) 
1 健 者 は どう 考え て いる か 


例 1 現代 の 父親 は 極 端 に いえ ば ーー つの パタ ー ン に 分 ける こと が で きよ う 。 その 一 つ 
は 逃避 型 。 仕事 を 理由 に 子供 の こと は すべ て 母親 に 押し つけ 、 自 分 は 知ら ぬ 顔 の 


(1) 


үйө сиза вэ #47, そし て 、 | [47^02$ 3 — oI [MR ACE 型 と で も る 名 
づけ よう か 。 積極 的 に 、 自 分 が 主 に な っ て 育児 に 教育 に し つけ に 活躍 する と いう 
タイ プ で ある 。 ШЖ, ols, жай сатылы を 


て き + 


いる 。 逃避 型 は 他人 的 過ぎ る し 、 保 多 型 の 場 人 会 は 母親 的 で あり 過ぎ る わけ だ 
りょう し ん ГЕ 2 
れ で は 、 子供 Ш 意味 が な い 。 


и けん きゅう じ ょ 


(斎藤 茂 大 ЗЕДІ ほど 子供 を ダメ | に する PHP 研究 所 に よる ) 


か ん けい 


あす YY 兵衛 を 決め 込む 自分 に は 関係 な いと 知ら ぬ ふ り を する 
2) 保 父 : 保育 園 で 子供 の 世話 を する 男性 


っ し ゃ ち 
(Em 
は は お こと どく ч 
1 ал ТИ 5 < š s, 
父親 は 母親 と 育児 の 責任 を 分 担 す る べき だ 。 
きょう いく し ゃ 


2 
3 父親 は 教 нас し て の 役割 を 担う べき だ 。 
4 $ は 育児 に か か わる べき で は な い 。 


а: 


[筆者 は どう 考え て いる か 」 ku BBB. X = 全体 の 意味 を つか むこ と が 大 切 で す 。 
何 が 、 ど うな っ て いる の か 、 そ れ に 対し て 、 筆 者 は どう 考え て いる の か を 読み 取り ます 。 長 
文 は 、 最初 と 最後 の 段落 に 、 筆者 の 主張 が 書か れ て いる こ こと が 多い で す 。 

答え を 見 つけ る に は 、 2 つの パタ ー ン が あり ます 。1 つ 目 は 、 文章 全体 か ら 要 紳 を つか も 

全 で す 。 つま ) 文 章 を 短く まとめ れ ば 、 符 者 の 考え に に な る 場合 で す 。 こ の 場合 、 筆者 は 自分 

の いた いこ と を を * え て 、 繰 り 返 し 述べ て いる こと が あり ます 。 

2 つ 目 は 、 筆者 が どう 考え て いる か を を 具体 的 に 書い て な く 、 文 章 全 体 か ら 読み 取る 場合 で 
す 。 こ の 場合 、 筆 者 が な ぜ こ の 文章 を 書い た の か その 目的 を 考え る と 、 筆 者 の 考え の 手 が か 
ЕВЕ. | 

この 問題 は 2 つ 目 の 例 で す 。 Айса ГЕНИ] 上 АХ оьр GND а” 
を 失っ て いる と だ け 書 か れ て お り 、 筆 者 の 具体 的 な 考え は 書か れ て いま せん 。 し か し 、 こ の 
どちら の タイ プ も 、 他人 的 過ぎ で あり 干 親 的 過ぎ で ある と 批判 し て いる こと か ら 、 筆 者 の 才 
える 父親 の ある べき 姿 が 読み 取れ ます 。 


2 それ は な ぜ か / ど の よう な 意味 か 


た 


多少 、 征 の 痛い こと が あっ て も 、 ат аға れ を 聴く 。 相手 が 言 いい 終わ っ た ら 、 ВЕ 
め て こち ら の 言う こと を 言う 。 こ の ルー ル が は っ きり し て いな けれ ば 、 対話 な ай 


で きる わけ が な い 。 ШШ 手 が 同時 に タマ を 投げ 合っ た り 、 都合 の 悪い こと は な に も 

聞こ え ず 、 聞 こえ て も す て て し まい 、 都合 の いい と ころ だ け を つま み 食 い を する 。 

そう いう 人 間 と 人 間 が 対話 な どす れ ば 、 話 せ ば 話す ほど お 互い に 理解 が で き な く 
① 


Дена СД а 

сон, Бован код k. РНИИ 
а (111) 

日 本 人 が 外国 語 の 会 話 が うま く な いと いう の は 、 い まや 国際 前 に も 定評 の ある 
と ころ と な っ て いる らし い が 、 質 因 の ひと つ は 、 こ の 自 財 着 の 是 に に ある よう な 気 
が する 。 


へ いし ょ う た い わ きら じょう 


( 注 1) В: 人 と の 対語 を 嫌い 、 自 分 だ け の 世界 に 生き て いる 状態 
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21 


28 


[1] ① | 話せ ば 話す は ど お 互 い に 理解 が で き な く な っ て し まう | と ある が 、 
それ は な ぜ か 。 
相手 の 言う こと を バカ に し て いる か ら 
Н 分 勝手 な 聞き 方 し か で き な いか ら 
ЗАК ド が 速く て つい て いけ な いか ら 
お 互い の 会 話 能 力 が 低い か ら 


【 問 2 】② 「 自 閉 症 の 耳 ] と は 、 ど の よう な 耳 か 。 
相手 の 言う こと が 開 こえ な い 耳 

外国 語 の 会 話 が 聞き 取れ な い 耳 

都合 の いい こと し か 聞こ うと し な い 耳 


痛み を と も な う 病 気 の 耳 


「 そ れ は な ぜ か 」 と いっ た 問題 は 、 人 物 の 態度 や 心情 だ つい て の 理由 を 答え る も の が 比較 

的 多い で す 。 こ の 場合 、 その 理由 を 見 つけ る た め に 、 そ の 前 後 を 注意 深く 読ん で いき ます 。 
例 2 で は 、「 そ うい う 人 間 が 対話 すれ ば 」 と あり ます か ら 、 そ うい う 人 間 と は どん な 人 間 

か を 考え る と 、 話 せ ば 話す ほど お 互い が 理解 で き な く な っ て し まう 理由 が わか り ま す 。 

「 ど の よう な 意味 ] と いっ た 問題 は 、 文章 の 中 で 使わ れ て いる 意味 を 答え る も の で す 。 一 
般 的 に 使わ れ て いる 意味 や 常 識 的 な 意味 で は あり ませ ん 。 で すか ら 、 文 章 の な か に その 意味 
を 説明 し て いる と ころ が 必ず あり ます 。 長文 で は 、 問 われ て いる 言葉 の 前 後に 目 を 通し 、 素 
早く 説明 箇所 を 探し まし ょ う 。 答え は 、 説 明 し て いる 文 を 言い 状 え た り 、 要 約 し て いる こと 
が 多い で す 。 | 

例 2 で は 、「 自 閉 症 证 | と いう 言葉 の 本 来 の 意味 は ( 注 1) | こ あ る 通り で す 。 文 中 に お ける 
意味 は 、 2 段落 「 こ の 点 自 閉 症 的 で ある の か も е РО と ある の で ぞ で 。 その 前 が 説明 に 
な り ま す 。 そ の 説明 を 要約 し た も の が 答 に な り ま す 。 


і 1 ) に 入れ る 


時 、 目 的 を きめ た 上 で 、 きち っ と スケ ジュ ー ル を 立て 、 前 も っ て 旅館 

を 予約 し 、 ее а 。 これ に 対し て 、 目的 も きめ ず 、 も ち 
ろ ん ス ケ ジ ュ ー ル な ぞ 気 に せ ず 、 旅 館 の 予約 な ぞ 一 - 切 せ ず 、 予算 を 気 に せ ず 出 発 
する 人 すい 4。 和幸 と か タイ プ の 聞い と 言っ て し まえ ば それ まで だ が 、 ここ に 
NC NN тав, Й 直線 的 で 厳格 な スタ イ 


urapaq 曲線 的 で ルー ズ な 1424. う ス タイ ル の 好き な 人 と の 違い に 
それ は 上 


ойсо о т: jo 
( 注 2) や まぐ ち ま さ 


(山口 昌男 「 知 の 旅 へ の 誘い 』 岩 波 書 店 に よる 


С—С СТИ с ЯШ 


2 


) 道 < さ を 喰 う ・ 途中 で ほか の こと に 時 間 を 費やす 
し ゅ くず 
さく 


( 注 1 
( 注 2) 縮図 : 全体 を 小 


t, t; あら わ 
縮め て 表し た も の 
【 問 い 】( ) に 入る 適当 な も の を 一 つ 選 びな さい 。 


] 自分 の スタ イル を な る べく 早く 確 立 し な けれ ば な ら な い 

2 旅 に つい て 言え る こと は 、 人 生 に つい て も 言え る よう で ある 
3 時 間 が ある か き ぎり 、 旅 を た くさ ん し た ほう が よい 

4 旅 の 途中 で 、 人 生 に つい て 考え る べき で ある 


「(  。) に 入れ る 」 と いっ た 問題 で は 、 前 後 の 文 の 関係 を 読み 取る こと が 大 切 で す 。 
その た め に は 、 関 係 が 分 か る 接続 詞 や それ に 類する 表 現に 注意 し な が ら 読み ます 。 

例 3 は 、( ) の 前 に 「 こ の よう に 考え て みる と 」 と あり ます か ら 、 そ れ 以 前 の まとめ に 
な る よう な 文 だ と 判断 で きま す 。 ま た 「 旅 も や は り 人 生 の 一 種 の 縮図 で ある か ら 」 に 続く の 
で 、 前 半 の 結果 を 表す 内 容 に な り ま す 。 
長文 問題 に は は 、(  ) に 接続 詞 を 入れ る 問題 が 毎年 出 題 さ れ て いま す 。 接続詞 の 場合 
は 、 特 に 前 後 の 文 の 意味 が どの よう な 関係 に ある か を 判断 し 、 適 切な 機能 を も っ た 接続 詞 を 


な いよ う ラマ 


EC かま すっ 接続 詞 の 後に 理由 が く る も の 、 前 の 文 の 反対 の 内 容 が 続く る の な ど 、 機 能 ご と に 
まとめ て 、 使 い 方 を 整理 し て お きま し ょ う 。 


か 
4 АВА 


例 4 後 の 4A~D は 、 そ れ ぞ れ ア 、 イ 、 ウ 、 エ の どこ か に 入る 文 で す 。 


陸上 で 暮らす 動物 に と っ て 、 湖 や 川 か ら 得 ら れる 水 は 大 き な 価 値 を も っ て いる 。 


それ は 、 

Т 
し か し 

イ 
どん な 生物 も 

77 

T. 


“2 か ちか ん 


そし て 、 そ の 水 に 対す る 行動 も 、 そ うい っ た 価値 観 に 根ざし て いる と みる こと 
が で きる だ ろう 。 
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А 水 な し で は 生き て いけ な いか ら で あ る 。 

в 水 は 、 人 間 に 限 ら ず 、 あ ら ゆ る 生物 が 、 そ の 価値 を 認め て いる と いえ る 。 

C き ば く で 生き る 生物 が 、 水 を どの よう に し て 得 て い る の か を みる と 明らか で 
あう 。 

р 水 の 価値 は 、 そ れ が 豊 ше 


75 


(水谷 広 『 地 球 と うま くつ き あ う 話 」 共 立 出 版 に よる ) 


< えら 
$ 


【 問 い 】 正しい 組み 合わ せ 選び 


а 


А 
・ し 
Ж 


‚ЖКА о ЖН (3, 文章 の 展開 が は っ き り し て いる 説明 文 や エッ セイ が よく 出 ます 。 この 


із 滞 紛 ゃ 最後 の 文 な どか ら 話 題 を 考え 、 文 間 全体 の 意味 を 予測 し まし ょ う 。 文章 全体 を 


せつ ぞ く 


予測 する に は 、 о a - な り ま す 。 そ し て 、 指示 語 や 接続 詞 、「 た と えば ] 
| この よう 【 に 」 な どの 文 を つなぐ 言葉 か ら 次 | に 続く 文 を 考え ます 。 ーー 

例 4 で は 、( ア ) は 「 そ れ は ] に 続き ます が 、「 そ れ 」 に あたる の は 、 前文 の 「 水 の 価値 
で す 。「 そ れ は =『 水 の 価値 は 」] と いう 言葉 の 後 | に 続く 文選 ВО. (4) は 「 し か し 」 に 
続く の で 、( ア ) О E 2 k 3 23. ある い は 遡 の 意味 の 文 に な り ま す 。 こ の よう に 、 
接続 市 を ビン ト に 前 文 と の 関係 を 考え な が ら 選ん で いき ます 。 完成 し た ら 、 必 ず 、 読 み 返し 
て 文 の 流れ を 確認 а 


5 グダグダ メン 


例 5 31 ペ ー ジ の グラ ブフ は 小学 生 と 中 学生 の 3000 人 に 「 親 は 自分 の こと を 分 か っ て くれ 


て いる と 思う か | と 聞い た 結果 を 表し た も の で す 。 


【 問 い 】 グラフ の 説明 と し て 正しい も の を 選び な さい 。 

] [よさ 分 か っ て いる 」 と 答 答え た 割合 は 、 [お で る よく 分 か っ て いる] と 含 わせ 
せる と 、 小 ・ 学生 及び 15 17 歳 の いずれ - お いて も 、 多 親 が 母親 を 上 回 っ て い 
る 。 小学 生 は 、 母 親 ( 対し て 約 706 で 、 中 学生 に な る こ 60%1 に 下がっ て る 。 父親 
に 対し て は 、 小 学生 で 90% 強 だ が 、 中 学生 で は 約 70% と 激減 し て いる 

2 [よく 分 か っ て いる | ЕЖ жел | ы [сасий] йын 
РЕТТЕП ЕЛЕТЕГЕГГГ Кө си 
る が 、 そ の 差 は 各 年 代 で 異な っ て いる 。 中 学生 と 1$~17 歳 で は 、 約 2 割 だ が 、 
小学 生 で は 約 1 割 に と ど ま っ て いる 

з 「 よ く 分 か っ て いる ]」 ЕЖ 『 え た 着 谷 は 、[ と て も よく 分 か っ て いる 」 と 合わ せ 
е, Зе» И ОМ. こ お い て も 、 父親 よ り 母親 の 方 が 高い 。 
小学 生 は 、 母親 に 対し て 約 9 割 、 中 学生 は それ より や や 下回る 。 父親 に 対し て は 
小学 生 で 7 割 強 、 中 学生 で は 約 6 割 に を た っ て し まう 。 


30 е— у] ЯШ 


わり あい 


4 「 よ く 分 か っ て いる 」 と 答え た 割合 は 、「 と て も よく 分 か っ て いる と 合わ せ 
る と 、 алалы ЛБ ЕГЕ 
ео 小 ・ 中 学生 で ( ょ 、 こ の 割合 が 過 岛 半数 人 に な る が 、15~17 歳 で は 、 半 数 
г а 


親 は 目 分 の こと を 分 か っ て くれ て いる と 思う か 


0% 20% 40% | ы. = 80% 100% 
асам жаласа Жанын | кес зао жаннан 
— НИ あま り 分 か っ て いな い 

Ға と て も よく 分 か っ て いる 回 答 な し 4.9 分 か っ て いな い 17 

生 ылыы | 

а 

学 

生 

15 

) 

| 

ж 


ちょ うか 


Ы 2 し ゅ つ だ い nk а りあ い 
クラ フ の 問題 は 聴 解 と と 同様 いろ いろ な グラ フ が 出 「 題 され ます か ら 、 変化 や 割合 の 言い 方 
( 


は 理解 し て お きま し ょ う (21 ペ ー ジ 参照 )。 問題 に は 、 グラ フ を 見 て 、 グラ フ の 説明 と し て 
正しい 文章 を 選 пФ», ク グラフ の 説明 を 読ん で 、 その 説明 に 合っ て いる グラ フ を 選 S b の 
が あり ます 。 グ ラフ の 説明 文 に は 、 数 字 が いろ いろ 出 て きま す の で 、 何 を 指し た も の か 正確 
に 把握 する こと が 大 切 で す 。 

ЕЛЕ ЕУ 「 と て も よく 分 か っ て いる | と | よく 分 か っ て いる 」 АРЕНА, де 
フ か ら 次 の よう に 整理 で きま す 。 


母親 ・ 小学 生 ……… 34.4+55.3=89.7%  ( 約 9 割 ) 
・ 中 学生 ……… 20.7+58.0=78.7% (838) 
: 15-17 歳 …17.0+53.0=70% (7%) | 
交 親 ・ 小 学生 …… 18.6+54.0=72.6% (ТШ) 
: 中 学生 ……… 10.7+49.2=59.9%  ( 約 6 割 ) 


: 15~ 17 歳 …… 8.2+48.0=56.2% 
この 結果 か ら 、 [よく 分 か っ て いる 」| а ぇ た 割合 は 、「 と て も よく 分 か っ て いる | と 合わ せる と 、 
いずれ に お いて も 母親 の 方 が 父親 より 高い こと が わか り ま す 。 グ ラフ の 問題 は 、 数 字 を 正確 に 読み 
取り 、 整 理 する と わか りや すく な り ま す 。 説明 文 で は 、 合 合わ せ て 9 割 と 書い て いま す が 、 グ ラフ の 
中 の 数 字 は 2 つ あ る い は それ 以上 に 分 け て 示さ きれ て いる こと も あり ます か ら 、 注 意 し まし ょ う 。 
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31 


32 


ぶん ちゅ う ぶん まつ て きせ つ ひょう げん 


問題 IV < ・ 文 に 適切 な 表 現 を 選ぶ ) 
аи | 入れ る 問題 に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


どこ の プ ブール も 子供 た ち で に ぎわ っ て いる 。 
に あっ て 2 で あっ て 3 か ら あ っ て 4 と あっ て 


こと ば 


書き 言葉 に し か 用 いら れ な いも の や 、 使い 表 現 で 用 いる も の が よく 出題 され ます 。 ふだん 
開き な れ な い 言 某 も 多い で すか ら 、 使い 方 や 意味 を 確認 5 し 、 ま と め て お きま し ょ う 。 

例 1 の よう に 、 選択 肘 の 形 や 意味 が 似 て いる の で 、 正 稚 に 使い 分 けら れる よう に し まし ょ う 。 
34~36 ペ ー ジ に 助詞 と 同じ よう な 働き を する も の の チェ ッ ク リ スト を 載せ まし た 。 こ れ は 
よく 出る も の ば か り で すか ら 、 例 文 で 意味 と 使い 方 を 確認 し て くだ さい 。 


い ぜん か 
10 年 ぶり に 先生 は 、 以 前 と 変わ ら ず お 元気 で し た 。 
は いけ ん 


1 お 会 い に な っ た 2 拝見 し た 
3 お 目 に か か っ た 4 会 われ た 


どの よう な 状況 で 、 だ れ が だ れ に 対し て 敬語 を 使っ て いる の か を 考え る こ と が 大 切 で す 。 
目 上 の 人 の 動作 を 示す 場合 の 「 お っ し ゃ る ] 「 お ー に な る 」 оой, ПЛОВЕ 
りく だ っ て 表現 する [お ~ す る 」 | こせ て いた だ く | な どの 謙譲 語 を 混同 し な いよ う ! に 整理 
し て お きま し ょ う 。 

_ 例 2 の 問題 は 先生 に 対す る 謙譲 語 が 使わ れ ま す 。「 お 会 い に な っ た 」「 会 われ た 」 4% 
語 で 、「 振 見 し た ] は 「 見 る | の 謙譲 語 で す 。 


例 3 の よう に 、[ と ころ 」 に 続く 助詞 | に よっ て 意味 が 違っ て きま す 。 正確 こ 使い 分 けら れ 
る よう に し て お きま も し ょ 3 


いく ら 忙 し い 食事 ぐら い ゆ っ くり 食べ た い 。 
] と は いえ 2 と も な る と 3 と 思い き や 4 と ば か り に 
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ぜん は ん こう は ん 


文 の 前 半 と 後半 が な 関係 に な っ て いる か が ポイ ント - な り ます 。「 と は いえ 」 と 
「 と 思い き や ] | бін ки зе の 文 が 続き ます 。 し か し 「 と 思い き や ]| は 意外 だ と いう 気持 
ち を 表し ます か ら 、 こ こ で は 適切 で は あり ませ ん 。 接続 表 現 で は 、 機 能 と ニュ アン ス の 両方 
を 考え る こと が 大 切 で す 。 

この ほか 、「 べ き 」「 ま い | 「 ご と き | な どの 書き 言葉 で よく 使わ れる 和 硬い 表現 も 出 ま す 。 


ば あい じゅ う よ う 


せ う げ えら だ い № < 
未 に 適切 な を 選ぶ 問題 で す 。 こ の 場合 、 文末 に 重 要 な 意味 や ニュ アン ス が 含ま れ て 


し ん じょう じょう きょう あら わ 


1 心情 や 状況 を 表す 文末 


も ん < 


いく ら 上 司 と いえ ども 家族 を 人 矯 請 する よう な こと を 言わ れ て は 、 


例 1 文句 を | 
1 言わ な いも の で も な い 2 言 お うに も 言え な い 
3 言わ ず に は お か な い 4 言う に は あたら な い 


し ん じ 


複雑 な 心 情 や ニ ュ ア ンス を 表現 する も の 、 込み 入っ た 状況 を 表現 する 文末 が よく 出題 され 
ます 。 こ の よう な 間 題 で は 、 文 末 と 文 の 前 半 の 関係 を 読み 取る こと が 大 切 で す 。 前 半 で 述べ 
られ た 状況 に 対し 、 後 半 で どの よう に 展開 し て いる か 、 意 外 な 結末 か 当然 の 結果 か な ど を 判 
断 し ます 。 i 

例 1 で は 、 前 羊 の 「 い くら いえ ども 」 көз Ж ЙН, ABI ненен な り ま す 。 ГЕ 
お うに も 言え な い | は 言う こと が で き な い と いう 意味 で 、| 言 う ee 
必要 が な いと し 時 に な り 、「 計 わな いも の で も な い 」 ищи ват, + 、 
「- ず に は お か な い 」 と いう 文末 は 、 耕 定 の 形 で す が 、「 ず ー な い 」 G. Жа Ке 
の 意味 に な る の で 注意 し まし ょ う 。 | l 

ео pA GC b. БУЛ CIT ЫЗАНЫ: А С, Ж 
の よう な も の が あり ます 。 

ри / ~ ず に は お か な い Z ー ず に は すま な い / ー で な く て な ん だ ろ 
こ て や まな い И ーー と いっ た ら な い / ーー な いも の で も な い / ーー に か た く な い 
ー を 禁じ 得 な い / ~ 余 儀 な くさ れる 


まつ ひよ 7 
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ふく し ぶん まつ 
2 副詞 の 入っ た 文末 


例 2 | た だ で きえ 成績 が 悪い の に 、 ま し て 授 業 ( = で な けれ ば 成績 は 


1 上 が る は ず だ 2 上 が る 一 方 だ 
3 下がる か も し れ な い 4 下がる 一 方 だ 
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гааст, 文 の 前 半 の 内 容 に 


ょ り 厳 し い 状 況 が 加わ り 、 [Z D Ш | と いう 意味 
な り ま す 。 副詞 の 中 に は 、 文 の 前 半 を 受け て 後半 の 意味 を 限定 する も の が あり ます か ら 
の よう な 副詞 を 見 つけ る こと が ポイ ント 
問題 V 


に な り ま す 。 
ЕЯ か ん けい ぶん ちゅ う て きせ つ ひょう けん えら 、 
(2 つの 文 の 関係 か ら 、 文 中 に 入る 適切 な 表 現 を 選ぶ ) 
2 つの 文 の 関係 の な か で 状況 を 読み 取り 、 自 然 な 言葉 を 選ぶ 問題 で す 。 
例 昨日 言っ た こと を まだ 怒っ て いる の だ ろう か 。 い くら 者 を か け て も 、 お まえ な ん 
か 知ら な い 横 を 向い た 。 
1 ё 2 と ば か り に 3 と 相まって 4 と も る な る と 
文法 は 文 を 作る 時 の 決ま り で す が 、 その 働き は 、 1 つの 文 の な か だ け で は あり ませ ん 文 
と 文 を つなぐ 時 も ゆる や か な 決ま り が あり ます 。 で すか ら 、 ЗЕН 
か ん けい 
ょ うな 関係 に ある か を 読み 取る こと が 大 切 で す 。 
例 で は 


1 番目 の 文 は 何 か を 言っ て 怒ら せ た と いう 状況 が わか り ま す 。 そ うい う 状 況 な の 

で 声 を か け て も 、 横 を 向い た と いう 事実 を 表す 2 番目 の 文 | = つなが っ て いま す 。 
| お まえ な ん か 知ら な い 

く て 態度 で 示し て いる こと で すか ら 「 と ば か り i 


横 を 向い た | と いう の は 怒っ て いる こ を を 、 
この よう な 問題 は 文法 力 だ け で な く 、 
きま す 。 


1 番目 の 文 と 2 番目 の 文 が どの 


に 」 が 答え 


言葉 で は か な 
に な り ま す 。 
-= Р どっ か いり р ひつ よう 
自然 な 言葉 を 選べ る よう な 読解 力も 必要 に な っ て 
デモ エッ ツル スト 
口 は チェ ッ ク 欄 で す 。 十 分 理解 で き て いる も の に は 、 
1 
|-ро со 
か ん きゃ く 


y を づけ まし ょ а 


助詞 と 同じ よう な 働き を する も の 
ロー か ら あ る 


観 客 あっ て の 芝居 だ 。 いく ら 芸術 的 で も 見 る 人 が いな ! けれ ば 意味 が な い 。 


50 キ ロ か ら あ る 石 を 、 彼 は 片手 で 軽々 と 持ち 上 げた 。 
ロー で あれ 
男 で あれ 女 で あれ 平和 を 原 
に IE か らら いう も の 


持ち に 変わ り は な い 
あい 
| | こと 相まって 


嘘 が ば れ て か ら と いう も の 、 彼 は わた し の 言葉 を 信じ よう と し な い 
E BD a= 


携帯 電話 は 、 便 利 さ を 追究 する 時 代 の 流れ と 相まって 、 
[ | こと あっ て 
に ん き 


人 気 の あ る 歌手 の コ デザ サー トド ト と あっ て 、 
34 


し た 。 
お お ぜ い か ん きゃ く В 
ЖАО 5593 
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[] と いい て と いい 
仁 長 と いい 、 社員 と いい 、 まとも に 仕事 の で きる 人 は 1 人 も いな いん だ か ら 、 あ ん な 
会 社 、 倒産 し て も 不思議 は な い 。 


шыма: | 
夫婦 と いえ ども 、 暴 力 は 許さ れ な い 。 
| | と きた ら 


山田 きん と きた ら 、 シ ャ ツ は 裏返し 、 ズ ボン は し わく ちゃ 、 靴 下 は 左 右 バラ バラ で 会 
社 に 来 た の よ 。 も う あ きれ ちゃ っ た 。 

ロー と は 
仕事 熱心 な 佐藤 さん が 休む と は 、 よ ほど の こと に ちがい な い 。 

[]— 2 #20 1 


持っ て いき た いや つ は 勝手 に 持っ て いけ と ば か り に 、 道 ば た に 品物 と 粗末 な 料金 箱 が 
置い て ある 。 

ロー と も な る と 
子供 も 中 学生 と も な る と 親 の 言う 通り に は な ら な い 。 

ロー な いま で も 


わざ わざ 謝り に 行か た いま で も 、 せめ て お 詫び の 手紙 べら い 書 くも の だ 。 
ата 


経済 的 自立 な くし て 、 一 人 前 の 大 人 と は 言え な い 。 
hem је 

信和 仙 の 失敗 に 対す る 反省 な し に 炊 に 準 ん で も 、 ま た 失敗 する だ け だ 。 
ロー な ら で は 

ュー モア あふ れる 物語 は 、 こ の 作家 な ら で は の も の で す 。 
ロー な り 

よほど 疲れ て いた の だ ろう 。 布団 に 入る な り 寝 て し まっ た 。 
1—22 0 12 


いっ ぱし 


А ご うか く 
OR な っ て も 自分 な り ! - 精 у САН уу, 
pan うう 極限 状態 に あっ て 冷静 に 行動 で きる 人 は 少な い 。 
| | 一 に し て 

か れ さい て ん さい д ちゅ う も く 

彼 は 10 歳 に し て 天才 ピア ニス ト と 呼ば れ 注 目 を 集め て いる 


ロー に 即 し て 
事実 に 肥 し て 書か れ た 小説 だ け あ っ て 描写 が 生々 し い 。 
ГП 一 に ひき か え 


の うさ きく ぶつ し ゅ うか く < く 


昨年 に ひき か え 今 年 は 農作物 の 収穫 が よく な い 。 天 候 に 恵まれ な か っ た せい だ ろう か 。 


lm っ に を まし て 


4 い ぜん 


さい そ か つど う 。 ね っ し ん Е 
70 歳 に な る と いう の に 、 祖 父 は 以前 に ち ま し て ボラ ンティア 活動 を 熱心 に 行っ て いる 。 
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ロー の 至り i 

社長 に お ほめ に あず か る と は 光栄 の 至り で す 
ロー は お ろか 

給料 日 前 に な る と 1 万 円 札 は お ろか 、 千 円 札 も 2 、3 枚 し か 残ら な い 
ロー ば こそ 

試合 に 勝つ た め だ と 思え ば こそ 普 し い 練習 に も 耐え られ る 。 
ロー も さる こと な が ら | 

売れ る か どう か は 、 商 品 の で きも さる こと な が ら 値 段 も 大 きく 影響 する 。 
~ Вес 

BE сал Ви СС 522500120, 


| て を も っ て 
新郎 新婦 の ご 入場 で すか ら 、 拍 手 を も っ て お 迎え くだ さい 。 
ロー を よそ に 
受験 生 だ と いう の に 、 親 の 心配 を よそ に 遊ん で ば か り い る 
2 文末 表現 


[ーー し よう に も で きか な かない 
電車 は 事故 で 止ま っ て いる し 、 パ バス の 便 も な い 。 こ れ で は 、 帰 ろう に も 帰れ な い 。 
ロー 限り だ 
長年 や っ て きた 研 究 が 評価 され た と は 、 喜 ば し い 限 り だ 。 
[]- て きら い が あ る 
彼 は 仕事 は で きる が 、 多 少 自 分 勝手 な きら い が あ る 。 
ロー 板 ま りな い 
を 会 わせ た の に 、 挨 拶 $ し な いな ん て 失礼 極まりない 
~ 始末 だ 
見 は 会社 も く び に な り 、 と うと う 親 戚 か ら 借金 まで する 始末 だ 。 
[」ー ず に は すま な を ない グ な いで は すま な い 
人 の うち の ガラ ス を 割っ た の だ か ら 、 弁 償 し な いで は すま な い だ ろ う 。 
П~ て て や まな い 
親 は いく つ に な っ て も 子供 の 幸せ を 願っ て や まな いも の だ 。 
| = Ey k = ај 
東京 で 上 DK の アパ ー ト を あら 。 7, 8 訪問 と ゆう と ころ だ ろう すう 。 
| | て と いっ た ら な い グ グー と いっ た ら あ り は し な い (あり ゃ し な い ) 
初め て 胸 に 抱く 我 が 子 の か わい さと いっ た ら な い 。 
ロー な いも の で も な い 
危険 を と も な う 仕 事 な た ん て や り た く は な い が 、 給 料 が よけれ ば や ら な いも の で も な い 。 


[ ]— 


| |]~【 


| |~ 


[ ]— 


| |~ 


[= 


[ |- 


に あたら な い 


これ だ け 働 く 女 性 が 増え て いる ん だ 。 晩婚 化 が 進ん で いる と いっ て も 驚く 


い 。 
AA С ない 
うち ゅ うか い は つ じん る い か Еф 


宇 笛 開発 が 人 類 の 可能 
Ра (NO A Qp ña 


を 押し 上 げ る こと は 、 想 像 に か た く な い 。 


ろ ん ぶ ん しめ きり ぜん り ょ く あ қ ' 
論文 の 締切 まで 、 全 力 で や っ て みる が 、 間 に 合わ な けれ ば それ まで だ 。 


さ で だ / まあ で の こ と だ 


け 


> 


失敗 し た ら 、 や り 直 すま で の こと だ 。 あ まり 神経 質 に な る こと は な い 。 


まで も な いま で の こと だ 


に あたら な 


こん な 簡単 な 用 件 な ら わ ざわ ぎ 来 る まで も な か っ た 。 電話 で 済ま せ ば よかっ た 。 


を 禁じ 得 な い 

無関係 な 人 を お 人 金 の た め に 次 々 に 殺す な ん て 怒り を 禁じ 得 な い 。 
を 余儀 な くさ れる ノー を 余儀 な くさ せる 

会 社 の 倒産 で 突如 、 失 業 を 余儀 な くさ れ た 。 
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れん し ゅ う 


ちょ っ と 練習 


か い と う 


= 


ちょ っ と 練習 1 | ちょ っ と 練習 4 
| ке) b ぽう どう 1 1 a 更け る b 老け て 

с ぼう と う  d ほど う ! 2 a 解け る b 溶け た 
2 a こっ きょう bt こと きょう ' 3 a 積む b 摘む 

こうき よう d で うき きゅう ! 4 a 責め る b 攻め る 
3 а し ん ぼう b し ん ぽ | 5 a 乗る b 載る 

с し 人 ほう d し ぼう | ちょ っ と 練習 5 
4 a し ゅ う よ う b じゅ よう | 1 с (決算 ) 

с し ゅ よう а じゅ う よ う | 2 c 082) 

5 ck よう じん ЕЛЬ | 3 а (т) 

c よ うじ ахі | а b (脂肪 
В. x し よじ ВЕЛЕ | 5 a (復習 ) 
cn | ちょ っ と 練習 6 
: š бе | 1 a 山田 さん に 手紙 を 送っ た 。 

a た いそ う b て いさ い | | うっ 
ЊЕ те ер зи 
4 а し ん せつ b いっ きい | 2 ЕЕ 
5 а は ん せい  b し ょ うり ゃ く | Более. 

6 a な が いき  b な まい き ! 3 a』 こ の 町 は で き て 間 も な い 建物 が 多い 。 
RE с | b 今度 の 上 司 は 話 の わか る 人 だ 。 
| күзен г | 4 а ネクタイ を は ず し て の ん びり する 。 
Їй а ЫР БАХ | A 
и a は や い b すみ や か ! 5 а 光 が 十 分 ある か ら 、 電 気 を 消し まし ょ う 。 
12 sa あ せる b こ げ る ! b 彼 は いつ も 陽気 で 、 楽 し い 人 だ 。 
13 a な まけ る b おこ た る | ちょ っ と 練習 7 
14 a ふれ る b さわ る | 1—3 2--4 1 
15 а お ご そ か b きび し い i 
| ir ちょ っ と 練習 8 
и? 1—4 9 №5 4 
1 а 歓迎 b 観客 | 

с 勧誘 а 権利 | 
2 а 議長 b 犠牲 | 

c 意義 d 儀式 | 
3 a 検査 b 試験 | 

с 保険 а (8%) 

4 а 精密 b 清潔 

с МЕ аз 
5 а 防止 b 寝坊 | 

с 妨害 а 脂肪 | 


] 


日 本 語 能力 試験 
ЛА 7 А Ё 
第 1 回 


° Sra (100 45%) 人 40 
Ф (оош 45 分 ) ………… 48 
・ 文 法 (20007 9055) ………… 56 


% 


问题 ] 


文字 ・ 


1・2・3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


ЕВ = 


ロロ >= 


(10021 45%) 


次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 は 、 ど の よう に 読み ます か 。 そ の 読み 方 を それ ぞ それ の 


問 1 介護 に 携わる 人 手 は 圧倒 的 に 女性 に 信 っ て いる 。 
(1) (2) (3) (4) 
(1) 介護 1 か ん ご 2 か ME 3 か い ご 4 か ん の 
(2) 携わる 1 た ず さ わ る 2 か か わる 3 そ な わ る 4 くわ わる 
(3) 圧倒 的 1 あど う て き 2 あっ て いて き 
3 あて いて き 4 あっ と う て き 
(4) 偏っ て いる 1 へ だ た っ て いる 2 お き な っ て いる 
3 お ちい っ て いる 4 か た よっ て いる 


問 2 正確 な 天気 予報 の た め に は 、 か な り 広 い 範 囲 か ら 詳 細 な デー タ が 持続 的 に 集め られ な 
(1) (2) (3) 


けれ ば な ら な い 。 
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(1) 予報 1 4%: 2 よ は 3 2047707 4 よう ぼう 
(2) 詳細 な 1 た さい な 2 めい さい な 
5 し ょ うき さい る 4 と うさ いな 
(3) 持続 的 ї жаласа Жана A. 
3 роса ЖЕУ сјај -- 
(43 一 羽 の 動き に 謗 われ て 、 ビ ル の 屋上 で 休息 し て いた ハト が 次 々 と 飛び 立ち 、 再 び 群 が 
形成 され た 。 | У 
(4) 
エナ ーー J ひと は ね 2 ひと は 3 いっ ぱ 4 いち わ 
(2) РНС 1 お われ て 2 7 са 
3 ВЕРИ 4 と ら わ れ て 
(3) ЖМ. 1 きゅう けい 2 きゅう いき 
3 きゅう し 4 きゅう そく 
(4 ) ЖЖ 1 けい せい 2 けい し ょ う 
& Пе 4 けい ちょ う 


第 1 回 МЕ Базе 


どう 


問 4 美術 館 は 美術 館 本 来 の 機能 を 果たす と 同時 に 、 地 域 の 文化 の 拠点 と し て の 役割 を 担う 


(1) (2) (3) (4) 
こと が 求め られ て いる 。 
( 1 ) 果たす t+ у 2 みた す 5 ФЕТ 4 477 
(2) 地域 1 じい いき 2 ちい き 3 ち き 4 じい き 
(3) 拠点 1 БЕСА 2 し ょ て ん ちょ て ん 4 ここ て みん 
(4) 担う | За 2 うば う 3 に な う 4 と も な う 


問題 1 次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 は 、 ひ ら が な で どう 書き ます か 。 同じ ひら が な で 書く 言葉 
を 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


( 例 ) 乗客 が 全員 死亡 と いう 最悪 の 事態 に な っ た 。 
1 時 代 2 実体 3 ЖА 4 次 第 


例 の 文 の 下線 の 言葉 は 、 ひ ら が な で 「 じ た い | と 書き ます 。 1 ~ 4 の 言葉 は それ ぞ れ 、 1 は 
[ じ だ い |、2 は 「 じ っ た い 」、 ЗН | じたい 」、4 は 「 し だ い | と 書き ます 。 例 の 文 の | じ た 
い (事態 ) | と 3 の 「 じ た い (辞退 ) | は ひら が な で 同じ 書き 方 で すか ら 、 正 解 は 3 で す 。 


(1) 彼 は うそ を つい た こと を 後悔 し た 。 
] 誤解 2 郊外 3 Ж 4 航海 


(2) コー ト を 作る な ら 厚 い 生 地 が いい で し ょ う 。 
1 政治 2 ЖЯ 3 記事 4 基地 


(3) テレ ビ は 画 期 的 な 発明 だ っ た 。 
1 活気 2 学期 3 換気 4 夏期 


(4) 日 曜日 に 、 街 頭 で 募金 を し て いた 。 
1 街道 2 БА 3 感動 4 回 答 


(5) 犯罪 の 防止 が 求め られ て いる 。 
1 + 2 方针 3 帽子 4 母子 
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НАШ 次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 は 、 ど の よう な 漢字 を 書き ます か 。 そ の 漢字 を それ ぞ れ 
(31 + 2 + ャ 4 か ら 一 つ 半 びな さい 。 


間 1 工業 の し ん こう は 経済 の 重要 な 柱 で あり 、 そ の せい さく は 国 の 発展 と 人 々 の 生活 に 重 
(1) (2) 
大 な えい きょう を お よ ぼ す も の で ある 。 
(3) (4) 


(1) し ん こう 1 進 好 2 振興 3 {ай 4 ЖЕ 
(2) せい さく 1 製作 2 ЖЕБЕ 3 ШЖ 4 政策 
(al л ЖЫ 1 У 2 映 郷 3 影響 4 нш 
(4) お よ ぼ す 1 及ぼ す 2 与 ぼ す 3 浸 ぼ す 4 泳 ぼ す 


間 2 女性 が 社会 きん か し て いく か て いで 、 男 性 の 労働 か ん ね ん に も 変化 の きざし が 見 られ 
(1) (2) (3) (4) 


> ДЕ У CK еј 

(1) さん な か 1 ЖӘ 2 参加 3 ЖЧК 4 参 化 
(2) か て い 1 仮定 2 過程 3 家庭 4 下 定 
(3) か ん ね ん ] 感 念 2 ЖА 3 観念 4 #2 
(4) きき し 1 І 2 + 3 発し 4 兆し 


問 3 この ワー プロ は テキ スト の へ ん し ゅ う や いん さ つ 、 ほ か ん に 関す る 機能 や そう さき 性 が 
(1) (2) (3) (4) 


初期 の も の より 向上 し て いる 。 


(1) へ ん し ゅ う 1 ЖЖ 2 ИХ 3 НЕ ШЕГІ 
(2) いん さ つ 1 НИ, 2 НИН 3 印刷 4 Е 
(3) ほか ん 1 ЖЕ 2 保管 3 ЖЕ 4 ЖЕ 
(4) そう さ 1 捜査 2 Ж/Е 3 ЖЖ 4 操作 


14 教授 の じ ょ げ ん は 非常 に て きか く で 、 そ の 後 の 研究 に ゆう えき な も の で あっ た 。 
(1) 


(2) (3) 
(1) じ ょ げ ん 1 所 見 2 ЕЯ 3 Ва 4 та 
(2) て きか く 1 В 2 ВЕ 3 適 画 4 ЕЯ 
(3) ゆう えき 1 На 2 В 3 а: 4 He 


第 1 回 文字 EB 


Мал 次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 の 二 重 線 ( ) の 部 分 は 、 ど の よう な 漢字 を 書き ます 
か 。 同 じ 漢字 を 使う も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


( 例 ) 日 本 の 生活 で じしん せい か ん が 変わ っ た 。 
1 その 映画 に と て も か ん どう し た 。 
2 美術 館 で 絵 を か ん し ょ うし た 。 
3 友だち の 家族 は 私 を か ん げ い し て くれ た 。 
か ん そく が 趣味 で す 。 


4 私 は 星 の 


例 の 文 の 下線 の 言葉 は | 人 生 観 ] と 書き ます 。 1 ~ 4 の 言葉 は それ ぞ れ 、1 は | 感動 ]、 
2 は 「 和 鑑賞 ]、3 は | 歓迎 ]、4 は | 観測 |] と 書き ます 。 例 の 文 の | 人 生 観 ] の | か ん | と 、 
4 の | 観測 ] の | か ん ] は 同じ 漢字 で すか ら 、 正 解 は 4 で す 。 


( 1 ) 戦争 で 右足 に ふし ょ うし た 。 
1 大 学 の ふ ぞ く 病院 に 人 院 し た 。 
2 我 が 社 で は 社員 の 交通 費 を ふた ん し て いる 。 
3 父 は タイ へ ふ に ん し て いま す 。 
4 母 は 今 ふ ざい で す 。 


(2) 外国 で いろ いろ 珍し いた いけ ん を し た 。 
1 課長 と 部 長 の 意見 は た いり つ し て いる 。 


2 祖母 は 元気 に な っ て 昨日 た いい ん し た 。 
3 第 は 私 よ り た いか く が いい 。 
4 彼女 の た い ど は と て も 立派 だ っ た 。 


( 3 ) 京都 に は ゆう めい な お 寺 が た くさ ん あり ます 。 
1 ゆう か ん な 消防 士 が 子供 を 助け た 。 
2 どの 民族 も こ ゆ う の 文化 を 持っ て いる 。 
3 姉 は ゆう し ゅ うな 成績 で 大 学 を 卒業 し た 。 
4 昨日 、 国 の ゆう じん が 訪ね て きた 。 
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(4) 1 年 間 の し ゅ うに ゅ う は 400 万 円 ぐら いで す 。 


1 燃え な い ゴ ミ の し ゅ うし ゅ う は 金曜 日 で す 。 


СОЖ носи ИЮЛ. 
新しい 社長 が し ゅ うに ん し た 。 
間違え た と ころ を し ゅ う せ いし て くだ さい 。 


AA 50 D 


(5) 気温 が 一 20 度 まで て いか し た 。 


1 この 付近 に は 人 金持ち の て いた く が 多い 。 


2 市 民 が 軍 に て いこ うし た の で 、 み クー デ タ ー は 失敗 し た 。 

3 今回 の 作品 は 、 こ の 作家 の も の と し て は さい て い の 出 来 だ 。 

4 失業 し た の で 今月 は て っ て いし て 節約 し た 。 
問題 V 次 の 文 の の 部 分 に 入れ る の に 最も 適当 な も の を 、 1・2・ 3 ・ 4 か ら 一 つ 選 

びな さい 。 

( 1 ) 子供 の 教育 で 一 番 大 切な こと は 、 善 悪 を 判断 する 力 を Ne a 

1 も と め る 2 во 3 まな ぶ 4 Ф%7:2% 
(2) 文学 や 芸術 な ど 会 語 の で きる 仲間 が ほし い 。 

1 有 能 太 2 知 的 な 3 利口 な 4 賢明 な 
(3) 国 で 大 き な 地 震 が あっ た が 、 家 族 み ん な 無事 だ と いう 知ら せ に し た 。 

1 は っ と 2 や っ と 3 むっ と 4 ほっ と 
(4) クリ スマ ス の デパ ー ト は 買い 物 客 で Б 

1 も りあ が る 2 に ぎわ う 3 は や る 4 は か どる 
(5) 彼 は みん な に 自分 の 作品 を すっ か り 自 信 を な くし て し まっ た 。 

РОЗЕ 2 せめ られ て 3 と が め ら れ て 4 お し まれ て 
( 6 ) 会 社 の 経営 者 と し て 、1 年 に 7 日 、 有 給 休暇 が 取れ る よう に し た 。 


1 ЖЖ 0 2 応対 з 抗議 4 交渉 


(7) 秋 に な る と 木々 が 紅葉 し 、 山 は 赤 や 黄色 の 色 に 変わ る 。 

1 な ご や か な 2 さわ や か な 3 し と や か な 4 あさ や か な 
(8 ) 子供 が 試合 で 優勝 し 、 が 高い 。 

1 7 2 ЈЕ 3 ж 4 H 
(9) 自分 の 誤り を 認め 、 の は 勇気 の いる こと だ 。 

1 あや つる 2 あざ わら う 3 あら そう 4 あら た め る 
(10) 演奏 が 終わ る と 、 観 客 は を 求め て 折 手 し た 。 

1 хх Í ғат 3 アン コー ル 4 アプ ロー チ 
(11) 山田 さん は 育 が 高く て 、 ひ げ を いる 。 

ї МЕ 2 つけ て ео 4 し げっ て 
(12) 徐 っ で きた 手 大 は 、 す ぐに ね た だ し に 、 し っ ぱ ぽ を 振り な が ら 後 に つい て 歩く よう 

に な っ た だ た 。 

1 ま も っ て Ж な My で 3 あこ が れ て 4 し た っ て 
(13) 図書 館 は 静か で 、 本 の ペー ジ を LD не 

1 めく る 2 гї 3 あたる 4 ひら く < く 
(14) 天気 が いい の で 公園 を 上 いた だ た 。 

1 ぶら ぶら 2 ふら ふら з ば ばらばら 4 は ら は ら 
(15) テス ト の 時 間 が 短く て 、 も う 一 度 見 直す が な か っ た 。 


1 の 2 №30 3 まとまり 4 よめ ゆう 
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問題 WV 次 の (1) か ら (10) の 言葉 の 意味 が 、 そ れ ぞ れ の は じ め の 文 と 最も 近い 


味 で 使わ れ て いる 文 を 、1・2・3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


( 例 ) ふる …… 列 れる と き 、 彼 女 は 小さ く 手 を ふっ た 。 
1 和 肉 は 焼く 前 に 堀 と こし ょ う を ふっ て くだ さい 。 
順番 が 分 か ら な く な ら な いよ うに 、 プ リン ト に 番号 を ふっ て お いた ほう が いい 。 
彼 は 准 た く 首 を 横 に ふっ て 、 わ た し の 頼み を 聞こ うと も し な か っ た 。 
彼 は 3 年 も 付き 合っ て いた 恋人 を ふっ て 、 留 学 し た 。 


_ C м 


は じ め に 示さ れ た 文 の 中 の 「 ふ っ た | は 、「 横 に 動か し た | と いう 意味 で す 。 1. 2. 
の 「 ふ っ て | 4, ИРИ, 全体 に 薄く か ける 」、| つ ける 」、| 交際 を 絶つ ] と いっ た 意味 


で す が 、3 の 「 ふ っ て |] は 、「 横 に 動か す ] と いう 意味 で すか ら 、 正 解 は 3 で す 。 


(1) じ か ん …… も う 2 時 で すね 。 予定 の じ か ん に な っ た の で 、 終 わり に し まし ょ う 。 
1 朝 、 じ か ん が な く て 何 も 食 べ ず に 学校 へ 来 た 。 
2 じ か ん を か け て て いね い に 作 っ た も の は 、 出 来 が いい 。 
3 みな さん の 都合 の いい じ か ん を 知ら せ て くだ さい 。 
4 栖 人 る し な いう ち に じ か ん が た っ て し まっ た 。 


(2) と ころ …… 会 議 が 今 終わ っ た と ころ だ 。 
1 駅 の 改札 の と ころ で 待っ て いま す 。 
2 ふつ うな ら 1 時 間 か か る と ころ を 40 分 で 歩い た 。 
3 これ か ら 食 事 を する と ころ な ん で す が 、 ご いっ し ょ に いか が で すか 。 
4 私 の 聞い た と ころ で は 、 あ と 1 週間 は か か る と いう こと だ っ た 。 


(3) と お す …… バ 言葉 の 勉強 を と お し て 、 外 国 の 文化 に 触れ る 。 
1 子供 は 遊び を と お し て 、 人 と の 付き 合い か た を 学 
2 全部 の 書類 に 目 を と お し て か ら 、 契約 書 に サイ ン し た 。 
3 この 辺 は 1 年 を と お し て 気候 が 温暖 で 、 住 みや すい 。 
4 金属 は 電気 を と お し や すい 。 


(4) さす …… 時 計 の 針 が 12 時 を さ し た 。 
1 雨 が 降り 出し た の で 、 か さ を さ し た 。 
2 ЧУДЕС, テー プル に 飾っ た 。 
з 目 が 疲れ た の で 、 目 薬 を さき した 。 
4 田中 さん は 彼 を 指 で さき し 、 信 用 で き な い 人 だ と 言っ た 。 
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(5) で きる …… 役 は 中 国語 と フラ ンス 語 が で きる 。 
1 駅 の 前 に 映画 館 が で きた 。 
2 あし た だ の パー ティ ー は 用 事 が で き て 、 有 げ け な く な っ た 。 
3 この 法律 は 50 年 以上 前 に で きた の で 、 現 状 と 合わ な く な っ て いる 。 
4 この 間 題 は や さき し いか ら 、 誰 に で も で きる 。 


(6) な か …… 私 に は 兄 が 3 人 いる が 、 上 の 兄 と 下 の 兄 は 東京 に 、 な か の 見 は 外国 に 住ん で いる 。 
この 動物 は 水 の な か に 住ん で いる 。 

箱 の な か に 何 が 入っ て いる の だ ろう 。 

きよ う は お 慌しい な か 、 お 集まり くだ さっ て あり が と うこ ご こき ゆま す 。 

注文 し た 人 は 3 カ ヵ月 以内 に 欲し いと 言い 、 製 作者 は 5 カ月 は か か る と 言う の で 、 な か 
を 取っ て 4 カ月 で 完成 させ る こと に し た 。 


> СО ПӘ н 


(7) ぶつ か る …… 困 難 に ぶつ か っ た と き 、 多 く の 人 に 助け て も ら っ た 。 

1 分 か ら な い 言 葉 に ぶつ か っ て も 、 す ぐに 辞書 を 引く の で は な く 、 ど ん な 意味 か 考え て 
みよ う 。 

横 を 向い て 歩い て いた ら 、 電 柱 に お ぶつ か っ て し まっ た 。 
3 友人 の 結婚 式 と 試験 の 日 が ぶつ か っ て 、 友 人 の 結婚 式 に 出 ら れ な か っ た 。 
4 上 司 と 意見 が ぶつ か っ て 、 会 社 を 辞め て し まっ た 。 


IN 


(8) か らい …… あ の 先生 の 評価 は いつ も か らい 。 
1 胃 が 悪 い の で 、 か らい も の は 食べ られ な い 。 
2 海 の 水 は ど うし て か らい の だ ろう 。 
3 彼 は 自分 に は 甘い の に 、 他 人 に は か らい 。 
4 人 魚 を 長く 保存 する た め に 、 う ん と か らく 痢 た 。 


(9) た の む …… 芸 術 家 は 目 分 の 二 能 し か た の む も の が な い 。 
1 彼 は 金 の 力 を た の ん で 、 強 引 に 計画 を 実行 し た 。 
2 妹 に 手紙 を 出し て ほし いと た の ん だ 。 
3 田中 さん は た の まれ た ら 、 断 れ な い 人 性格 だ 。 
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山田 さん は 母親 に 子供 の 世話 を た の ん で 、 旅 行 に 行っ た 。 


(10) の りこ える …… さま ざま な 問題 を の りこ えて 、 成 功 し た 。 
1 子供 は 堀 を の りこ えて 、 隣 の 家 の 庭 に 入っ た 。 
2 жп СВОЕ 200225052 
3 刑務 所 か ら 5 人 の 男 が 、 3Х-КМ,/ДЕФ%ФЖЖжЖОЙ Z 2 172, 
4 車 は 中 央 分 離 常 を の りこ えて 、 反 対 車 線 に 人 和信 り 、 ト ラッ ク と 衝突 し た 。 
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問題 I 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 答え は 、1・2・3・4 か ら 最 も 適当 
な も の を 一 つ 選 びな さい 。 


пр こ 人 会 うと 、[ こ の 人 は 何 歳 だ ろう か が か] と 考え て し まう 自分 に 気がつく 。 なぜ 
年 齢 に 関心 を 持つ の だ ろう か 。 女 も すてき な 男 を 見 た と き は 、 歳 を 知り た が る の だ ろう か 。 
他人 と 関係 する に は 、 自 分 と 相手 と の 年 齢 の 距離 を 測っ て お いた ほう が 都合 が いい の だ ろ 
うか 。 結婚 し た いと か 、 養 子 に と り た いと 思う 場合 に は 、 年 齢 は 多少 考慮 の 余地 が ある か も 
し れれ な い 。 ビジ ホス の 場合 は 。 と て に 日 本 で は まだ 卓上 + 目下 と いう 序列 の 感覚 が 残っ て い 
( 注 1) 
る か ら 、 そ うい う 配 慮 が 必要 か も し れ な い 。 
с овоне 
けれ ども 、 単 に 好き に な っ た 相手 の 年 齢 が どう し て 必要 な の だ ろう か 。 そ の 人 が そこ に v 
る 、 と いう だ け で は 、 心 が 満た され な い 。 人間 は 、 その 来歴 こ か か わる 情報 が 伴っ て 、 は じ 
( 注 2) 
め て 完全 な 人 間 と 認め られ る の だ ろう か 。 そ こ が 他 の 動物 と 違う と こ ろ な の か 、 あ る い は 
ば く た ち が ゆがん だ 文化 の な か に いる の か 。 
> 
先日 、 東 京 で 一 人 の 中 年 男性 が 病死 し た 。 五 年 間 い っ し ょ に 生活 し て いた 女性 が 、 死 亡 届 
を 出 そ う と し た ら 、 彼 の 戸籍 抄本 も 身 2 証明 書 も 偽物 だ っ た と いう 。 夫 は いっ た い 誰 だ っ た 


( 注 3)( 注 4) 
の だ ろう か と いう 疑問 が 彼女 の 心 を 揺り 動か す 。 
決し て 彼 に だ まさ れ た と は 思わ な いし 、 と も に 過ごし た 月 日 に 悔い は な い が 、 そ れ で も 夫 


の 正体 を 突き と め た いと いう 気持 ち は 強 い 。 出 身 、 経 歴 、 資 格 、 そ し て 年 齢 と いう 情報 を 抜 
き に し て は 、 ア イデ ン テ ィ テ ィ が 成り 立た な い の で あろ う 。 

人 を 見 る と すぐ 年 齢 を 推測 する と いう 習 性 は 、 日 本 の 社会 に か きら な い が 、 年 齢 に よっ て 
行動 様式 が 規制 され る 文化 の な か で 育っ た 意識 だ ろう か 、[ 年 相応 ] と いう 考え 方 は 、 と くに 
日 本 に お いて 強い よう で ある 。 

ぼく た ち は 、 人 に 会 っ た と き に 、 相手 が 何 歳 べら い だ ろ うか と いう 見 当 を つけ る 。 そ し て 、 
その 見 当 が あたっ て いる か どう か を 確か め た い 誘 惑 に か られ る 。「 若 い ] と か 「 老 け て いる 」 
と いう 評価 は 、 戸 籍 の 上 の 年 齢 を 知っ た うえ で な けれ ば 下 せ な い 。 つ まり 、( @ ) な 印象 
な の で ある 。 

日 本 で は 、 成 人 し て し まえ ば 、 そ れ か ら 年 を と る こと は 「( а )| で あり 、 そ れ は も う 
( b ) を 意味 し て いる 。 小さ な 字 が 見 え を なく な り 、 す ぐ 療 れる よう に な り 、 記 憶 力も 衰え 
て くる 。( а ) の イメ ー ジ は すべ て マイ ナス で ある 。 
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けれ ども 、 最 近 の 研究 に よる と 、 戸 籍 上 の 「 磨 年 年 齢 ] は 、 実 際 に 仕事 を する 能力 と は あ 
まり 関係 が な い の だ そう で ある 。 そ こ で 、 ア メリ カ で は 「 機 能 年 齢 | と いう 新しい 概念 が 生 
まれ た 。 主 と し て 労作 市 場 で 使わ れ て いる よう だ が 、 こ れ は 職務 送 行 能力 を 測っ て 決め られ 
る 年 齢 な の だ 。 

( ⑤ )。 だ か ら 、 暦 年 を 基礎 と する 定年 制 は 、 年 齢 に よる 差別 だ と し て 、 ア メリ カ で 
は 禁じ られ る よう に な っ た と いう 。 日 本 人 も 、 こ の 十 五 年 間 の あい だ に 、 機 能 年 齢 が ほぼ 十 歳 
大 朋 ら だ よう だ 。 

むろ ん 機能 年 齢 が 暦年 年 齢 より 若い 人 ば か り と は か ぎら な い 。 四 十 歳 で も 能力 は 六 十 歳 な 
み に 沙 ち て いる と いう 人 も いる 。 だ か ら 、 麻 年 年 齢 で 割り 切る と 不 公平 に な る の で ある 。 

(金子 勝昭 『 正 し い 頭 の 和 充 げ 方 』 風 媒 社 に よる ) 
・ 身 分 や 年 齢 を 一 定 の 基準 で 並べ た 順序 
(2) ・ 物 や 人 の 今 ま で の 歴史 
( 注 3 ) 戸籍 : 家族 の 名 前 、 生 年 月 日 な ど を 書い た 公式 の 文書 
本 : 元 の 書類 か ら 一 部 を 写し た 書類 
イデ ン テ ィ テ ィ : 自分 だ けが 持っ て いる ほか と 違う 性 格 や 性 質 
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~ 
сз 
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‚ ж ҖЕ 
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(4) 
(5) 7 
( 注 6 ) 遂行 ・ (仕事 を ) 最後 まで する こと 


| 


ШІ О | そう いう 配慮] と は どう いう こと か 。 


1 異性 に 会 っ た と き そ の 人 の 歳 を 考え る こと 
2 自分 と 相手 が いく つ 違 うか 考え る こと 

3 自分 が 相手 より 歳 が 多い と 思わ せる こと 
4 年 齢 の 離れ て いる 人 と は 付き 合わ な いこ と 


問 2 ②「 ゆ が ん だ 文化 ] と は 、 こ こ で は どう いう こと か 。 
1 相手 の 存在 だ け で 満足 で きず 、 年 齢 な どの 情報 を 求め る 文化 
2 どの 人 も 完全 な 人 間 だ と 認め よう と し な い ゆい 文化 
3 動物 と 違っ て 、 相 手 の こ と を 理解 し よう と し な い 文 化 
4 年 齢 な どの 情報 だ け で 相手 を 完全 に 信じ て し まう 文化 


ІЗ (СФ ) に 入る 適当 な 言葉 を 選び な さい 。 
1 主観 的 2 感覚 的 3 個別 的 4 相対 的 
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94 (а )( b ) に 入る 組み 合わ せ と し て 正しい の は どれ か 。 
b 能力 が 衰え る こと 

2 b 筋力 が 弱く な る こと 

3 а ЖИ b 能力 が 衰え る こと 

4 а 老化 b 筋力 が 弱く な る こと 


95 ④ 「 機 能 年 齢 | と は どう いう こと か 。 
1 体 の 機能 を 調べ て 、 ど の ぐら い 正 常 か と いう 数 値 で 見 た 年 齢 の こと 
2 能力 と は 関係 の な い 、 ま っ た く 新 し い 概 念 で 考え 出し た 年 齢 の こと 
3 きち ん と し た 仕事 が どの くら いで きる か 、 と いう 基準 で 見 た 年 齢 の こと 
4 どの ぐら い 働 く と どの ぐら い 疲 れる か 、 と いう 統計 か ら 考 えた 年 齢 の こと 


96 ( © ) に 入る 最も 適当 な 文章 は どれ か 。 

1 中 高 年 の 職業 能力 は 、 思 っ た より も $ 高 く 、 安 定 し て いる の で 、 麻 年 年 齢 は むし ろ 当 て 
に な ら な い 。 

2 中 高 年 の 職業 能力 は 、 あ まり 高く な く 、 年 と と も に 低下 する の で 、 麻 年 年 齢 は か な り 
当 で に な る 。 

3 中 高 年 の 職業 能力 は 、 思 っ た より も 高い が 、 か な り 不 安定 な の で 、 礎 年 年 齢 を 考慮 し 
た ほう が いい 。 

4 中 高 年 の 職業 能力 は 、 人 に よっ て 個人 差 が ある の で 、 礎 年 年 齢 を 無視 し て は 正しい 判 
断 が で き な い 。 


問 7 作者 は 「 年 齢 | を どの よう に 考え て いる か 。 
1 日 本 で は 年 齢 が だ たいへん 重要 だ が 、 ア メリ カ で は それ ほど 重要 視 さ きれ て いな い 
2 日 本 で は 年 齢 を 考え た 行動 を 期待 され る が 、 年 齢 は を の 人 の 本 当 の 次 を 伝え て いな い 
3 日 本 人 は 年 齢 を 気 に す る か ら 、 ア メリ カ の 機能 年 齢 と いう 概念 は 受け 入れ られ な い 
4 日 本 で も だ ん だ ん 年 齢 を 重要 視 し な く な っ て いる の で 、 年 齢 を 気 に する 必要 は な い 


~ 
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問題 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 答え は 、1・2・3・4 から 最も 適当 
な も の を 一 つ 選 びな さい 。 


人 間 は その 生活 を 維持 し 、 そ の 内 容 を 充実 させ て いく た め に 、 積 極 的 に 仕事 を し て いか な 
く て は な ら な い 。 その た だ ため ぬ に 、 か ら だ な は 思う よう に 動き 、 丁 分 な 力 と 、 十 分 を スピ ー ド と 。 
十分 な 持久 力 を 持っ て いる こと が の ぞ ま し い 。 こ れ を 体力 と いっ て いる 。 こ うし た 体力 は 、 
その 差 は あっ て も 、 男 女 と も に 必要 な も の で ある 。 ま た 、 一 方 に お いて われ われ は 、 あ る 程 
度 の 寒さ や 暑 さ に は 、 平 気 で 面 え て いく だ け の 抵抗 力 や 、 少 し くら い の ば いき ん は 殺し て し 
まう くら い の 人 免疫 力 を も っ て いな く て は 、 と う て い 自然 環境 の 中 で 生活 を 維持 し て いく こと 
は で き な い 。 こ う し た 、 か ら だ の 能力 も 体 カ の 一 一 種 で ある 。( (9 )、 体力 を 2 つ に 分 け て 、 
前 者 の よう な 体力 を 行動 体力 と よび 、 後 者 の よう な 体力 を 防衛 体力 と よぶ こと が ある 。 防衛 
体力 が 男女 共通 に 必要 な こと は いう まで も な いこ と で ある 。 

行動 体力 の な か に は 、 ま た 2 つの 要素 が ふく まれ て いる 。 そ の 1 つ は 、 筋 力 、 ス ピー ド 、 
持 入 力 と いっ た も の で 、 こ れ ら は エネ ルギー か ら 見 た 体力 と いう こと が で きる 。 い か に た くさ ん 


(2) 


の エネ ルギー を 一 時 に 、 ま た ( @ ) 出す こと が で きる か と いう こと で あっ て 、 か ら だ の 
る о 


大 き さ 、 筋 肉 の 太 さ 、 心 臓 の 大 き さ る など が 関係 する 。 従っ て 、 こ れ は 一 般 に 男子 の 方 が 女子 
の 体力 を 上 回 る わけ で ある 。 と くに 高校 期 以後 に は 、 そ う で ある 。 と ころ が 、 も ゃ も 2 1 つの 体 


力 、 す な わ ち 、 巧 級 性 、 平 衡 性 、 な ど と いっ た 調整 力 に な っ て くる と 、 主 と し て 神経 の は た 
(6) 


(1Е3) ( 注 4 ) 


らき に よる も の で ある の で 、 か ら だ の 大 き さ と は あま り 関 係 な く 、 ま た 筋力 や 持久 力 と も 関 
係 が 少な い の で 、 男女 の 間 に あ ま り ち が い が な い 。 と くに 細か い 動作 の 調整 な ど は 、( a ) 
の 方 が ( b ) を 上 回 る も の で ある 。 

( 条 本 義彦 、 今 村 嘉 雄 「 高 校 スポ ー ツ と ルー ル 」 大 修 館 書店 に よる ) 
( 注 1) 免疫 力 : ば いき ん な ど が か ら だ に 入っ て も 病気 に な ら な い 強 き 
( 注 2 ) 持久 力 : その まま の 状態 で 、 長 く 続け る 力 
(ЁЗ) 20: 非常 に 細か く 、 巧 みな こと 
(24) 平衡 バラ ンス 
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①「 自 然 環境 の 中 で 生活 を 維持 し て いく 」 と ある が 、 こ こ で は どう いう こと か 。 
都会 を 離れ て 、 田 舎 で 生活 で きる 

暖 准 房 な し に 生活 する 

特別 な こと を し な いで 普通 の 状態 で 生活 する 

野外 で 生活 する 


②「 こ うし た 、 か ら だ の 能力 ] と ある が 、 ど の よう な 能力 か 。 
抵抗 力 や 免疫 力 

持久 力 や スピ ー ド 

筋力 や 抵抗 力 

調整 力 や 持久 力 


( @ ) に 入る 最も 適当 な 言葉 は どれ か 。 
それ も 2 ыс 3 L 4 それ に 


( ④ ) に 入る 最も 適当 な 表現 は どれ か 。 
タイ ミン グ よ く 
長 時 間 に わ た っ て 


自分 の 意 の まま に 


@ 「 か ら だ の 大 き さ 」、(⑥ [神経 の は た らき | に 関係 の ある 体力 け 、 そ れ ぞ れ 何 か 。 


か ら だ の 大 きき : 筋力 神経 の は た らき : 調整 力 
か ら だ の 大 きき : 行 動体 力 神経 の は た らき : 防衛 体力 
か ら だ の 大 きき : 抵抗 力 神経 の は た らき ・ 持久 力 


から だ の 大 きる スピード 神経 の は た らき : 免疫 力 


( а )( b ) に 入る 言葉 の 組み 合わ せ と し て 正しい の は どれ か 。 


а. эт b =+ 
а 女子 b 男子 
а 子供 b 大 人 
a 大 人 b 子供 
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#7 この 文章 で 述べ られ て いる | 体力 | の 分 類 を 表す も の と し て 、 最 も 適当 な も の は どれ か 。 
筋力 ・ 持 入力 ・ ス ピー ド 
行動 体力 
1 体力 调整 力 
防衛 体力 
行動 体力 一 一 筋力 ・ 持 入力 ・ ス ピー ド 
2 体力 
防衛 体力 一 一 调整 力 


行动 体力 — 筋力 ・ 持 入力 ・ ス ピー ド 
3 к ваш 
調整 力 
行动 体力 
防衛 体力 
| 筋力 ・ 持 入力 ・ ス ピー ド 
調整 力 


本 力 


問題 中 次 の (1) ~ (7) の 文章 を 読ん を で 、 そ れ ぞ れ の 間 い に 対す る 答え と し て 最も 適当 
な も の を 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(1) | お よそ 報道 に 携わる 者 は 、 厳 正 で 中 立 的 な 立場 に 立ち 、 事 実に 基づい た 客観 的 な 報道 
を 行う べき で ある 」 

今 の 日 本 で の この 命題 に 異 を 唱え る 人 は 、 お そら く ほ と ん どい な いで あろ う 。 そ し て 
また 多く の 人 が 、 た ま に は 間違う こと が ある に し て も 、 新 聞 に 書か れ て いる こと は お お 
むね 正しく 、 記 者 の 主観 と は 離れ た 客観 的 な 事実 で ある と 信じ て いる は ず だ 。 そ れ は 日 
本 の マス コミ が これ まで 、 そ うし た 「 答 観 報 道 主義 」 を 標 棒 し て きた 結果 だ 。 こ れ に 対 
し て フラ ンス な ど で は 、 あ る 事柄 に 対し て 筆者 の 意見 や 判断 を は っ きり 述べ る 、 い わ め 
る 「 主 観 報道 |、 オ ピニオン 紙 的 な 報道 の 仕方 が 主流 で ある 。 米国 で も 記者 や メデ ィ ア の 
主張 を 明確 に する ニュ ー ジ ど ジャー ナリ ズム が 評価 され た 時 期 も あっ た 。 そ れ で は 本 当 に 
日 本 の 報道 は それ ほど 客観 的 な の だ ろう か 7? 

(浅野 健一 『 マ スコ ミ 報 道 の 犯 罪 」 講談 社 文庫 に よる ) 


( 注 1) お お むね : だいたい 
( 注 2) E 2 : 行動 の 理由 や 目標 に する 
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【 問 い 】「 そ れ ほ ど 」 と ある が 、 ど の 程度 か 

1 アメ リカ や フラ ンス の 報道 と 同じ 程度 

多く の 日 本 人 が 信じ て いる 程度 

主観 報道 より 優れ て いる と 言え る 程度 

まっ た さく 間違い が な いと 信じ られ る 程度 


> G Db 


(2) 地球 上 の 人 類 の 連 常 性 と いう 考え 方 は 、 も ちろ ん 、 二 十 世紀 に 初め て 出 て きた の で は な 


な く 、 す で に 古く か ら 説 か れ て きた も の で す 。 し か し 、 最 近 で は 、 文 字 通 り 、 人 類 の 共 生 
と いう こと が 、 た ん な る 理想 や 義務 の 問題 と し て で は な く 、 の っ びき олако ни 
と し て 認識 され る よう に な り ま し た 。 こ うし た 自覚 は 、 じ つ は 、 第 次 世 界 大 戦後 、 
間もなく 、 現 代 を 核 時 代 と し て と ら え る 見 方 か ら 生 まれ て きた も の で す 。 と くに 核兵器 
の 休 威 を 前 に し て 、 世 界 の 人 た ち が 手 を 携え て 人 類 共 減 の 危機 に 反対 する 平和 運動 が 起 
こり まし た 。 そ うし た 中 に 、 す で に ӨШПЕК) と し て の 自覚 が 芽生 えて いた と いえ る 
an 
(宮田 光雄 『 い ま 人 間 で ある こと 」』 岩波 書店 に よる ) 

( 注 1) ЊЕ: いっ し ょ に 生き て いく こと 


( 注 2) の っ ぴき な ならない: どう し て も さけ られ な い 


бе 


【 問 い 】「 人 類 の 共生 ]」 が 、「 の っ ぴき な ら な い 現 実 の 課題 ] と な っ た の は な ぜ か 。 
1 古く か ら 説 か れ て きた 人 類 の 連 常 性 と いう 考え 方 の た め 

2 地球 市 民 と し て の 自覚 を 促す た め 

3 核 戦 争 の お それ が 現実 味 を 増し た た め 

4 第 二 次 世界 大 戦 を 反省 する た め 


(3 ) 子供 の 成長 の た め に 、 母 親 の 愛 は か けが え の な いも の で ある 。 身近 に 自分 を 保護 し て く 
れる も の (母親 ) が いる と いう 安心 感 に ささえ られ て いて こ 2. 子供 は 、 正 常 な 成長 を 
と げ る こと が で きる 。 

母親 が 、 何 ら か の 事故 で いな く な っ て し まっ た サル の 場合 、 子 ザル は か な り 大 きく な 
っ て も 。、 ほ と ん どう ご こう と せ ず 、 仲 間 に も うち と け て いく こと が で き な い 。 し た が っ 
て 、 母 ザル の 愛 を 欠い た だ た 子 ザ ル は 、 群れ (社会 ) の 正常 な メン バー と な る こと は 難し い 。 

(中 川 志郎 『 動 物 子育て 物語 」 偽 成 出 版 社 に よる ) 
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【 問 い 】「 母 ザル の 愛 を 欠い た 子 ザ ル | は 、 ど うし て 群れ の 正常 な メン バー に な る こと が 
で き な い の か 。 
1 成長 が 遅く 、 か ら だ が 極端 に 小さ いか ら 
心 が 不安 定 で 、 仲 間 が で き な い か ら 
仲間 の サル に いじ め ら れる こと が 多い か ら 
事故 に あっ て けが を する も の が 多い か ら 


&— CD D 


(4) 現代 の 東京 は 一 極 集中 都市 の 限界 に 至っ た と し て 、 今 や 遷都 論 、 展 都 論 な ど が か ま び 
すし い 。 人 確か に 過 徐 住宅 、 交 通 戦争 、 ゴ ミ 戦 争 の 実態 思う と 、 ひと と き は 耳 を 貸さ な 
いわ け で も な い 。 し か し 、 そ れ は ほど の 問題 を 抱え る 都市 な ら ば 、 通 常人 口 が 激減 する は 
ず で ある 。 そ れ が さほど で な い ば か りか 、 東 京 を 職場 と する 人 々 の 首都 圏 人 口 は 、 増 え 
つづ け て いる 。 一 方 、 外 国人 の な か に は 、 東 京 を 日 本 の 代名詞 の よう に 考え て いる 者 も 
あれ ば 、 東 京 に いな けれ ば 日 本 が わか ら な いと いう 人 も いる 。 そ し て 、 ロ ンド ン 、 パ リ 、 
ニュ ー ヨ ー ク の よう な 国際 都市 で ある と 考え る 人 た ちゃ も 増加 し て いる 。 こ の よう に 

| l: | 
(小木 新造 『 江 戸 東 京 学 へ の 招待 [1 ] МЕН] МНКУУ 7 А に よる ) 
( 注 1 ) ЖАС 首都 を ほか の 場所 に 移す こと 
(2) 展 都 : 首都 の 機能 の 一 部 を ほか の 場所 に 移し 、 分 散 さ せる こと 
(ЕЗ) か ま び すし い : や か まし い 


【 問 い 】 こ の 文章 の [ ] の 部 分 に は 、 ど ん な 文 が 入る か 。 

1 東京 の 欠陥 を 指摘 する 声 も 高けれ ば 、 東 京 の 魅力 を 喧伝 する 人 も ある 

東京 の 環境 が 悪化 する と いう 予測 も あれ ば 、 更 な る 発展 を 予測 する 人 も ある 
東京 の 人 口 が 多い こと の マイ ナス 点 を 指摘 する 人 も あれ ば 、 プ ラス 面 を 説く 人 も ある 
東京 の 閉鎖 性 を 問題 に する も の も あれ ば 、 国 際 性 を 主張 する 声 も ある 
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(5) ТҠФА- рН, АИТ, 4,9, =): pic K2 XG. 


日 本 列島 の 面積 は 小さ い が 南 北 に 細長 い 。 
その 上 


一 国 で 


日 本 列島 に 


А それ は この 国 が 水 に 恵まれ て いる こと と 、 植 物 の 生長 着 し い 春 か ら 夏 の 時 期 が 、 気 温 
も 高く な り 、 夏 に は 高温 多湿 、 時 に は 耐え が た い ほ どの 湿気 が 国土 の 大 半 を 覆う と いう 
こと と 切り 離す こと が で き な い 事実 で ある 。 

В これ だ け 長 い 海岸 線 と 南北 の 緯度 の 差 を 有する 国 は ご く 少 な い の で は な いか と 思う 。 

С 茂る 植物 の 種類 の 多 さ も 世界 的 で 、 ヨ ー ロ ッ パ の 十 倍 以 上 だ と か 、 い や 五 十 倍 も 多い 
の で は な いか と か 、 そ ん な 風 に 聞い た こと が ある 。 

D 四面 が 海 に 囲ま れ て いる た め 、 海 岸 線 は きわ め て 長い 。 

(大 岡 信 『 う た の ある 風景 』 日 本 経済 新聞 社 に よる ) 


【 問 い 】 正 し い 組み 合わ せ の も の を 選び な さい 。 


Жаға 4: A г У т; В 
2 7:5 4 а + 工 А 
2 73В а ケミ А т: р 
4 7:0 4 В г Ж ® т; А 
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) 次 の グラ フ は 女性 の 年 齢 別 労 働 力 率 を 表し た も の で す 。 
(%) 女性 の 年 齢 別 労 働 力 率 (1989 年 ) 
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ü (労働 省 調 べ スウ ェ ー デ ン の 65 歳 以上 は デー タ な SS 

韓国 の 65 歳 以上 は 年 齢 区 分 な し ) 
ттт 

【 問 い 】 グラ フ の 説明 と し て 正しい も の を 選び な さい 。 

1 女性 の 労働 力 率 は 、 産 業 構造 、 女 性 の 社会 的 役割 な ど に より 、 各 国 で 異な っ て いる 。 
яе デン 、 アメ リカ 、 韓 国 、 日 本 の 4 カ国 と も 40 歳 代 で 最大 に な っ て いる が 、 ス ウ 
ェ ー デ ン 、 ア メリ カ で は 山 型 を 、 韓 国 、 日 本 で は 、M 字 型 を 描い て いる 。 韓国 、 日 本 で 、 
M 字 型 を 描く の は 、20 歳 代 後半 か ら 30 歳 代 に か け て 出産 、 育 児 を 担う た めで 、 女 性 の 
社会 的 役割 の 差 が グラ フ に 表れ て いる と いえ る 。 

2 女性 の 労働 力 率 は 、 産業 構造 、 女 性 の 社会 的 役割 な ど に より 、 各 国 で 異な っ て いる 。 
女性 の 労働 力 率 の 高い スウ ェ ー デ ン で は 、 出 産 ・ 育 児 に よる 労働 力 の 落ち 込み は み ら 
れず 、20 歳 代 半 ば か ら 350 歳 代 半 ば まで 9 割 近い 労働 力 率 を 保っ て いる 。 一 方 、 日 本 で は 
20 歳 代 前 半 に 労働 力 率 の ピー ク を 迎え 、 そ の 後 結婚 、 出 産 、 育 児 で 低下 し 、30 代 後半 か 
ら 再 び 上 が る M 学 型 に な っ て いる 。 

3 女性 の 労働 力 率 は 、 産業 構造 、 女 性 の 社会 的 役割 な ど に より 、 各 国 で 異な っ て いる 。 
女性 の 労働 力 率 の 高い スウ ェ ー デ ン 、 ア メリ カ で は 、 出 産 ・ 育 児 に よる 労働 力 の 落ち 
込み は み ら れ ず 、 す べ て の 年 齢 層 ビエ で 日 本 、 韓 国 を 上 回 っ て いる 。 日 本 、 韓 国 で は 、 労 
働 力 率 の ビー ク は 20 歳 代 前 半 で あり 、 そ の 後 結婚 、 出 産 、 育 児 の た め 低下 し 、30 代 役 
半 か ら 再 び 上 が る M 字 型 に な っ て いる 。 

4 女性 の 労働 力 率 は 、 産業 構造 、 女 性 の 社会 的 役割 な ど びに より 、 各 国 で 異な っ て いる 。 
日 本 、 韓 国 で は 、20 歳 代 前 半 に 高い 労働 力 率 を 示す が 、 そ の 後 結婚 、 出 産 、 育 児 で 半 
減 し 、30 歳 代 後半 か ら 再 び 上 が り 最 大 値 に 至る M 字 型 に な っ て いる 。 一 方 、 ス ウェ ー 
デン で は 、 出 産 ・ 育 児 に よる 労働 力 の 減少 は み ら れ ず 、20 歳 代 半 ば か ら 30 歳 代 半 ば ま 
で 9 割 近 い 労 働 力 率 を 保っ て いる 

(1:1) 労働 力 率 : 就業 者 と 失業 者 を 加え た 労働 力 人 口 が 15 歳 以上 の 総 人 口 に 占め る 割合 
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(7) 現在 の 日 本 は 食料 の 量 と 種類 の 分 配 に お ける 、 い ち じ る し い 社 会 格差 を も た ず 、 と び 
きり 上 等 の 料理 を 別 と すれ ば 、 外 食 で プロ の 料理 人 の つく る 味 も 民衆 が 楽し むか こと が で 
き 、 料 理 技術 に 関す る 情報 の 偽 在 も な い 社 会 一 「 食 の 民主 化 | が 達成 され た 社会 
と な っ て いる 、 と いわ ぎる を 得 な い 。 そ ん な いい 社会 に 住ん で いる 覚え は な いと いわ れ 
る か も し れ な い が 、 世 界 に は も っ と 食 に 関す る 社会 的 格差 の いち じ る し い 、 不 平等 な 社 
会 が た くさ ん あり 、 視 的 に その よう な 社会 と の 比較 を し て みた 場合 、 世 界 の な か で も 
国民 の 食 を めぐ る 経済 や 文化 の 平均 化 現象 が 、 も っ と る も 進行 し た 社会 の ひと つ で ある と 
いっ て さしつかえ な い 。 

( 石 毛 直道 [ЕВО ХН] 中 公 新書 に よる ) 
(%1) 分 配 : 分 け て 配る こと 
( 注 2) 偏在 : ある と ころ に か た よっ て 多く 存在 する こと 


さよ し ка 


(7:3) 巨視 的 : 物事 に 対す る 全体 的 な 見 方 


【 問 い 】| 食 の 民主 化 ! と は 、 ど の よう な こと か 。 

1 外食 で プロ が つく る 料理 は 平均 的 な 味 が する こと 
КЖК 4 Б ЛОВИ ро Сесе 

食料 の 量 や 種類 、 料 理 の 技術 に 、 社 会 格差 が な いこ と 
世界 の 経済 や 文化 の 平均 化 現 象 の こと 


& て りら м 


第 1 回 読解 ・ 文 法 


问题 VM 次 の 文 の に は どん な 言葉 を 入れ た ら よ いか 。 1 ・2・3・4 か ら 最 も 適当 な 


も の を 一 つ 選 びな さ い 。 


昨日 は 疲れ て いた の で 、 一 日 中 何 を する Зе Да し て し まろ た 
と ば か り に 4 Ете : сот 4 と も な れ ば 
外食 ば か り が 続く と 野菜 が 不足 に な る の で 、 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 
が て ら 2 みみ たい 3 が ち 4 すく め 


核 戦 争 が 起こ る こと は 想像 する АРТЫ 
さえ 2 а 8 だ に 4 と は 


周囲 の 心配 を 、 量 子 は 戦地 へ 取材 に 行っ て し まっ た 。 
さて お き 2 の ぞい て | ле је 4 お よ ば ず 


日 本 に 来 た こ ろ は ひら が な 読め ず 、 友 人 も 仕事 も な か な か みつ けら れ な か っ た 。 


こそ 2 ば か りか з Р 4 すら 

どん な に た くき ん 資格 を と っ た 、 生 か さ な け れ ば 、 な い の と 同じ だ 。 
つも り で -A 3 と あっ て 4 と いっ た ら 
医者 、 い つも 人 の 生命 を 自分 の 名 声 よ り 大 切 に し な けれ ば な ら な い 。 


た る 者 2 に 限る 者 3 に な っ た 者 4 の 者 
以前 の よう に は 走れ な い 、 自 分 の 足 で 歩け る よう に な り た い 。 
まで に 2 まで も 8 сс 4 まで も な く 


経験 豊か な 君 、 推 薦 で きる 人 は ほか に いな い 。 
で お いて 2 を お いて 3 で あっ て 4 を あっ て 


昨日 の 花見 は 、 好 天気 大 勢 の 人 が 来 て いた 。 


に よる る 2 Жет 3 相まって 4 と いう を 
その 飛行 機 は 離陸 する 、 エ ンジ ン が 故障 し 、 空 港 に 引き 返し た 。 
と た ん 2 で ば から 2. ЖЫР 4 に さい し て 
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新聞 誤り を 報じ て し まう こと も ある が 、 そ の と き は 必ず 訂正 し な けれ ば な ら な い 。 


と も したら 2 た いえ ども 2 Бьват 4 に し て みれ ば 
風 牙 で 封 が あっ た の で 、 う ち に 帰る = |. + 2755 

さい 2 ж 3 20 4 に いかっ て 
いつ も の 、 連 休 は 高速 道路 も 遊園 地 も ひど く < 込ん で いた 。 

КС > こと お 9 だ な し に 4 こと な が ら 
小犬 に ミル ク を や ろう と する と 、 待 っ て まし た 飛び つい て きた 。 

と ば か り に 2 だ も て 3 か きり に 4 いで に 
この コン ピュ ー タ ー は 、 小 さい 機能 が 充実 し て いて 使い や すい 。 

に 反し て 2 а 3 КЊ 4 な が ら も 


今回 の 事故 は 法律 処理 され 、 彼 は 厳し い 前 を 受け る だ ろう 。 
に 対し て 2 に 即 し て 3 に わた っ て 4. に つい て の 


日 本 文化 や 伝統 を 後世 に 残し て いき た い 。 


こら け の 2 か きり の 3 な ら で は の 4 気味 の 
読書 ば な れ が 進み 、 小 説 マン カ も 説 ま れん な くだ な つら だ ただ 。 

だ か ら こ そ 2 ТТ 3 か らし て 4 は お ろか 
女性 で ある が そん な 扱い を され る の は 、 腹 立た し い 。 


らし い 2 らし く 3 ゆえ に 4 ゆえ の 
国 の 発展 、 地 球 の 環境 を 第 一 に 考え を な けれ ば な ら な い 。 

も さる こと な が ら 2 К 

な が ら 4 に と っ て 

親 の し つけ が 子供 の 性 格 形成 こと は 言う まで も な い 。 


に 通じ る 2 に と も な う 3 に 関す る 4 に か か わる 


第 1 回 読解 ・ 文 法 


问题 V 次 の 文 の に は どん な 言葉 を 人 れ た ら よ いか 。 1・2・3・4 か ら 最 も 適当 な 


も の を 一 つ 選 びな さい 。 


(1) 睡眠 不足 が 続き スト レス が た まる と 、 な ん で も な いこ と で 腹 が た ち 、 関 係 の な い 人 に 


ҢЫ а 
1 怒ら ざる を えな い 2 怒ら な いも の だ 
з WW C UL 3 4 怒ら な いか も し れ な い 
(2) 交通 事故 で う で の 骨 を 折っ て 、 手 が 痛く て ペン も 持て な い _  。 
1 せい だ 2 つも り だ 
3 始末 だ 4 どこ ろだ 


(3) 戦争 で 難民 に な っ た 人 た ちの 苦労 話 を 聞か され る と 、 同 情 を ° 


| 禁じ る まで も な い 2 禁じ 得 な い 
3 禁じ よう も な い 3 禁じ る べき だ 


(4) 給料 さき さえ よけれ ば 、 少 々 危険 な 仕事 で も 引き 受け У 
1 な い は ず だ 2 な い に も ほど が ある 


3 な い ほ うがい い 4 な いも の で も な い 


(5) 他人 の こと を あれ これ 聞か さる れる の も が まん な ら な い の に 、 ま し て 目 慢 話 な ど は 聞く 
1 に も ほど が ある 2 に 限る 
3 も の だ 4 に 耐え な い 


(6) 電車 の 中 で 子供 た ち が 騒 ぐ の は 多少 は 仕方 な い が 、 そ ん な 子供 を 見 て 見 ぬ ふ り を する 
親 は 不愉快 。 

1 きわ まり な い 2 きわ まる は ず だ 

3 きわ まる べき だ 4 きわ まる まい 


(7) 近年 、 日 本 は 出生 率 が 低く な っ て いる が 、 し か し 、 い ま 政 誰が あわ て て 対策 を た て て も 、 


急 に 高く な る а 
1 わけ は で は な い だ ろ 2? ぅ 3 2 か も し れ な い 
3 の で は な いか 4 わけ だ 
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問題 V! 次 の 文 の に は どん な 言葉 を 入れ た ら よ いか 。 1 ・2・3・ 4 か ら 最 も 適当 な 
も の を 一 つ 選 びな さい 。 


(1) 外国 人 と の 交流 が 最近 さか ん に な っ て きた 。 そ れ に と も な っ て 外国 語 を 習う 人 は 増え て 
きた  、 外 国人 と 本 当 に 付き 合っ て いこ うと いう 人 は まだ 少な いよ うだ 。 


1 も の と し て 2 も の の 
3 も の な ら ず 4 も の の ほか 
(2) 日 本 人 に は 根強い 持ち 家 志 向 が ある _ _ _ 、1970 年 代 以 降 、 持 ち 家 率 は 60% 前 後 で 大 き 
な 変化 は な い 。 そ れ は 、 地 価 が 高く て 買い た く て も 買え な い 人 が 増え た た め だ 。 
1 ば か りか 2 どこ ろか 
3 と みえ て 4 に も か か わら ず 


(3) 人 間 は 直立 歩行 する よう に な っ て 、 脳 が 大 きく な り | 言語 ]」 と いう か けが え の な いも の 


発見 し た 。 い まや 人 間 は | 言語 | _  、 伝 達 も 思考 も る でき な い 。 

1 な し に 2 に し て 

3 と も な る と 4 だ けが 
(4) 景気 が 悪く な っ て _ __ 、 ボ ー ナ ス は 以前 より 少な く な り 、 人 金利 も 低く な り 、 生 活 は 
きく な る 一 方 だ 。 その うえ 税金 ま で あがる と ば は 、 ど うい うこ と だ 。 

1 か らし て 2 か らい うと 

3 か ら と いう も の 4 か ら み て 


(5) 人 間 ほ ど 面 日 い 動 物 は いな い 。 だ か ら こ そ 、 人 間 を 描く 作家 と いう 職業 を 選択 し て 現在 


> の だ と 思う 。 
1 と も な っ た 2 А 
3 だ | А- Флға 


(6) 教科 書 に は 笑い だ す よ うな 教材 は ひと つも な い 。 ど れ も ま じ め で 、 お も し ろ い こと な ど 
教え る _ _ と 、 思 っ て いる の か も し れ な い 。 
1 まで も な い © е 
2 まで ば に 4 まで 


日 本 語 能 力 試 験 
] 航模 所 元 又 下 
第 2 回 


Уы. ЕВ (100 点 450) ………… 72 
聴 ЊЕ (100 点 43 分) ………… 80 
読解 ・ 文 法 (200 点 90 分 ) ………… 88 
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—— — = =. 
= ж ° з (100% 45%) 


問題 I 次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 は 、 ど の よう に 読み ます か 。 そ の 読み 方 を そ を れ ぞ れ の 
1・2・3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


间 1 彼 を 信頼 し きっ て いた だ け に 、 央 か れ た と 知っ た と き の 衝 撃 は 大 きく 、 心 身 と も に 
(1) ) 


(2) (3) (4 
まい っ て し まっ た な た 。 
(1) 信頼 L Блә 2 し ん らい 3 し ん ぷく 4 し ん に ん 
(2) 欺 か れ た 1 あざ むか れ た 2 +U 
2 ЕТТ 4 は じ か れ た 
(3) ШЕ 1 こう げき 2 どう げき 3 つい げき 4 し ょ う げ き 
(4 ) 心身 1 し ん み 2 し ん じん 3 し ん た い 4 し ん し ん 


問 2 借金 の 返済 の 延期 を 申し 出 た ら 、 露 骨 に 嫌 な 顔 を され た 。 


() (2 () — (4) 
(1) 借金 1 し ゃ きん 2 Пена 3 し ゃ っ きん 4 か りき ん 
(2) 返済 1 へ ん ざい 2 へ ん さい 3 は ん さい 4 は ん せい 
(3) 露骨 1 ろ ほ ね 2 Ало 4 Бәсе 4 あこ つっ 
(4) 嫌 な 1 きら いな 2 いや な 3 きれ いな 4 ひま な 


問 3 漠然 と 議論 を 続け て いて も 意味 が な い 。 間 題 点 を 絞っ て 、 改め る べき 占 を 明らか に し 、 
(1) (2) (3) 
その 上 で 解決 策 を 考え た ほう が よい だ ろう 。 
(4) 


( 1 ) 漠然 と | НОТАХ © ば で ね ん ょ まく ね ん と 4 まく ぜん と 


(2) 絞っ て 1 し ば っ て 2 し ば っ て あつ か っ て 4 あたっ て 


2 
| 3 
(3) 改め る 1 た し か め る 2 きわ め る 3 あら た め る 4 と が め る 
(4) 解决 策 1 か いけ つ は ほう 2 か いけ っ ぱ ぽう 
4 


3 か いけ っ さく か いけ つき さく 


[4 下町 の 雰囲気 が 漂う 浅草 は 今 も 観光 和 客 に 人 気 が あ る 。 


(1) (2) (3) 
(1) ЕШ 1 し も ちょ う 2 し た まち 3 げ ち ょ う 4 げ ま ち 
(2) 雰囲気 1 ぶ い き 2 あめ き 3 ふん いき 4 ふっ いき 
(3) 漂う ыла 3 5900 3 うる お う 4 さき そう 


第 2 回 文字 ' Е 


問題 次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 は 、 ひ ら が な で どう 書き ます か 。 同じ ひら が な で 書く 言 
葉 を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


( 例 ) 彼 は 身長 が 190 セ ンチ 以上 ある 。 
1 Ж 2 移住 3 医者 4 衣装 


例 の 文 の 下線 の 言葉 は 、 ひ ら が な で 「 い じょう 」| と 書き ます 。 1 ~ 4 の 言葉 は それ ぞ れ 、 
1 は | いじ ょ う 」、2 は | いじ ゅ う 」、3 は [いし ゃ 」、4 は | いし ょ う 」 と 書き ます 。 例 の 文 の 
「 い じょう (以上 ) | と 1 の |「 い じょう (Жж) J は ひら が な で 同じ 書き 方 で すか ら 、 正 解 
は 1 で す 。 


(1) 母校 の チー ム の 勝利 に 応援 し て いた 人 た ち は 和 歓声 を あげ た 。 
1 感情 2 ЖЕ 3 完成 4 火星 


(2) 先生 の 推薦 で 、 就 職 が 決ま っ た 。 
1 ВК 2 新鮮 3 水洗 4 申請 


(3) あし た は 用 事 が あっ て 少し 人 遅れ ます 。 
1 Яя 2 Жи 3 陽気 4 様子 


(4) みん な の 了解 を 得 て 、 計 画 を 変更 し た 。 
1 料金 2 例外 3 後悔 4 领海 


(5) オリ ン ピ ッ ク の 開催 を 契機 に 、 町 は 大 きく 発展 し た 。 
1 決起 2 ЖА 3 景気 4 後期 


РЕП 次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 は し 、 ど の よう な 漢字 を 書き ます か 。 そ の 漢字 を それ ぞ れ の 
1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


91 ぎょ う せ き ふ し ん の 会 社 は が っ ぺい や と うさ ん に 追い こま れ て いる 。 


(1) (2) (3) (4) 
(1) ЕЛЭ В 1 業績 2 Жи 3 ЖЕ 4 ЈЕ 
(2) ふし ん 1 不信 2 不振 3 不審 4 不 心 
(3) が っ ぺい 1 会 平 2 会 併 3 合併 4 合 平 
(4) と うさ ん 1 到 産 2 等 産 3 = 4 倒産 


92 か そ 地 で は 高齢 化 に 


と も な い 、 着 人 人 の か い ご が 大 き な か だ い に な っ て きた 。 
2 ) 


1) (2) (3) 4 
(1) か そ 1 過疎 2 В 3 ЖЕ 4 ЖШ 
(2) と ちな い 1 供 い 2 伴い 3 Mua 4 判 い 
(3) か い ご І 1 2 ЛВ “ЖЕ сз 4 介護 
(4) ) か だ い 1 ЊЕ 2 課題 3 過 題 4 Ж 

МЭ で りお ん に た えら 和 れ な く な っ て 、 こす がい に て ん きま ょ し た 。 

(1) (2) (3) (4) 

(1} そう お ん 1 奏 音 2 ји 3 же 4 МЕ 
(2) た えら れ な < く 1 頑 え られ な く 2 絶え られ な く 

3 堪え られ な く 4 堕 え られ な く 
し (3) こう が 1 構 外 2 公害 3 郊外 4 公 街 
(4) て ん き ょ 1 展 居 2 転居 3 ЈЕ 4 転 拠 

[п] 4 Ш 

| 2 3 
(1) き げ ん ] 気 嫌 2 ЖЕ 3 Жын 4 機嫌 
(2) な お す 1 97% 2 直す 3 #9 4 正す 


(3) お か し 1 お 課 子 2 お 果子 3 お 家 子 4 お 菓子 


Гејла ЈУ 


== 


第 2 回 文字， 语意 


次 の 文 の 下線 を つけ た 言葉 の 二 重 線 (  ) の 部 分 は 、 ど の よう な 漢字 を 書き ます 


か 。 同じ 漢字 を 使う も の を 、1・2・3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(BJ) 携帯 電話 は つう し ん の あり 方 を 大 きく 変え た 。 


1 


へ « м 


開会 式 は 予定 どおり し ん こう し て いま す 。 

日 本 と 中 国 の し ん ぜん を 深め る た め 、 中 国 か ら パ ンダ が 贈ら れ た 。 
どん な と き で も し ん らい で きる 友達 を 持ち た いも の だ 。 

それ ぞ れ の 地域 で 、 し ん せい な 場所 と いう も の が 語り 継が れ て いる 。 


例 の 文 の 下線 の 言葉 は [通信 | と 書き ます 。 1 ~ 4 の 言葉 は それ ぞ れ 、 1 は | 進行 ]、 2 は 
| 親善 」、 3 は | 信頼 ]、4 は | 神聖 」 と 書き ます 。 例 の 文 の | 通信 ] の | し ん |] と 、3 の [18 
頼 ] の | し ん | は 同じ 漢字 で すか ら 、 正 解 は 3 で す 。 


(1) 月 に すう か い ゴ ルフ に 行き ます 。 


1 
2 
3 
4 


か いき ぎ は 午後 3 時 か ら で す 。 
火曜 日 と 金曜 日 に 燃え を る ゴミ の か いし ゅ う が あ り ま す 。 
友達 に 新しい 英語 の 先生 を し ょ うか いし て も ら っ た 。 


この 車 は ブレーキ に か いり ょ う が 加 えら れ て いる 。 


( 2 ) 最近 、 き ぎょ う の 犯罪 が 増え て いる 。 


1 
2 


Ф бо 


来週 まで に 新しい きか く を 考え な けれ ば な ら な い 。 
彼女 の オリ ン ピ ッ ク で の きろ く は 当分 破 ら れ な い だ ろ う 。 
スポ ー ツ は き ほ ん が 大 事 だ 。 

昔 の 学校 は きり つが 厳し か っ た 。 


(3) この 辺 は は いす い が 悪 く て 、 雨 が 降る と 水浸し に な る 。 


この 店 は 少な い 買 い 物 で も は いた つ し て くれ る 。 
先生 の 著作 を は いけ ん し た いも の だ 。 

スポ ー ツ は し ょ う は いよ り も 、 楽 し む も の だ 。 
危険 な 物 は 公共 の 場所 か ら は いじ ょ され る べき だ 。 
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(4) 石油 な どの きち ょ うな 人 資源 を 浪費 し て は な ら な い 。 
1 ここ は 落石 の 危険 が あり ます の で 、 し ん ちょ うに 運転 し て くだ さい 。 
この 山 の ち ょ うじ ょ うか ら 海 が 見 渡せ る 。 
日 本 料理 の と くち ょ う は あっ さり し て いる こと で し ょ う 。 
21 世 紀 は 自然 と の ちょ うわ が 大 き な 間 題 に な る だ ろう 。 


Ф (509 Db 


(5) 駅 前 に 多く の 自転 車 が ほう ちさ れ て いる 。 
1 地震 で ほう か いし た 家屋 は 10 軒 以上 に の ぼっ た 。 
犯人 は 逮捕 され 、 人 質 も 無事 か い ほ うさ れ た 。 
語学 が 上 達する ほう ほう は 決し て 一 つ だ け で は な い 。 
部 長 は 部 下 の ほ うこ く を 聞い て 、 す ぐ 得 意 先 に 電話 を か けた 。 


へ て くう LD 


問題 V 次 の 文 の の 部 分 に 入れ る の に 最も 適当 な も の を 、1 ・ 2・ 3・ 4 か ら 一 つ 選 
びな さい 。 


(1) よう や くく 完成 の が た っ た 。 


1 めも り 2 めど 3 めやす 4 めじ る し 
(2) 医学 の 発展 の た め と は いえ 、 動物 を 殺す の は 人 避け な けれ ば な ら な い 。 
1 むやみ に 2 なじ ゃ き に 3 むり に 4 むち ゃ くち ゃ に 


(3) 久しぶり に あっ た 友達 と 話 が 、 帰 り が 遅く な っ た 。 
1 ГАР я は ね て 3 と ん で 4 は ずん で 


(4) 先生 は 、 で き な い 生徒 に も よく 教え た 。 


1 #18 2 根気 3 249 4 ЖА 
(5) 空腹 と 疲労 で に な て し まる か 。 

1 だ ら だ ら 2 БТБ 3 ぶら ぶら 4 ふら ふら 
( 6 ) 今度 の 旅行 は 、 予 算 を か な り し て し まっ た 。 


L ри» 2 パッ フク з зрну 4 オー バー 


第 2 回 文字, EE 


(7) 女優 は 黒地 に 金 や 銀 の 糸 で 刺繍 し た 衣装 を 着 て 、 舞 台 に 現れ た 。 
1 し と や か な 2 あざ や か な 3 さわ や か な 4 きら びやかな 
(8) ガス 爆発 の 事 逆 が あっ た と き の 悲 惨 な を 思い 出す 。 
1 Ж 2 Ж 3 な が め 4 みはら し 
(8) Сав: Бе. に つか な いと ころ に 置い て お いて くだ さい 。 
1 役目 2 АН 3 着目 4 注目 
(10) 部 長 は いつ も 先頭 に 仕事 を する 。 
1 ЖС 2 Ме 3 歩い て 4 向かっ て 
(11) 計画 の 成功 の た め に は 、 全 員 協 力 を м 
1 お と ら な い 2 お し が ら な い 3 お それ な い 4 お し まな い 
(12) この 実験 が うま くい か な か っ た と し て も 、 新 製品 の 開発 に は 大 し た 影響 は な い 。 
1 か り に 2 いっ そう 3 の ね に 4 さら に 
(13) 兄 の 名 前 が | Z +] で 、 妹 の 名 前 が | キク ヨ | だ な ん て 、 困る 。 
1 В 2 ある し て る で て 3 まき ら わ し く て 4 め あ た らし く て 
(14) この 化石 は か た そう に 見 えま す が 、 こわ れ や すい の で 、 気 を つけ て 扱っ て くだ さい 。 
1 し な や か で 2 も ろく て 3 が ん じょう で 4 だ ん まし くそ 
(15) 父 は 、 わ た し の や る こと に 文句 を 言う 。 
1 それ ぞ で れ 2 めい めい 3 いち いち 4 お の お の 
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問題 VM 次 の (1) から (100 の 言葉 の 意味 が 、 そ れ ぞ れ の は じ め の 文 と 最も 近 
意味 で 使わ れ て いる 文 を 、 1・2・ 3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


( 例 ) むく …… 正 面 を な いて この 椅子 に 座っ て くだ きい 。 
1 5 歳 ぐ らい の 女の子 に むい た 本 を 探し て いま す 。 
2 科 右 の 針 は 北 を な く の だ か ら 、 こ っ ち が 北 だ ろう 。 
3 1 週間 の 入院 で 父 の 病気 も 快 方 に な いた よう だ 。 
4 南 に むい た 日 当たり の いい 家 を 建て る の が 長年 の 夢 だ 。 
は じ め に 示さ れ た 文 の 中 の | むく] は 「 顔 や 体 が その 方 向 に 面 す る ] と いう 意味 で す 。 1 ・ 


2・3 の |「 む く 」 は それ ぞ れ | ふさ わし い 」、「 指 す 」、「 一 の 方 向 に 進む 」 と いう 意味 で す が 、 
40) |<] は | 南 に 面 す る | と いう 意味 で すか ら 、 正 解 は 4 で す 。 


(1) お さえ る …… 早 く 傷 日 を お さえ て 出血 を 防ぎ な さい 。 
1 ちょ っ と 、 こ の 共 を お きえ て いて くだ きり い 。 
2 借金 の 返済 に 、 家 財 を お さえ られ て し まっ た 。 
3 大 きい 音 が する けど 、 す ぐ 終 わる か ら 耳 を お さえ て 我慢 し て くだ さい 。 
4 彼女 は 涙 を お さえ て 、 恋 人 を 見 送っ た 。 


(2) ね …… 環 境 汚染 は 原因 を ね か ら 絶 た な な いと 解決 し な い 間 題 だ ろう 。 
1 ケヤキ の 大 木 が し っ か り と ね を 張っ て いる 
2 週刊 誌 は ね も 葉 も な い 噌 を 書き 立て て いる 。 
3 親 と の 関係 、 社 会 の あり か た な ど 、 少 年 事件 の ね は か な り 深 いよ うだ 。 
4 田中 さん は ね は いい 人 な ん だ が 、 口 が 悪 いか ら 誤解 され て いる 。 


(3) あう …… 魚 料理 に は 白 ワ イン の ほう が あう 。 
1 彼 は 目 が あう と 、 恥 ず か し そう に 横 を 向い た 。 
2 彼 と は 何 度 も 話し た が 、 ど うし て も 意見 が あわ な い 。 
3 窓 の 小さ い 北 欧風 の 家 は 、 日 本 の 気候 に あわ な い 。 
4 何 回 計算 し て も 、 人 答え が あわ な い 。 


(4) くろ い …… 彼 は 平気 で 人 を だ ます 腹 の く ろ い 人 間 だ 。 

1 目 転 車 で 走り 回 っ て いた ら 、 日 に 焼け くろ く な っ て し まっ た 。 
2 傘 の 目 が くろ いう ち は だ れ に も この 会 社 は 譲ら な いつ も り だ 。 
3 ゴミ 処理 場 の 建設 で は くろ い 貴 の 流れ る こと が 多い 。 ` 
4 


は 顔 を 上 げ る と くろ くく 汚れ た 腕 で 私 を 抱き し め て くれ た 。 


第 2 回 


(あり と と お る me し ら の こく て 相 ま れ て 。 こと わり きれ な か っ な 。 

1 1 カ月 ぐら い めい 留守 に する の で 、 近 所 の 人 に こと わっ て お いた 。 
親 に 一 裏 も こと わら ず に 、 大 学 を 辞め て し まっ た 。 

この 機械 を 使う と き は 、 必 ず 係 の も ゃ の に こと わっ て くだ さい 。 
旅行 に 謗 われ た が 、 こ と わっ た 。 


へ C ҒӘ 


(6) あい だ …… 親 子 の あい だ に も 秘密 は ある も の で す 。 
1 若者 の あい だ で は 次 々 に 新しい 言葉 が 生ま れ て いる 。 
2 親しい あい だ だ と は いえ 、 失 礼 な 言い 方 は 許さ れ な い 。 
3 この あい だ 、 古 い 車 を 処分 し た ば か り だ 。 
4 夏休み の あい だ は ずっ と アル バイ ト を し ます 。 


(7) か る い …… か る い カ ゼ な の で 、 楽 を 飲む な ほど の こと も な い 。 


1 先週 の チ テスト は か る く で きた 。 

2 交通 事 逆 に あっ た が 、 け が は か る か っ た 。 

3 あま りお な か は 空い て いな い の で 何 か か る いも の を お 願い し ます 。 
4 大 事 な 仕事 が 無事 に 終わ っ て 、 心 が か る く な っ た 。 


(8) ほど …… 彼 は 憎 ら し い ほ ど 頭 が いい 。 

1 彼 に は お 金 が 余る ほど ある らし い 。 

2 手紙 を 半分 ほど 書い た と き 、 母 か ら 電 話 が か か っ て きた 。 
3 わが まま を 言う に も ほど が ある 。 

4 約束 より 15 分 ほど 早く 着い て し まっ た 。 


(9) か ける …… 彼 女 は すばやく エン ジン を か け て 、 車 を スタ ー ト させ た 。 
1 ラジ オ を か け て 、 交 通 情報 を 聞い た 。 
2 友達 の 家 の 居 間 に は 大 き な 油 絵 が か け て ある 。 
3 来年 、 こ の 川 に 新しい 橋 を か ける そう だ 。 
4 タイ プ の 速 さ に か け て は 彼 の 右 に 出る 者 は いな い 。 


(D) Ra Ç н» 2 番目 の 車 が 前 の 車 を ぬい て トッ プ に 躍り 出 た 。 
1 そん な に 緊張 し な いで 、 肩 の 力 を ぬい て くだ さい 。 
2 大 工 が 手 を ぬい た らし く 、 新 築 な の に も う ひ び が 人 入っ て いる 。 
3 この デー タ か ら 、 正 し いも の だ け を ぬい て くだ さい 。 
4 息子 が 父親 の 記録 を ぬい て 、 新 記録 を 樹立 し た そう だ 。 


第 2 回 № 解 
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問題 1 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 間 い に 答え な さい 。 答え は 、1・2・3・4 から 最も 適当 
な も の を 一 つ 選 びな さい 。 


眼 が 意味 ある 形 を 見 よう と する あま り 、 無 意味 な 形 に まで 意味 を 与え る 例 を これ まで 見 て 
きた 。 

と ころ が 、 眼 は まっ た く 存 在 し な いも の を | 見 る |] 力 が あぁ る の だ 。 と いっ て る も 超自然 な 能 
力 の こと で は な く 、 だ れ の 眼 に も 備わっ て いる 力 な の で ある 。 

1 図 を 見 て みよ う 。 二 つの 図 と も 、 中 央 に は は っ きり と し た 輪郭 を も づつ 三 角形 が 見 える は 
ee 
わか る 。 客観 的 に 存在 し な い 輪郭 を 、 眼 が 主観 的 に 見 て し まっ て いる の で ある 。( @ )、 
EE UT EM ¿meu гавна! と 呼ぶ 

再び 1 図 を 見 て みよ う 。 i 


上 図 で は 、 主 観 的 輪郭 が 描く 三角 形 が 背景 の 白 よ り も いっ そう 白く 見 え 、 下 図 で は いっ そ 
う 黒 く 見 える 。 和 実際 に 描か れ て いる 図形 より も 、 主 観 的 輪郭 が 描く 図形 の 方 が 、( ④ )。 
そし て 、 後 者 は 前 者 の 上 に か ぶさ っ て いる よう に も 見 える 。 

主観 的 輪郭 が 描く 図形 は 、 三 角形 な ど 直 線 的 な も の ば か り で な く 、2 図 の よう に 曲線 が 形 づ 
くる 図形 で ある 場合 も ある 。 この よう な と き に も 、1 図 に 見 た 主観 的 輪 部 の 特徴 は 共通 で ある 。 
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1 図 2 図 
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ぜ 客 観 的 に は 存在 し な い 主 人 観 的 輪郭 が 見 える の か 。 イ タリ ア の 心理 学者 カニ ッ ツ ァ ー に 


よれ ば 、 そ の 理由 は お お むね 次 の よう に 説明 され る 。 


第 2 回 読解 ・ 文 法 
眼 は 、 い つも 意味 の ある より 単純 な 形 を 求め て いる 。 も し 眼前 に 複雑 で 意味 を 見 つけ に く < 
い ゃ の が 見 えて いる と き 、 有 眼 は 不安 定 に な る 。 だ が 、 そ れ が ある 形 に よっ て 隠さ きれ て いる た 
め に 無 意 味 に な っ て いる の で あれ ば 、 そ の 隠し て いる も の の 形 を 見 定め る こと に より 、 有 眼 は 
安定 する の で ある 。 そ の 形 が 主観 的 輪郭 が 描く 形 な の で ある 。 
この 説明 は 、( © )。 主 観 的 輪郭 が 描く 図形 が 他 を 圧し て くっ きり と 見 える の は 、 主 観 
を 補強 し て 、 こ の 描か れ て いな い 形 を 確か な も の と し て 見 よう と する た めで ある 。 者 太 な 
ааа ЕУ аа OE даа ааа 
(種村 李 弘 ・ 高 柳 篤 『 新 版 ・ 遊 び の 百科 全書 一 ② だ まし 絵 』 河出 書房 新 社 に よる ) 


(51) 輪郭 : 物 の 外形 を 表す 線 アー 
( 注 2) 他 を 圧し て : 他 の も の を 押さ えて 
間 1 ① 眼 が 主観 的 に 見 て |] と ある が 、 こ こ で は どう いう こと か 。 


1 眼 に 映っ た 形 を 頭 の 中 で 解釈 し て 、 意 味 の あ る 形 と し て 見 る 。 

2 同じ 形 で も 、 見 る 人 に よっ て 解釈 が 異な り 、 壮 な っ た 形 と し て 見 る 。 
3 目 を 近づけ て 注意 深く 見 な いた め 、 間 違っ た 形 と し て 見 る 。 

4 見 る と き の 距 離 や 明る る で 、 異 な っ た 形 と し て 見 る 。 


2 (© ) に 入る 最も 適当 な 言葉 は どれ か 。 
г ыт і Те 9 それ で 4 それ に 
З (3 | 主観 的 輪郭 」 の 特徴 で 文中 に な い の は どれ か 。 


1 実際 に は 輪郭 が かい の に 、 あ る よう に 見 える 。 

2 実際 に 描か れ て いる 図形 の 上 に か ぶさ っ て 見 える 。 
3 図形 が 直線 で も 曲線 で も 見 える 。 

4 人 間 だ けが 持つ 特殊 な 能力 で ある 。 


4 (4) ) に 入る 最も 適当 な 文 は どれ か 。 


1 大 きく 見 える の で ある 
2 小さ く 見 える の で ある 
3 くっ きり と 見 える の で ある 
4 ぼん や り と 見 える の で ある 
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95 ( ⑤ ) に 人 人 る 最も 適当 な 文 は どれ か 。 


1 主観 的 輪郭 の 特徴 を 理解 する 手助け に は な ら な い 

2 主観 的 輪郭 の 特徴 を 十分 に 説明 し て いる と は 言え な い 
3 主観 的 輪郭 の 特徴 と 矛盾 する 点 が ある 

4 主観 的 輪郭 の 特徴 を も よく 説明 し て くれ る 


576 ⑥「 そ の こと 」 と は 、 な に か 。 


1 複雑 で 意味 の な い 形 を 見 た と き 、 有 眼 が 不安 定 に な る こと 

2 有 眼 が いつ も 意味 の ある 単純 な 形 を 求め て いる こと 

3 ある 形 に よっ て 、 背 景 と な る 図形 の 一 部 が 隠さ きれ て いる と 見 な すこ と 
4 主観 的 輪郭 が 目 を 近づけ る と 見 えな く な る こと 


97 この 文章 が 、 述 べ よ うと し て いる こと は 次 の どれ か 。 


1 人 は も の を 見 る と き 、 主 観 的 な 解釈 を せ ず 正確 に 見 る よう 心がけ な けれ ば な ら な い 。 
2 人 の 眼 は 、 不 正確 で 客観 的 に も の の 形 を 把握 する こと が で き な い 。 

3 人 は も の を 見 る と き 、 営 に 意味 の ある 形 と し て 把握 し よう と する 。 

4 人 の 眼 は 、 ふ つう 考え られ て いる より も は る か に 正確 に 形 を 把握 する こと が で きる 。 


ШАП 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 答え は 、1・2・3・4 から 最も 適当 
な も の を 一 つ 選 びな さい 。 

日 本 で は 、 電 車 に 乗る と いう 場面 で も 、 一 定 の タイ ド が 要求 され る 。 | 白線 の 内 側 に 二 列 に 
並ん で 、 前 の 人 か ら 順 序 序 よ く お 乗り くだ さい | と いう 拡声 機 か ら の 指示 に こ 従 っ て 、 電 車 が 来 
る まえ か ら 、 そ れ な り の 構え を 示し 、 い さ ざ 電 車 が 来る と 、 人 の 足 を 踏 も うと 人 を 押し の け よ 
うと 、 迅 速 に 乗り こま な けれ ば な ら な い 。 そこで も 一 定 の 演技 が 要求 され て いる こと は 明 ら 
か だ 。 勝手 な 方 向 に むか っ て 立っ て いた り し て は 乗せ て も ら え な い 。 

日 線 が ホー ム だ け で な く 日 本 中 の 道路 に 引か れ て いる うえ に 、 い ろ い ろ な 指示 が 拡声 機 か 
ら 間 断 な く 流 され 、 ま た そこ ら じ ゅ うに 表示 し て ある 一 一 - 「 白 線 の 内 側 ま で さがっ て お 待 
ちく だ さい 」 だ の 、| あぶ な いで すか ら 駆 け 込 み 乗 車 は や め ま し ょ う 」 だ の と 、 車 内 で も 、 
吊り 皮 や 手すり に お つか まり くだ さい ] 「 戸 袋 に 手 を 引き こま れ な いよ うに 」 と 念 を 押し て 
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ある 。 と ころ が 、 た いて い の 外 国 で は 、 拡 声 機 か ら の 指示 も な けれ ば 注意 書き も ゃ る ない 。 電車 
を 待っ て いる 人 た ち が 一 定 の 構え を 示す と いう こと も な い 。 
そん な こと に まで 一 定 の 形 が 要求 きれ 、 そ れ が 当然 と きれ る の は 、 一 言 で いえ ば 、 均 質 志 
向 (幻想 ? ) の せい で ある 。 た いて い の 外 国 で は 、 人 びと が 宗教 や 民族 や 階級 に よる 多様 性 
о 
は 自分 と 他人 を くら べ て 、「 人 の フリ 見 て 、 わ が フリ 直せ ] と いう 。 フ リ と いう も の が 厳密 に 
規定 され て いて 、 それ か ら は ずれ る の が 許さ れ な いと いう こと で ある 。 フ リ や タイ ド に お いて 
放 脱 し て いる と 見 られ る な ら ば 、 学 校 に お いて は イジ メ の 対象 に きれ て し まう 。 普通 より 
ちょ っ と 動作 が 鈍い と か 、 給食 を 食べ る の が お そい と いう だ け で 、 イ ジ メ ら れる こと に な る 。 
そう いう 子供 は 仲間 か ら イ ジス られ る だ け で な く 、 先 生か ら も しょっちゅう 注意 され る と 
いう こと が 多い 。 子供 の 個性 を 見 て の び の びと 育て る の で は な く 、 型 に 入れ る と いう の が 教育 
の 根本 と され て いる 以上 、 不 可 避 的 に 起こ る こと と 見 られ る 。 こ れ が 日 本 の シッ ケ 共 同体 の 
一 端 で あり 、 日 本 を 支え る と 同時 に ( ⑥ ) の だ 。 = 
ШЕ [国际 感觉 日 本 人 NHK722Z2 に よる ) 


(1:1) タイ ド : 態度 

( 注 2 ) 戸袋 : あけ た ドア を お さめ る と ころ 
( 注 3) フリ ・ 振 り 

G 


注 4) 逸脱 : 本 筋 か ら そ れる こと 
( 注 5) ул: 
91 ①「| 一 定 の タイ ド | に あて は ま ら な いも の は どれ か 。 


1 指示 に 従い 、 構 え を 示す こと 

2 白線 の 内 側 に 二 列 に 並ぶ こと 

3 人 を 押し の け て 迅速 に 電車 に 乗り こむ こと 
4 勝手 な 方 向 に な むか っ て 立つ こと 


92 ② | 一定 の 形 を 要求 する こと な ど で き る わけ が な い | と ある が 、 な ぜ 外 国 で は 一 定 の 
構え が 要求 され な い の か 。 最も 適当 な も の を 選び な さい 。 


1 人 々 は 皆 が 勝手 だ か ら 。 

人 々 は 他人 と 比べ な いか ら 。 

人 々 が 多様 性 に 富ん で いる か ら 。 
人 々 は 均一 指向 が ある か ら 。 
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93 ③「 人 の フリ 見 て 、 わ が フリ 直せ ] と ある が 、 こ こ で いう 「 フ リ 」 の 意味 で 最も 適当 


な も の を 選び な さい 。 


1 洋服 2 не 
3 スタ イル 4 EH 


間 4 | そういう 」 と は どん な こと か 。 


1 型 に は まっ て いる 

2 フリ や タイ ド に お いて 逸脱 し て いる 
3 シ ツ ケ が で き て いな い 

4 自分 と 他人 と を 比べ る 


問 5 日 本 の ⑤ | シッ ケ 共 同体 ] か ら ど の よう 教育 が 生ま れる か 。 正しい も の を 選び な さい 。 


1 自分 と 他人 を 比べ られ る 子 に 育て る 教育 
2 学校 で イジ メ の な い 教 育 

3 個性 を の び の び 育 て る 教育 

4 子供 を 型 に 入れ る 教育 


І6 (© ) に 入る 最も 適当 な も の を 選び な さい 。 


1 縛っ て いる 

2 壊し て いる 

3 後退 させ て いる 
4 革新 的 に し て いる 


07 この 文章 の タイ トル と し て 最も 適当 な も の を 選び な さい 。 


1 電車 に 乗る た め の フ リ 
а サジ メ ど プリ 

3 厳密 に 規定 され た フリ 
4 教育 現場 に お ける フリ 


第 2 回 読解 ・ 文 法 


問題 次 の (1)~(6) の 文章 を 読ん で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 な も 
の を 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(1) 「 あ な た た ちっ て 幼稚 ね え 。 あ ん な 議論 を し た っ て 意味 な いじ ゃ な い の |」 

な か し 、 若 い 頃 、 友 人 た ちと 人 生 や 人 間 に つ いて 議論 を し た あと 、 女 房 に そう 言わ れ た 
時 代 に 、 私 は 

| 君 な ん か に 何 が わか る か | 

と 大 い に 彼 女 を 軽 蔵 し た の で す が 、 今 に な っ て みる と 彼女 の 言っ た こと も 満 更 、 間 違 
て あの と うと うに か り よ し た 。 = 

тај са СООО 

それ は この 年 齢 に な っ て みる と 、 人 生 や 人 間 に は 言葉 で は と て も 語れ な い 深 い X が その 
底 に 沈ん で いて 、 我 々 の 言葉 が 人 生 論 と か 人 間 論 と か で 抱い あげ る の は 、 せい ぜ い 、 そ の 


上 ずみ に し か すぎ な い 一 その こと が 次 第 に わか っ て きた か ら で し ょ う 。 


(遠藤 周作 『 ほ ん と う の 私 を 求め て 』 集英社 文庫 | 
( 注 1) 満 更 : か な ら ず し も 
(1:2) НОС 液体 な ど を 手 や スプ ー ン で くみ 取る 


[u] | 彼女 の 言っ た こと も 満 更 、 間 違っ て いな いと 思う よう に な り ま し た 」| と ある 
が 、 そ れ は な ぜ か 。 
1 友人 に 人 生 や 人 間 に つ いて 相談 し て も し か た が な いと 思っ た か ら 。 
言葉 で 人 生 や 人 間 に つ いて 語り 尽く すこ と は で き な い も の だ と わか っ た か ら 。 
人 生 や 人 間 に つ いて は 、 歳 を と れ ば わか る よう に な る と 思っ た ら か ら 。 
議論 の 内 容 が と て も 幼かっ た か ら 。 
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(2) 人 生 は 短く 、 し か も 一 回 限り で ある 。 あ る 人 生 を 生き る と いう こと は 、 他 の 可能 な 生き 
方 を すべ て 断念 する と いう こと に 他 な ら な い 。 数 学 と 音楽 が 好き な 少年 が 数 学者 の 道 を 歩 
き 出 す 時 、 彼 は 音楽 家 に な れ ば 果たせ た か も しれ な いす べ て の 夢 を 失う 。 そ の 悲し み は 、 
た と え 彼 が 数 学者 と し て どん な に 煙 か し い 業 績 を 上 げた と し て も 決し て 癒さ れる こと は な 
いで あろ う 。 人 が 若い 時 を な つか し く 〈 く 感じ ゃ の は 、 失 われ た ( ) を いと お し く 思 う 
か ら な の で は な い だ ろ うか 。 

(草野 耕一 『 日 本 人 が 知ら な い 説 得 の 技法 】 講談社 に よる ) 
( 注 1 ) 癒す : 苦痛 か ら 解 放す る 
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(3) 夜 の 時 間 に お こ な う 野球 その 他 の 試合 を 「 ナイ ター」| と 言っ て いる 。「 デ ー ゲ ー ム 」 に 
対し て 「 ナ イト ゲー ム 」| と いう 言い 方 も 最近 よく 聞く が 、「 試合 | の こと を 平気 で | ゲー ム ] 
と 言う よう に な っ た の は 比較 的 最近 の こと で は な か ろう か 。 そ れ ま で は | ゲー ム 」| と 言う 
と 子供 の 遊び と いう ニュ アン ス が 強かっ た 。 だ か ら 、 真 剣 勝負 の 気合 いで 了 臨む 試合 に 対し 


(1) 
て 「 ゲ ー ム | と いう こと ば を 使う の は ( ЈЕ 
(中 村 明 『 セ ンス ある 日 本 語 表 現 の た め に 』 中 公 新 書 に よる ) 
( 注 1 ) 真剣 勝負 の ・ 精神 を 集中 させ て 作っ た 勢い 
【 問 い 】 ( ) に 入る 最も 適当 な も る の は どれ か 。 
1 奨励 され て いた こと だ ろう 2 見 逃さ れ て いた こと だ ろう 
3 抵抗 が あっ た こと だ ろう 4 差し 支え を の な いこ と だ ろう 


(4) これ まで は 、 企 業 の 社会 貢献 活動 と いえ ば 、 本 業 に 関連 の ある 教育 機関 へ の 、 ま た は 
福祉 施設 や 慈善 事業 へ の 、 企 業 が 一 括 し て 行なう 寄付 と いう 形態 を と る も の が 多く み ら れ 
СИИ шалатын ааа 広告 ・ 宣 伝 活動 の 一 環 と いう 位 

づけ の も の も 少な く な か っ た 。 こ れ に 対し て 、 近 年 の 動き に は 、 い くつ か の 新しい 方 向 

性 が 見 られ る 。 結論 か ら 先 に いえ ば 、 | 社員 の 自主 参加 」、 | 地域 住民 と の 共同 作業 ]、| 営業 
や 広報 ・ 宣 伝 か ら の 独立 ] を 重視 する 方 向 性 が 出 て きた 、 と いう こと で ある 。 

(金子 郁 容 『 ボ ラン ティ ア も う ひ と つの 情報 社会 』 岩波 新書 に よる ) 
( 注 1) シン ポジ ウム : 同じ 問題 に つい て 意見 や 研究 結果 を 発表 する 会 
(1:2) W.4 X F : 名 前 の 一 部 に 企業 の 名 前 が 入っ た イベ ント 


【 問 い 】 これ まで の 企業 の 社会 的 貢献 活動 に 多かっ た も の は どの よう な も の か 。 
1 地域 の 住民 に 何ら か の 利益 を も た ら す も の 。 

企業 に 何ら か の 利益 を も た ら す も の 。 

社員 に 何ら か の 利益 を も た ら す も の 。 

社会 全体 に 何ら か の 利益 を も た ら す も の 。 
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(5) 最近 は 各 家 庭 に ち も パ ソコ ン が 普及 し 、 イ ンタ ーネット の 利用 者 も 年 々 増加 し て いま す 。 
利用 者 は 今後 さら に 増え る と 予想 され ます 。 平 成 8 年 度 の 調査 を み ま す と 、 男 女 と も 若い 人 
の ほう が イン ター ネッ ト の 使用 経験 率 が 高く な っ て いま す が 、 女 性 の 0 歳 代 だ け は 40 代 を 抜 
いて 28.2% と な っ て いま す 。 子 育て を 終わ っ た 女性 た ちの 積極 性 が うか が えま す 。20 歳 代 の 
男性 で は 62.2% と 3 人 に 2 人 の 割合 で イン ター ネッ ト を 使っ た こと が ある の に 対し 、 女 性 
で は 29.5% と 男性 の 約 半数 に と ど ま っ て いま す 。 男性 の 使用 経験 が 女性 の ほぼ 2 倍 に な っ て 
いま す が 、 年 齢 が 上 が る ほど 、 そ の 差 は 縮まる 傾向 に あり ます 。 

【 問 い 】 次 の グラ フ の 中 か ら 説 明 に 合っ て いる も の を 選び な さい 。 


使っ た こと が な い 


w Lk ata 


Еее トー レー ゴーー キ ーー ホーー キ トー デーー ト ーー キー デー ザー 
0 50 100% 0 50 100% 


_ 使っ た こと が な い 


(グラ フ : 総務 庁 青 少年 対策 本 部 編 「 平 成 9 年 度 版 青年 白書 ] に よる ) 
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(6) [РЕ] と いう 言葉 が あり ます 。 

この 「 わ ざ 」| が 一 定 の ルー ル を も つと 武術 、 和 柔術 と いう よう な [W] に な る 。 さらに レ 
ベル アッ プ す る と 「 法 」 に な り 、 そ れ に 道徳 性 が 付与 きれ る と 「 道 ] に な る 。 い わ ゆ る 茶 
道 、 華 道 の 「 道 ] で す 。 = 

礼儀 作法 の あり 方 は 、 現 象 的 に は 技術 に ほか な り ま せん 。 し か し その 根底 に は 、 道 で あ 
る べき だ 、 す べ て を 抽象 化し 、 昇華 し て 「 道 」 に し た い 、 と いう 願望 が つね に 働い て いま 
T ӘЛГІНІ 

(樋口 清 之 『 日 本 人 と 人 情 』 大 和書 房 に よる ) 

( 注 1) 付与 する : 与え る 

( 注 2 ) 算 華 する : ある 状態 か ら 、 さ ら に 高度 な 状態 へ 大 きく 飛ぶ 


【 問 い 】 「 こ の 衝動 」 と は どの よう な こと か 。 
1 自分 の |「 わ ざ | を レベ ル ア ッ プ し た いと 思う 気持 ち 
22 礼儀 作法 を 技術 と し て 身 に 付け た いと いう 気持 ち 
3 物事 を 抽象 化し て 「 道 ] に し た いと いう 気持 ち 
4 「 わ ぎ | を 学ん で 立派 な 「 道 ] を 作り た いと いう 気持 ち 


(7) 下 の A ご D は 、 そ ぞ それぞれ ア 、 イ 。 必 、 エ の どこ か に 入る 文 で す 。 
時 間 を テー マ に し た 話 に 、 か な ら ず 登場 する 言葉 に | 時 は 金 な り ] が あり ます 。 も ちろ 
ん 、 時 間 は 金 の よう に 貴重 な も の だ か ら 和 無駄 に する な と いう 教 記 で す が 、 


これ を 

> 
それ は 

| 
事実 
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第 2 回 読解 ・ 文 法 


「「 時 が 金 」 で ある な ら 、 貯 金 も 借金 も で きる は ず で は な いか と いう 見 方 で す 。 お 金 で ! 
| 貯金 も 借金 も で きる と いう こと は 、 そ れ だ け "融通 " が つく と いう こと で す 。 


B ' 別 の 面 か ら 見 て みる と 、 時 間 の 使い 方 に 関す る また 別 の 教訓 が 含ま れ て いる よう な の | 


и _—__—_—_—_—_—__——__ 0 
C ! 時 間 も お 金 と 同じ ょ うに 、“ 融 通 " が きく も の と 考え て 、 使 っ て みた ら ど うか と いう 
эз. | 
D ! お 金 を 上 手 に 使っ て いる 人 は 、 貯 金 の 利殖 、 借 金 な どの 使い 分 けが じつに うま いも の ! 
| (1:1) | 
АНИ | 
(Жїн 「40 歳 か ら の 手習い 術 』 ご ま 書 房 に よる ) 
し よく 


( 注 1) 利殖 ・ 利 子 や 利益 に よっ て 、 財 産 を 増やす こと 


【 問 い 】 
1 


нын. G LD 
ч ~“ ~ ~ 


В 
Ф 
р 


C 
1 :А 
4 :В 
та 


м, 


У 
КР; 
7 


о Ç ци шт 


正しい 組み 合わ せ の も の を 選び な さい 。 
я 4: 


ју 次 の 文 の に は どん な 言葉 を 人 れ た ら よ いか 。 1 


も の を 一 つ 選 びな さい 。 


(1) 「 階 段 に 気 を つけ て 」 と 言わ れ た 転ん で し まっ た 。 
1 そば か ら ӘЖЕ: 


(2) 御社 の 対応 今後 の 取り 引き を 考え を させ て いた だ きま す 。 


1 いか ん で は 2 


いか ん で も 


2 ТІГЕ 


о 


いか ん な ら 


(3) 先日 の お 礼 、 新 製品 を ご 説明 に 参り まし た 。 


1 な が ら 2 


と きた ら 


З 


со 


H 


H H H 


> > о С 


“>, 


3 


4 


4 


・4 か ら 最 も 適当 な 


いか ん さえ 


か だ た が た 


(4) В ‚ あと 片付け は し な いし 八 の も の は こわ すし 。 ど うし よう も な い 。 


1 だ も 直ら 2 


と ば か り に 


3 


と いい 


4 


どき だら 
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(5) どん な 国 ‚ РЕЛЕ О ЛУ 0 НЕЗА, 


1 で あれ 2 に お いて 3 。 で も っ て 4 に つき 
(6) 父 の 成功 は 母 の 愛情 あり えな か っ た と 思い ます 。 
L だ にし て は 2 あり に し て は з 生き に し て と は 4 な い に し て は 
(7) わが 社 に 就職 する 人 は 語学 や コン ピュ ー タ ー は 、 企 画 力 で も 優れ て いな けれ ば 
な ら な い 。 
1 も と か ら 2 も と で も 3 も と な ら 4 も と より 
(8) 最近 は 会 社 に 勤め る 、 大 学院 に 通っ て 新しい 知識 を 身 に 付け よう と いう 人 が 増え て 
き て いる 。 
1 が て ら 2 か ね て 3 か た わら 4 か た が た 
(9) 第 が 困っ て いる こと を 知っ て いれ ば 助け て や れ た 5 
1 も の だ 2 も の を 5 ее Д. пи 
(10) 今度 の 仕事 は いい こと 、 か えっ て 不安 に な る 。 
Б 2 хт 3 か ぎり で 4 つい で で 
(11) 候補 者 は 選挙 を 明日 に ひか え 、1 分 じっと し て いら ち れ な いよ うだ 。 
1 ほど 2 な た なり と も 3 あま り 4 こそ 


(12) 優勝 者 次 の 試合 で 必ず 勝て る と は 限ら な い 。 
| ТО 2 と いえ ば 3 を いえ ども 4 で いっ て も 


(13) 母親 は 子供 の 泥 の 服 を 洗っ た 。 
1 で すら 2 で も з Же 4 だ ら け 


(14) 9 月 に な り 、 風 も どこ か 枯 фи) K Са 


1 めい て 2 か れ ね や 3 らし く < く 4 ЕЯ 
(15) 試験 に 合格 し よう 、 今 は で きる だ け の こと を や る し か な い 。 
| за ЁС Ф А а Ра 3 と する も の を 4 と する の で 


第 2 回 読解 ・ 文 法 


(16) 経済 的 に 余裕 が あっ た 、 子 供 が 欲し が る も の を 何で も 買い 与え 、 甘 や か し て し 
F 
ІІ “С 9 と こら に З ば か り に 4 あげ < くに 

(17) きのう は 熱 が 高く て 、 医 者 へ 行け な か っ た 。 
1 いく に は 2 ww ころ に も る 2 いけ ども 4 いか ず に は 


(18) どん な に 大 変 な 仕事 で も 引き 受け た 最後 まで きち ん と や りな さい 。 


1 か ら に は 2 _ ほかなら ず 3 まで に は 4 の みな ら ず 
(19) いく つ パ ン を 焼い て も 子供 た ち は 作 っ た 食べ て し まっ た 。 
1 あと まで ә Т 3 あと か ら 4 は し か ら 


(20) 自分 考え て 決め た こと で すか ら 後 悔 は し て いま せん 。 
1 なら で も а な な で は 2 ТҮН 4 な り に 


(21) 子供 の 教育 夫婦 の 意見 が 食い 違う こと は よく ある こと だ 。 
1 ФТ а Сет 2 が めぐ っ て 4 を めぐ っ て 


(22) 体力 の 限界 を 感じ た マラ ソン 選手 は 、 今 大 会 を 引退 を 表明 し た 。 


L ТЕП 2 か きっ て 3 ば か り に 4 あっ て の 
問題 V 次 の 文 の に は どん な 言葉 を 入れ た ら よ いか 。1・2・3・4 か ら 最 も 適当 な 


も の を 一 つ 選 びな さい 。 


(1) 1 枚 の 書類 に 住所 と 名 前 を 5 カ所 も 書か な けれ ば な ら な いな ん て 、 め ん どう くさ い 


е) 


1 と いっ た ら な い 2 Wo た と る る だ 
2 689242272 4 と いう こと だ 


(2) どう し て も と いう こと で し た ら 、 お 引き 受け à 
1 し な いも の で も あり ませ ん 2 する まで も あり ませ ん 
3 し な いで は お きま せん 4 する わけ に は いき ませ ん 
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(3) この 程度 の こと は 、 驚 < Š 


1 に は あたら な い 2 に だ えな い 
3 に 足る 4 に 相違 な い 
(4) こん な こと は 常識 だ か ら 、 い まさ ら 説 明 す る à 
1 まで も いか な い > ЕЈ 
2 まで だ 4 まで も な い 
(5) どん な に りっぱ な 家 で も 、 火 事 で 燃え て し まえ ば е 
1 それ だ け だ 2 ЛЕС 
3 そん な と ころ だ 4 そう す も た と ころ だ 
(6) 頭 が よく て 、 ハ ン サ ム で 、 人 金持ち だ な ん て 、 う ら や まし い 
1 か きり が ある 2 に か ぎる 
3 か きせ だ 4 に か ぎら な い 
(7) 彼 は 、 相 手 が 若 いと いう だ け で 、 ば か に する А 
1 きら いで も な い 2 きら い が あ る 
3 きら い は な い 4 きら い に な る 
問題 VI 次 の 文 の に は どん な 言葉 を 入れ た ら よ いか 。 1 ・2・3・4 から 最も 適当 な 


も の を 一 つ 選 びな さ い 。 


( 1 ) 先生 は 時 間 に と て も 厳し い 。 授業 に 5 分 で も 、 し か られ て し まう 。 
1 お くれ る くら いな ら 2 お くれ よう も の な ら 
3 БЖЕЛЕ5СЕРЫ 4 お くれ る に せよ 


(2) 短 時 間 で ここ まで じょう ず に 仕上 げ る の は すばらしい 。 さすが 職人 の わざ だ 。 
1 と みえ て 2 に も な い 3 な ら で は 4 に か きっ て 


(3) 欧米 人 に と っ て 素足 は 本 いも の で ある 。 た と え く つ が 和久 屈 で あろ うと 、 く つ し た が べ ベト 
ベト 、 足 は 覆っ て お か な けれ ば いけ な い 。 
1 БЕК. 2 し な が ら 3 し よう と も 4 し て か ら 


第 2 回 読解 ・ 文 法 
(4) 日 本 人 の 会 話 で は 「 あ いづ ち 」 の 役割 が と て も 大 切 で ある 。 話 と 話 の 間 、 相 手 が 


店 し て いる 間 中 、 絶 え 間 な く | はいはい | 言う こと が 多い 。 
1 どこ ろか 2 っ と は いえ 3 に し て も 4 に も な く 


(5) 思春 期 と も な れ ば 、 親子 の 関係 は 難し く な る 。 親 は 子 の 気持 ち が 理解 で き な い と 言う が 、 
+ 親 の 気持 ち を 理解 する の は 難し いも の だ 。 
1 に た いし て も 2 に も と づい て 3 に つい て も 4 に し て みて も 


(6) 10 代 の 若者 が 高級 バッ グ や 洋服 を 身 に 着け て いる の を よく 見 る 。 大 金持ち |, 
ふつ う の 学 生 に 買え る は ず が な い 。 
1 な らい ざし ら ず 2 な らし る まい が 
3 も さる こと な が ら 4 Жал 
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日 本 語 能力 試験 
] 航模 所 元 又 下 


解答 ・ 配 点 


第 1 п] У 104 

第 2 ІШ аа 105 
АЕА (СОФИЯ) 

第 ] Ë] ПР 106 


日 本 語 能 力 試 験 1 級 模擬 スト 
へ 第 1 回 解答 へ 


ЕЖ 

間 1 (1) 3 (2) 1 (3) 4 (4) 4 

92 (1) 2 (2) 3 (3) 3 

Шз (1) 4 (2) 3 (3) 4 (4) 1 

П14 (1) 1 (2) 2 (3) 1 (4) 3 

(1) 4 (2) 3 (3) 1 (4) 2 (5) 3 

91 (1) 2 (2) 4 (3) 3 (4) 1 

m2 (1) 2 (2) 2 (3) 3 (4) 4 

из (1) 1 (2) 3 (3) 2 (4) 4 

4 (1) 3 (2) 1 (3) 1 

(1) 2 (2) 213) 2 は ) 155) 3 

(1) 2 (2) 2 (3) 4 (4) 2 (5) 1 (6) 4 (7) 4 (8) 3 (9) 4 (0 3 (D 1 
(2 2 (3 1 (41 (5 4 

(1) 3 (2) 3 (3) 1 (4) 4 (5) 4 (6) 4 (7) 1 (8) 3 (9) 1 (0 2 

1% 3 2% 2 3 番 4 АЖ 1 5# 2 6 番 4 7% 1 8 番 
Жж 2 10 番 3 ИЖ 4 

1% 4 2 番 1 3 番 4 14% 3 5# 3 6# 1 7# 2 8 番 
ОЖ 3 10% 4 ИЖ 2 126 4 13 番 2 14 番 2 156 3 


в. 


1 2 [2 1 問 3 4 [4 3 № 3 #16 1 間 7 2 
ІІ 3 問 2 1 НЗ 2 間 4 2 問 5 1 問 6 2 間 7 1 


(11,212, 3 3) 2 à) 1 (6) á 6 2 t) 3 

(1) 2 (2) 3 (3) з (4) з (5) 4 (6) 2 (7) 1 (8) 2 (9) 2 10 3 ⑪ 3 
(12) 2 (3 3 (2 4 (91 (0 4 (7) 2 (8 з (9) 4 00 3 0) 1 (224 
(1) з (2) 3 (3) 2 (4) 4 (5) 4 (6) 1 (7) 1 

(1) 2 0) 4 (3) 1 (4) 3 (5) 2 (6) 1 


** 素 点 は 自分 の 得点 


• БАЗЕ (10051) 1 H lll 各 1 点 計 35 点 問題 W・V・VI 各 2 点 計 60 点 
8795 100 点 満点 で の 得点 へ の 換算 式 ( 素 点 ) た 95X100 
# (100 点 ) 問題 (II 各 1 点 計 26 点 
100 点 満点 で の 得点 へ の 換算 式 ( 素 点 ) 二 26X100 
・ 文 法 (200 点 ) [7А I-H II 各 5 点 計 105 点 問題 W・V・VI 各 2 点 計 70 点 
計 17$ 点 200 点 満点 で の 得点 へ の 換算 式 ( 素 点 ) 二 175 X200 


211754 


試験 


200 点 満点 で の 得点 へ の 換算 式 


1 級 模擬 スト 


へ 第 2 回 ЖЖС 
Фут. 55 
问题 了 1 (1 2 (2) 1 (3) 4 (4) 4 
42 (1) 3 (2) 2 (3) 4 (4) 2 
13 (1) 1 (2) 2 (3) 3 (4) 4 
14 (1) 2 (2) 3 (3) 1 
問題 I (1) 3 (2) 3 (3) 1 (4) 4 (5) 3 
问题 于 1 (1) 1 (2) 2 (3) 3 (4) 4 
42 (1) 1 (2) 2 (3) 4 (4) 2 
13 (1) 4 (2) 3 (3) 3 (4) 2 
94 (1) 4 (2) 2 (з) 4 
ІНЕЕУ (1) 2 (2) 1 (3) 4 (4) 1 (5) 2 
問題 V (1) 2 (2) 1 (3) 4 (4) 2 (5) 4 (6) 4 (7) 4 (8) 2 (9) 2 (0 2 (D 4 
(21 (3 3 (4 2 (5 3 
问题 VI (1) 3 (2) 3 (3) 3 (4) 3 (5) 4 (6) 2 (7) 2 (8) 1 (9) 1 (0 4 
ФЕ 
ЖІ 1% 2 2% 1 346 3 4 番 3 5% 3 бЕ 3 7% 4 8% 2 
9 番 3 10 番 4 1% 2 12 番 2 13 番 3 14 番 3 
問題 1% 1 2% 3 З# 2 4 番 3 5# 1 6# 2 7# 1 8 番 4 
9 番 4 106 1 1% 1 12 番 3 13 番 1 
Өлім. 文法 
问题 | ШІ 1 |82 2 НЗ 4 А 3 問 5 4 НӨ з 間 7 3 
問題 I І 4 [2 3 間 3 2 4 2 15 4 FPJ6 17 3 
問題 町 (1) 2 (2) 3 (3) 3 (4) 2 (5) 2 (6) 3 (7) 2 
ШЕНЕУ (1) 1 (2) 1 (3) 4 (4) 4 (5) 1 (6) 3 (7) 4 (8) 3 (9) 2 (00 2 (1) 2 
(2) 3 (9 4 (М 1 (5 2 (6 3 (7) 2 19 1 (9 4 004 0) 4 02 1 
問題 V (1) 1 (2) 1 (3) 1 (4) 4 (5) 2 (6) 3 (7) 2 
问题 VI (1) 2 (2) 3 (3) 3 (4) 1 (5) 4 (6) 1 
配点 * 素 点 は 自分 の 得点 
Улы. Ж (100 点 ) 問題 II・ 町 各 1 点 27354 問題 W・V・VI 各 2 点 計 60 点 
8195 100 点 満点 で の 得点 へ の 換算 式 ( 素 点 ) 95 Х 100 
聴 Ж (100 点 ) Т.П 各 1 点 計 27 点 
100 点 満点 で の 得点 へ の 換算 式 ( 素 点 ) 二 27X100 
読解 ・ 文 法 (200 点 ) 問題 【・II・ 町 各 5 点 計 10$ 点 ЕМ УМ 各 2 点 計 70 点 


( 素 点 ) — 175х200 
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% ЖЕ ЊЕ [А] ла 


これ は 、 日 本 語 能 力 試 験 1 級 レ ベル の 聴 解 試験 問題 を 文章 で 表し た も の で す 。 こ の 内 
容 は 別売 の CD に お さめ て あり ます 。 


正しい 答え は 4 で す 。 解答 用 紙 の 問題 1 の 
例 の と ころ を 見 て くだ さい 。 正しい 答え は 4 
で すか ら 、 答 え は この よう に 書き ます 。 で は 、 


これ か ら 1 級 の 聴 解 試 験 を 始め ます 。 問題 始め ます 。 

用 紙 を 開け て くだ さい 。 
H 1% 

问题 I テレ ビ の 料理 番組 で す 。 料 理 は どの よう に 
繧 を 見 て 、 正 し い 答 え を 1 つの 選ん で くだ さ 盛り 付け ます か 。 


い 。 で は 、1 度 練習 し まし ょ う 。 
これ で お 料理 は 出来 上 が り で す 。 次 は 盛り 


例 付け で す が 、 お 皿 の 向こう 側 に 付け 合わ せ の 
女 の 人 が 絵 を 探し て いま す 。 女 の 人 は どの 野菜 を 置き ます 。 そ し て 先ほど 焼い た お 肉 を 
絵 を 買う こと に し まし た か 。 手前 に 盛り 付け ます 。 肖 の ほう が 右手 に くる 
よう に ね 。 =). ЕЦ,  ЧЕХЕЕ 
女 : 玄関 に か ける 絵 を 探し て いる ん で す が 。 か ら か け な い で お 肉 の 周り に 輪 を か く よ う に 
薄暗い と ころ な ん で 、 何 か 、 明 る い 色 の する どき され いで す 。 6. で きま も た 。 いか が 
絵 が いい と 思っ て いる ん で す 。 花 か 、 風 sod 
男 *・ そ う で すね 。 こ ちら な ん か いか が で し ょ 料理 は どの よう に 盛り 付け ます か 。 
う 。 パ リ の 町 を 描い た 版画 な ん で す が 、 | 
人 気 の あ る 画家 で … 2% 
女 ・ す て き ね 。 で も 、 日 本 の 風景 の ほう が い 女 の 人 は 今 ど ん な 格好 を し て いま すか 。 
いか し ら 。 
男 ・ そ う で すか 。 こ ちら は 春の 富士 山 を 描い 女 : 足 、 痛 く て 。 
た も の で 、 暖 か い 色 合い が よろ し いか と … 男 ・ そ ん な か か と の 高い 靴 を 履い て いる か ら 
女 : そう ね 、 い い 絵 な ん だ けど 、 季 節 が は っ іы 
きり し て いる と 、 そ の 季節 し か か けら れ 女 : だ っ て 、 き ょ う 仕 事 だ っ た ん で す も の 。 
な いで し ょ う 。 あ ら 、 こ れ 、 か わい い 。 Ус, ЕМА Е. 
Я: МЕСТ БУДА СУ pa 男 : 格好 より 健康 の ほう が 大 切 だ ろ 。 ど う せ 
ГОА ОБЕ је КУВАЊА た いし た 仕事 じゃ な いん だ か ら 、 ジ ー パ 
男 : こ ちら は シリ ー ズ に な っ て お り ま し て 、 ン に セー ター だ っ て いい じゃ な いか 。 
も う 少 し 明る い 色 合い の も あっ た と 思い К: そん な 格好 で 会 社 に 行け る わけ な いじ ゃ 
ます の で 、 ち ょ っ と お 待ち くだ きい 。 な い 。 
こち ら で す 。 男 ・ お れ の 会 社 は みん な そう だ よ 。 
女 : あ 、 い いわ ね 。 そ れ に する わ 。 女 ・ あ な た の 会 社 と は 違う の 。 


女 の 人 は どの 繧 を 買う こと に し まし た か 。 女 の 人 は 今 ど ん な 格好 を し て いま すか 。 


3 番 
女 の 人 が 道 を 聞い て いま す 。 ど の よう に 行 
け ば いい で すか 。 


女 : あの う 。 す ず すみ まぜ ん 、 文化 セン ター へ は 

男 : え っ 、 駅 か ら 来 た ん で すか 。 

女 : は い 。 

男 ・ あ あ 、 行 き 過 きち ゃ っ た ん で す よ 。 

не. БОЉА СК 

5 Уље е, ずーっと を も むっ て 。 そう 
だ な 、3 分 ぐら いか な 、 そ うす る と 、 角 
に | くる み の 木 」 っ て 、 パ ン 屋 が ある か 
ら 、 そ こ を 左 。 少し 行く と 大 き な 曰 い 建 
物 が 見 える か ら … 

女 ・ そ こ が … 

1:65 


正しい 行き 方 は どれ で すか 。 


4 番 
男 の 人 が 一 人 で 喫茶 店 に 来 ま し た 。 男 の 人 
は どこ に 座り まし た か 。 


女 : い らっし ゃ いま せ 。 お 一 人 さま で 。 ЖЕ 
の ほう が よろ し いで し ょ うか 。 

男 ・ あ 、 あ と か ら 、3 人 ば か り 来 る 予定 な ん 
で 、 入 り 昌 から 見 える と ころ の ほう が … 

x : で は 。 てこ ちち で 。 

和男: あ 、 あ の 、 水 槽 の 横 で も いい か な 。 

女 : あ ちら は 、4 名 さま は ちょ っ と こ ご 和 無理 か 

:・ あ 、 あ と の 連中 が 来る まで で いい ん だ 。 

4505, それ で も たら s 

・ へ え 、 ず いぶ ん 珍し い 魚 が いる ん だ 。 

: 店 長 の 趣味 で し て … 


ж дн 


男 の 人 は どこ に 座り まし た か 。 

5 番 

化石 が 発見 され た ニュ ー ス で す 。 化石 に な 
っ て いた 生物 は どれ で すか 。 


この ほど 、 約 5 億 年 前 に 絶 減 し た と 考え ら 


れ て いる 多 細 胞 動 物 の 化石 が 発見 され まし た 。 
この 化石 は 、 5 億 年 前 の も の で 、 約 15 セ ンチ 
四方 の 石 に 触角 の 一 部 が 残さ れ て いま す 。 こ 
の 多 細 胞 動 物 は 体長 40 セ ンチ で 、 特 徴 は 、 エ 
ビ と カニ を あわ せ た よ うな 頭 部 で 、 口 が ぎ ざ 
き さ で 細く と が っ て いて 、 そ の 口 の うえ に 細 
長い 目 が つい て いま す 。 


化石 に な っ て いた 生物 は どれ で すか 。 


6 番 
新しく 発売 され る 切手 は どれ で し ょ う 。 


今度 、 切 手 マ ニア の 方 に 人 気 の 高い 動物 シ 
リー ズ の 切手 が 新しく 発売 され ます 。 こ の 切 
手 は 、 曰 い 水鳥 が モチ ー フ に な っ て お り 、2 
羽 の 鳥 が 向かい 合っ て いる デザ イン で す 。 水 
面 に うか ん だ 2 羽 の 水鳥 は 、 羽 を と じ 、 く ち 
ば し を くっ つけ て 、 互 い に 見 つめ 合っ て いま 
す 。 こ の 切手 は 、 来 月 一 日 に 発売 の 予定 で す 。 


新しく 発売 され る 切手 は どれ で すか 。 


7 番 
ガイ ド が 今日 の 予定 を 説明 し て いま す 。 ど 
の 順番 で 行き ます か 。 


それ で は 、 今 日 の 一 日 の 予定 を ご 説明 いた 
し ます 。 こ ちら は 、 東 海道 の 名 所 と し て 文化 
遺産 も 多く 、 そ れ を 見 な が ら 、 大 自然 も 満喫 
し て いた だ きた いと 思い ます 。 今日 は 、 こ こ 
か ら ケ ー ブ ル カー で 、 山 頂 ま で 参り ます 。 途 
中 、 大 滝 が 見 えま す 。 山 頂 で 写真 撮影 し 、 大 
滝 ま で ケー ブル カー で 戻り 、 そ れ か ら は 歩い 
て 、 湖 の ほとり の お 寺 ま で 戻り ます 。 そ の お 
寺 を 見 て 、 船 か ら 湖 を 楽し み ま す 。 そ れ で は 、 
次 の ケー ブル カー の 時 間 ま で 、 こ の 近く の も 
う 一 つの お 寺 を ご 案内 し まし ょ う 。 


どの 順番 で 行き ます か 。 


8 番 
男 の 人 と 女 の 人 が 本 箱 の 置き 場 に つい て 話 
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し て いま す 。 本 箱 は どこ に 置き ます か 。 この グラ フ を 見 て いた だ く と お 分 か り の 
Ел. ТУ РТ 7 x U 


РЖ, c C Ë < О カ で は 80 年 に ビー ク が あり まし て 、 現 在 
女 : う 一 ん 、 机 の 横 に 置 こ うと 思っ た ん だ け の ほう が 減っ て き て いる ん で すね 。 
ど … 男 ・ あ あ 、 そ う で すね 。 ど ちら も る 70 年 代 に 人 急 
男 : いい ん じゃ な い 。 勉強 コー ナー っ て 感じ 上 昇 し て いる ん で すね 。 
が し て 。 で も 、 窓 が ある か ら … 52 ЗА ће Т. ИЕН 
女 : 暗 く な っ ちゃ う 。 ベ ッ ド の 横 だ と テレ ビ す と 、 イ タリ ア 、 日 本 は 徐々 に 増え て き 
が …*。 て は いる ん で す が … 
男 ・ そ ん な の 見 な きゃ いい じゃ な い 。 じ ゃ 、 男 ・ で も 、 イ タリ ア と 日 本 は 伸び 率 が あま り 
こっ ち は 。 多く あり ませ ん ね 。 
女 : そう ね 。 で も 、 ド ア の 横 だ と 不便 か な … 女 : そ うな ん で す 。 イ タリ ア の 場合 は 宗教 上 
和男 : じゃ 、 こ っ ち ! (強い 語調 ) ベッ ド に く の 問題 が あり まし て 、 離 婚 自 体 が 少な い 
っ つけ て こう 置け ば 。 と いう こと も ある ん で す 。 
女 ・ そ うか 。 う 一 ん 、 や っ ぱり こっ ち に する 。 А: ふーん 、 日 本 で も いっ た ん わずか に 下 が 
勉強 コー ナー に し て 。 どうせ 、 こ の 部 屋 っ た の に 、90 年 か ら ま た 上 昇 し て いる ん 
に いる の は 夜 が ほとん ど だ し 。 a 


男 ・ は い 、 は い 。 じ ゃ 、 そ っ ち に 持っ て く よ 。 
日 本 の ゲラ テフラ は どれ で すか 。 
本 箱 は どこ に 置き ます か 。 | 
11 番 


9 番 男 の 人 と 女 の 人 が 、 ど の ホテ ル に 泊まる か 
先生 が 講義 を し て いま す 。 黒板 に 書い た 図 話し て いま す 。 ど の ホテ ル に 決め まし た か 。 
は どれ で すか が 。 
男 : 今度 の 旅行 の こと な ん だ けど 、 常 夏 の 島 
えー、 今 ま で の と ころ で 、 円 と 点 A、 点 B だ か ら 、 ホ テル は や っ ぱり 海岸 の 近く が 
の 関係 は 理解 し て いた だ けた と 思い ます 。 を え を а САО 
ー、 で は 次 に 、 こ の 点 A と 点 B の 動き に つい 女 : で も 、 こ こじ ゃ 、 町 か ら 境 く て 、 泳 ぐ 以 
て 説明 し よう と 思い ます 。…… この よう に 点 外 は 何 も で き な い ん じゃ な い 。 
A は 円 の 中 心 を 通っ て 、 通常 た か ら 右 へ 移動 男 : それ が いい ん だ よ 。 の ん びり で き て 。 
し ます 。 こ れ に 対し て 、 点 B は この よう に 円 女 : せ っ か く の 海 外 旅行 な ん だ か ら 、 買 い 物 
の 上 の ほう を 右 か ら 左 へ 移動 し ます 。 つ まり も し た いな 。 ね え 、 こ の ホテ ル は どう ? 
町 の 中 心 に あっ て 、 交 通 の 便 が よさ そう 。 
海 か ら は 遠い けど 、 プ ー ル が ある し 。 
先生 が 黒板 に 書い た 図 は どれ で すか 。 男 : そ ん な ビル だ ら け の と こじ ゃ 、 東 京 と 変 
わら な いじ ゃ な いか 。 あ っ 、 こ っ ち は 海 
10% で 泳げ る し 、 山 に も 近い か ら 、 ハ イキ ン 
ラジ オ で 各国 の 離婚 率 に つい て 話し て いま グ が る で きる よ 。 
す 。 日 本 の グラ フ は どれ で すか 。 女 : や ー だ ー。 夏 に ハイ キン グ な ん か する 気 
な い 。 РОТ. まだ さっ きま の ホテ 
男 : 離婚 率 は どの 国 で も 増え て き て る ん じゃ ル の ほう が まし だ わ 
ае от | Б; ср от Ра о ご これ か 。 ペー、 と 


ЖЖЖ, そう 思わ れ が ちな ん で す が 、 ЗЕН, こ 、 食 事 う まそ う 。 


女 : あ ら 、 ほ ん と 。 や っ ぱり 、 海 が 近い と 、 
魚 が 新 鮮 よ ね 。 じゃあ 、 買 い 物 は あき ら 
め る 。 今回 は 、 お いし いも の 食べ て 、 の 
ん が 0 りす と し まし ょ よう 。 


二 信 は どの ホテ ル に 決め まし た か 。 


問題 は 絵 が あり ませ ん 。 正しい 答え を 一 
つ 選 ん で くだ さい 。 で は 、 一 度 練習 し まし ょ う 。 


例 
週末 に 女 の 人 は 何 を し ます か 。 


男 : 週末 に 河口 湖 で テニ ス を や る ん だ けど 、 
一 緒 に 行か な い 。 

女 : あり が と う 。 ご めん な さい 。 先 約 が あっ て … 

男 : 残念 だ な 。 昼 は テニ ス で 汗 か いて 、 夜 は 
バー バ ペ キ ュ ー で ワイ ワリ イ や あう と 思っ て 
いる ん だ けど 。 

x 楽し そう ね 。 わた し も 行き に けど = 

男 : な ん だ 、 ま さか 仕事 じゃ な い だ ろ う ね 。 

女 : ちがう 、 そ うじ ゃ な く て 、 友 達 と 映画 を 
見 る 約束 を し て る か ら … 

男 ・ 映 画 な ん て いつ で も 見 られ る じゃ な いか 。 
た ま に は 思い きり 体 を 動か す の も いい よ 。 

な : そ うれ は そう な ん だ けど 。 ね も た だ た し 、。 テニ 
スラ ケッ ト 持 っ て な いし 。 そ れ に 、 も う 
チケ ッ ト も 買っ て ある か ら … 


女 の 人 は 何 を し ます か 。 


1 仕事 を し ます 。 

2 ле. 

3 бич а ЛЕ +, 
4 映画 を 見 ます 。 


正しい 答え は 4 で す 。 解答 用 紙 の 問題 1 の 例 の 
と ころ を 見 て くだ さい 。 正しい 答え は 4 で すか ら 、 
答え は この よう に 書き ます 。 で は 始め ます 。 


1% 
どの ぐら い 本 を 読む か に つい て 話し て いま 
す 。 全く 読ま な い 人 は 、 ど の ぐら いい ます か 。 


男 ・ 田 中 さん は 、 ど の ぐら い 本 を 読む ? 

女 ・ そ う ね 、 月 に 2 、3 冊 か し ら 。 

男 : 全 く 本 を 読ま な い 人 っ て 、 ど の ぐら いい 
る と 想う ? 

女 : 全 く ? ぜん ぜん 読ま な い の ? 
人 いる の ? 

和男: うん 。 

女 : 雑誌 や 新聞 も ? 

男 : いや 、 雑 誌 や 新聞 は 読む だ ろう けど 、 本 
に な っ た や つ 、 小 説 で も 、 実 用 書 で も 。 

女 : そう ね 。 1 割 。 そ ん な に いる か し ら …… о 

男 ・ そ の 4 倍 。 

女 

І5 


そん な 


с. ы” 

: 年 前 は 、20 パ ー セ ント ぐら い だ っ た の 
が 、 年 々 増え て 、 去 年 は 過去 最高 に な っ 
МАЈУ Се 

全く 本 を 読ま な い 人 は 、 ど の ぐら いい ます か 。 
10 パ ー セ ント 
20/ ソ パーセント 
30 パ ー セ ント 
40 パ ー セ ント 


Ф (59 м кє / 


2 番 

家庭 内 暴力 に つい て カウ ン セ ラー に イン タ 
ビュ ー し で いま す 。 親 は 子供 に どう し た らい 
いと 言っ て いま すか 。 カ ウン セラ ー が 言っ て 
いる こと と 同じ も の は どれ で すか 。 


女 : 子供 が 家庭 内 で 暴力 を ふる う よ う に な っ た 
ら 、 親 は どう 対処 すれ ば いい の で し ょ うか 。 

男 : そ う で すね 。 親 が どう 対処 する か は 、 子 
供 が どこ まで 本 気 で 暴力 を ふる っ て いる 
か に より ます ね 。 

女 * と いい ます と 。 

男 : 初期 の 段階 で は 、 子 供 も ある 程度 、 力 を 
加減 し ます 。 こ の と き 、 親 は 毅然 と し た 
態度 を と る こと が 大 切 で す 。 こ こ で 親 が 
怖がる と 暴力 は ひど びく な り ま す 。 し か し 、 
次 の 段階 280. жр < о? 
段階 で は 、 親 は 子供 か らら 遠ざかる ほう が 
Р 5 
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女 : 親 が 子供 か ら 境 さか る と 、 


ПО ОДО СТІКЕЙП, 


な か な か 家庭 
NN 
第 三 者 以 

с, 
め ま す ね 。 それから 、 親 が 一 人 で 悩む の 
で は な く て 、 い ろ い ろ な 人 と 意見 を 交換 
する こと が 必要 に な っ て くる と 思い ます 。 


親 は 子供 に どう 対処 すれ ば いい で すか 。 7 
ウン セラ ー が 言っ て いる こと と 同じ も の は ど 
れ で すか 。 

1 朱 力 が ひど く な っ て きだ た と き 、 親 は 
子供 か ら 遠 ざさ かり ます 。 

2 子供 の 暴力 に は 、 親 は 毅然 と し て 暴 
力 で た た か いま す 。 

3 ほか の 人 の 意見 を 聞く より 、 家 庭 内 
で 解決 し ます 。 

4 子供 の 暴力 に 親 は 怖がっ て 見 せま す 。 


3 番 

この 町 は 新しく 生ま れ 変 わろ うと し て いま 
す 。 町 の 整備 の た め に 行う こと に 含ま れ な い 
も の は どれ で すか 。 


住民 と 区 が 共同 し て 、 地 域 の 整備 を 進め て 
いま す が 、 今 回 は そん な 地域 の 一 つ を 紹介 し 
まし ょ う 。 こ の 地区 は 、4 月! _ 
プン させ 、 再 開発 を 契機 に 町 を 大 きく 変え 
we 
ら 住宅 地 に 足 を ふみ いれ る と 道 が 細く 、 木 造 
住宅 が 密集 し 、 防 災 上 の 課題 を 抱え た 地区 で 
も あり ます 。 そこで 来 月 か ら 、 地 区 を 3 つの 
ブロ ッ ク に 分 け 、 ブ ロッ ク ご と に 、 住 民 と 区 
が 街 作 り の 進め 方 を 話し 合っ て いく こと に な 
っ て いま す 。 ま ず 、 防 災 上 、 ど の 道路 を 広げ 
る 必要 が ある か を 話し 合う 予定 で す 。 


町 の 整備 の た め に 行う こ 
の は どれ で すか 。 
1 公民 館 の 開設 で す 。 
2 住民 と 区 の 話し 合い で す 。 
3 道路 を 広げ る こと で す 。 
4 木造 住宅 の 建て 替え で す 。 


に 含ま れ な いも 


4 番 
健康 管理 セン ター か ら 薬 の 使い 方 に つい て 
説明 が あり ます 。 薬 の 飲み 方 で よい も の は ど 

れ で すか 。 


н РИТЕ А, БАЕР а АЕ 
ん で いる 方 は いま せん か 。 そ うい っ た も の は 
薬 の 成分 と 混じる こと が あっ て 危険 で す 。 £ 
た 、 面 倒 で 、 楽 だ け を 飲む 方 も いる よう で す 
が 、 胃 や 腸 で 溶け に くく な り ま すか ら 、 必 ず 
水 か お 湯 で 飲む よう に し て くだ さい 。 薬 は 飲 
み 忘 れ を 防ぐ た め 、 食 後に 飲む よう に と いう 
こと が 多い で す が 、 特 に 、 食 事 を し な く て も 
時 間 が きた ら 飲 ん で いた だ いて 結構 で す 。 よ 
く 、 も う 治 っ た か ら と 勝手 に 楽 を 飲む の を や 
め て し まう 人 も いま す が 、 一 般 的 に は 医師 が 
や め る よう に 言う まで 、 薬 は 飲み 続け る よう 
a 


楽 の 飲み 方 で よい も の は どれ で すか 。 

お 茶 で 楽 を 飲み ます 。 

水 な し で 楽 を 飲み ます 。 

食事 を し な く て も 楽 を 飲み ます 。 
病気 が 治っ た と 思っ た ら 薬 を 飲む の 
を や め ま す 。 


> CO ГӘ н 


5 # 

男 の 人 と 女 の 人 が 時 差 に つい て 話 を し て い 
ます 。 男 の 人 は 時 差 ボ ケ の 対策 と し て 何 を し 
ます か 。 


女 : き の う 帰 国 し た ば か り で し ょ ? 海外 出 
張 が 多い と 時 差 が ある か ら 大 変 よね 。 
男 ・ そ うだ ね 。 ぼ くっ て 、 わ り と 敏感 な た たち 
だ か ら 。 

女 ・: あ 、 そ う 。 じ ゃ 、 時 差 を 乗り 切る た め に 
何 か や っ た り し て る ? 

男 ・ 何 に も 。 な る よう に な れ っ て いう 感じ で 
s жән Тар Т) арн 

女 : な ー ん だ 、 そ れ じ ゃ 全然 敏感 な ん 
な いじ ゃ な い 。 

男 : は は は … 冗談 だ よ 。 そ れ じ ゃ 仕事 に な 
ら な いか ら ね 。 いろいろ や っ て る よ 。 
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男 : うー ん 、 確 か に 


説明 会 まで に 必ず し な けれ ば いけ な いこ と 
ми. 
1 ЗЕ А 2 06 НОВА НЕ 
a мк ұғ 
2 説明 会 に 出 ら れ な い 人 が 黄色 い 書 類 
を 書く こと で す 。 
3 説明 会 に 出 ら れる 人 が 青い 書類 を 書 
АКы у 0 
4 希望 者 全員 が 黄色 い 書 類 を 書く こと 
で す 。 


9 番 
男 の 人 と 女 の 人 が 本 の 選び 方 に つい て 話し 
て いま す 。 話 の 内 容 と 違う も の は どれ で すか 。 


男 最近 の 子供 は 本 を 読ま な く な っ た と 言わ 
れ て いま すね 。 

女 : え え 。 も う 、 ず いぶ ん 前 か ら そ う 言 われ 
て いま す 。 で も 、 本 を 読む こと は 、 や は 
り 大事 な こと じゃ あり ませ ん か 。 

男 * ええ 、 大 事 な こ と だ と 思い ます 。 た だ 本 
と 言っ て も いろ いろ あり まし て 。 
ЖЖ 
男 : それ で 、 
いか 分 か ら な い 、 
な いで し ょ うか 。 

女 : 難 し く 考 える こと は な いと 思い ます よ 。 
面白 い 本 、 そ れ が 一 番 で す 。 

тс, вино". 

女 : ま 、 言 い 換 えれ ば 、 そ の 人 が 読み た いと 
思う 本 で す 。 好 きなこ と や 知り た いと 思 
っ て いる こと が 書い て ある 本 な ら 、 た い 
て い 面 白い も ん で す 。 

そう で すね 。 は ほか に 選ぶ 
方 法 、 あ り ま すか 。 

女 : え え 、 あ り ま す 。 自分 と 同じ 悩み で 苦し 
ん で いる 主人 公 を 見 つけ る 。 これ も 本 の 
探し 方 の 一 つ で すね 。 

男 : 同じ 悩 み で 苦し ん で る … 

КЖ: АХ. 本 の 中 で 、 主 人 公 が どう 考え 、 ど 
う 行動 し た か 。 そ れ を 読む こと で 、 自 分 
の 悩み を 考え 直す こと が で きま す 。 

ДАНЕ, 


慣れ な いと どん な 本 を 選ん で い 
と いう 人 も 多い の で は 


女 : も う 一 つの 方 法 は 、 い い 作 品 に 出会っ た 
ら 、 е оние も 
ちろ ん 、 気 に 入っ た 同じ 作家 の も の を 何 
a í と いう の も いり い 方 法 で 
し よう お 。 

本 の 選び 方 で 、 話 の 内 容 と 違う も の は どれ 

で すか 。 

1 面白 い 本 を 選び ます 。 

2 自分 と 同じ 悩み を 持っ て いる 主人 公 
の 本 を 選び ます 。 

3 いろ いろ な テー マ の 本 を 選び ます 。 

4 気に入っ た 作家 の 本 を 選び ます 。 


10 番 
ラジ オ の 相談 番組 で す 。 男 の 人 は どう し た 
ほう が いい と 言っ て いま す 恋 。 


女 : え 、 で は 、 次 は お 母さん か ら の 相談 で す 。 
高校 生 の 息子 さん が アル バイ ト を し た い 
と 言っ て いる そう な ん で す が 、 さ せ て も 
いい だ ろう か 、 と いう ご 相談 で す 。 

和男 : その 息子 さん の 学校 で は 了 アルバ イト は 禁 
止 さ れ て いな いん で すね 。 

ла, СЕНТ 

男 ・ それなら 、 許可 し て も いい ん じゃ な いで すか 。 
ま 、 確 か に 学校 の 勉強 は 大 切 で す が 、 夏 休み 
な ど に 人 社会 勉強 する こと も 悪い と は 言え ませ 
ん し 。 目 分 で お 金 を 稼ぐ 大 変 さ を 知る た め に 
も や ら せ て みて いい の で は な いで し ょ うか 。 

Ж 192277442; 

男 : た だ 、 ア ル バ イ ト だ け に な ら な いよ う 、 
学校 の 勉強 も ね お ろ そ か に し な い 約 東 も 必 
要 だ と は 思い ます が 。 


男 の 人 は どう し た ほう が いい と 言っ て いま 
すか 。 
1 学校 で 禁止 さき れ て いる の で 、 ア ル バ 
イト を し て は いけ ませ ん 。 
2 夏休み は 、 勉 強 を し な いで 、 ア ル バ 
イト だ けさ せま す 。 
3 お 金 を 稼ぐ の は 大 変 だ か ら 、 高 校生 
に アル バイ ト は 無理 で す 。 


4 いい 社会 勉強 に な る の で 、 ア ル バ イ 
ト を し て も か まい ませ ん 。 


11% 
男 の 人 が 再生 紙 に つい て 話し て いま す 。 男 
の 人 は 再生 紙 に つい て どう 思っ て いま すか 。 


古い 紙 を 使っ て 作っ た 紙 、 再 生 紙 と 呼ば れ 
て いま す が 、 こ れ は 普通 の 紙 よ り 少 し 茶色 っ 
ぽく な り ま す 。 そ の た め だ と 思い ます が 、 な 
か な か 利用 率 が あがり ませ ん 。 も ちろ ん 、 も 
っ と 曰く する こと も で きる の で す が 、 そ うす 
る と 費用 が か か っ て 、 普 通 の 紙 よ り 高 く な っ 
て し まう で の で す 。 し か し 、 組 は 真っ 自 で 人 な 
けれ ば な ら な い の で し ょ うか 。 わ た し は 少し 
茶色 っ ぽ ぱい ぐら い の は ほう が 目 が 疲れ に くい と 
思う の で す が 、 み な さん は いか が で し ょ う 。 


男 の 人 は 再生 紙 に つい て どう 思っ て いま すか 。 


1 値段 が 高い の で 、 あ まり 使え な い 。 
2 真っ 白 で は な い が 、 も っ と 使っ て ほ 
し い 。 


3 も う 少 し 白 け れ ば 、 も っ と 使い た い 。 


4 茶色 っ ぱ ぽい 紙 は 目 が 疲れ る の で 、 使 
いだく な い 。 


12 番 


男 の 人 と 女 の 人 が コン ピュ ー タ ー に つい て 話し 
て いま す 。 女 の 人 は どう し て 困っ て いる の で すか 。 


・ コ ン ピ ビュー ター 買っ た ん だ っ て ? 

ЗА 

427), МИРЕ 

・ も う 、 困 っ ちゃ っ て る の 。 説明 書 が ね 、 
314% # 502 

・ ふ うん 。 


х жн 


жн 


カタ カナ の 言葉 が いっ ぱい 出 て き て 、 
何 の こ と や ら さ っ ぱり …。 言葉 の 勉強 か 
ら 始 め な くち ゃ な ら な いな ん て 思わ な か 
ль 

男 : は は は …、 説 明 書 な ん か 読ん で な いで 、 
いろ いろ や っ て みた ほう が 早い よ 。 


・ そ れ 、 隅 か ら 隅 まで 読ん で みた ん だ け 4, 


女 : そ ん な こと 言っ た っ て 、 間 違っ た 使い 方 


13 


ま 


男 


し て 、 壊 し ちゃ っ た ら 大 変じ ゃ な い 。 


女 の 人 は どう し て 困っ て いる の で すか 。 
1 間違っ た 使い 方 を し て 壊し て し まっ 


た か ら で す 。 

2 コン ビ ピュー ター の 調子 が よく な いか 
ちら で す 。 

3 説明 書 が た くさ ん あっ て 、 読 みき れ 
な いか ら で す 。 


4 説明 書 の 言葉 が 分 か ら な いか ら で す 。 


Ж 
男 の 人 と 女 の 人 が マン ガ に つい て 話し て い 
a 女 の 人 は マン ガ を どう 思っ て いま すか 。 


・ 外 国 か ら 来 た 友達 に 、 日 本 人 は どう し て 
こん な に マン ガ が 好き な の か っ て 聞か れ 
て 、 困 っ ちゃ っ た 。 

・ そ う ね 。 電車 の 中 で 、 ス ー ツ 着 た サラ リ 
ー マ ン が マン ガ を 読ん で いる っ て の は 、 
どう も ね …。 

・ はずかしい ? 

うー ん 、 Сә Пе», 

・ マ ン ガ だ っ て 、 い いも の は た くさ ん ある 
の に 。 

・ で も 、 変 な の も 多い で し ょ う 。 

・ 小説 だ っ て 、 変 な の は た くさ ん ある よ 。 

・ それ は まあ そう だ けど 。 ま 、 マ ン ガ っ て 
の は 子供 の も の だ か ら 。 い くら いい 本 だ 
っ て 、 子 供 の 絵本 を 電車 の 中 で は 読ま な 
УЕ 


女 の 人 は マン ガ を どう 思っ て いま すか 。 

1 マン ガ は 子供 の も の だ が 、 い いも の 
も だ くさ ん ある 。 

2 いい マン ガ で も 、 お と な が 電車 の 中 
で 読む の は お か し い 。 

3 マン ガ は 変 な も る の が 多い か ら 、 子 供 
に 読ま せる べき で は な い 。 

4 いい マン ガ な ら 、 だ れ が どこ で 読ん 
で も いい 。 


113 
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14% 
男 の 入 は どう し て うち を 飛び 出し た の で す 
か 。 


女 : あ ら 、 健 一 じゃ な い 。 

над, ЗАЛ ы, 5%, Wik С 

ら え な いか な 。 う ち 、 飛 び 出 し て 来 ち ゃ 

ерде тұлып 

а-а ПРЕ: 

Тл, ОБА. 

また あぁ 。 信 月 と れ で 3 回 目 じ ゃ な い 。 #5 

ei 

男 : 間違っ て 、 父 さん の ハン カチ で 靴 、 ふ い 
52223 、 謝 ろう と 思っ た らい 
さき な り 、 「 こ の 馬鹿 者 ]」 と きた ん で 、 ハン 
カチ ぐら いで 、 そ ん な に 言わ な くっ た っ 
て いい じゃ な いか っ て 言っ た ら … 

女 :・「 ハ ンカ チ ぐ らい と は 何事 か 、 こ の 大 馬 
塵 者 ! !| | で し ょ 。 

男 : Э Ар 

女 : 今夜 は 泊め て あげ る か ら 、 あ し た ちゃ ん 
と 謝る の よ 。 


ХОЗЕ x 


和男 の 人 は どう し て うち を 飛び 出し た の で す 
над 

父親 に 靴 で 殴ら れ た か ら で す 。 
父親 と けん か し た か ら で す 。 

父親 が 乱 野 な 人 だ か ら で す 。 

親 の ハン カチ を な くし て し まっ た 
か ら で す 。 


> СО Г н 


15% 
女 の 人 が 本 を 探し て いま す 。 ど うし て 見 つ 
けら れ な か っ た の で すか 。 


うん 。 

* 変 だ な 、 ど こ に 行っ ちゃ っ た ん だ ろう 。 
・ い つも その 辺 に ある ん だ けど 。 

分 ん 、 き っ きか ら 見 て る ん だ けど 。 


Н Ж QH Xi SB x+ 


ute 
女 : 何 、 そ の 白い 本 。… 


・ 日 本 文化 史 っ て 本 、 青い 表紙 だ っ た よね 。 


・ だ れ か 借り て っ ちゃ っ た の か な 。… あ れ 、 


о, ГТ, ТЛ. 


カバ ー 外 し ちゃ っ た の 。 わ か ん な く な っ 
ちゃ うじ ゃ な い 。 


女 の 人 は どう し て 本 を 見 つけ られ な か っ た 
の で すか 。 
1 ほか の 棚 に 置い て あっ た か ら で す 。 
2 ほか の 人 が 借り て いっ て し まっ た か 
Б 
3 だ れ か が 本 の カバ ー を 外し て し まっ 
だ た から です 。 
4 表紙 の 色 を 間違っ て 覚え て いた か ら 
5 


これ で 1 級 の 聴 解 模擬 試験 を 終わ り ま す 。 


これ か ら 1 級 の 聴 解 試験 を 始め ます 。 問題 
用 紙 を 開け て くだ さい 。 


絵 を 見 て 正しい 答え を 1 つ 選 ん で くだ さい 。 
で は 、1 度 練習 し まし ょ う 。 


例 
男 の 人 が ソー ス を 信 れ る ビン を 探し て いま 
す 。 どの ビン に 人 れ ま ぎす か 。 


・ ソ ツー ス を 人 れ た いん だ けど 、 ビ と ン 、 ど と? 
: あ 、 右 側 の 棚 の 上 の 方 。 

‚ мей? 

‚ №, それ じゃ な く て 、 細長 いや つ 。 透明 な 。 
・ ま る いふ た の つい て いる の 2? 

・ ど っ ち で も いい けど 。 

: じゃ 、 ま る い は ほう ね 。 


аха SH x 38 


ソー ス は 、 ど の ビン に 入れ ます か 。 


正しい 答え は 3 で す 。 で は 、 解 答 用 紙 の 間 
=á | の 例 の と ころ を 見 て くだ さい 。 正しい 人 答 
え は 3 で すか ら 、 答 え は この よう に 書き ます 。 
で は 、 始 め ま す 。 


1% 
女 の 人 が 旗 を 見 て 、 ど この 国 の 旗 か を 、 男 
の 人 に 聞い て いま す 。 女 の 人 が 男 の 人 に 聞い 


て いる 旗 は どれ で すか 。 ~ 

女 : ね ん 、 あ の 旗 、 ど この 国 の 旗 か 知っ て る ? 

男 : и? 

НЫ, с-ЖФ, 

和男 ああ 、 真 ん 中 に 三角 が あっ て 、 そ の 中 に 
丸 の あ る ? 


女 : そ れ じ ゃ な く て 、 真 ん 中 に 丸 が あっ て 、 
その 中 が 三角 の 旗 。 

男 : え っ 、 ど れ 。 な ん か 似 た の が いっ ぱい あ 
る けど 。 


女 : ほら 、 あ そこ の 。 真ん中 に 大 きい 丸 が あ 
っ て 、 そ の 中 に 三角 が 入っ て いる の 。 Ж) 
り が 横 じ ま に な っ て いる や つ 。 

男 : ああ 、 あ れ 。 ど この だ ろう 。 


女 の 人 が 男 の 人 に 聞い て いる 旗 は どれ で すか 。 


2% 

男 の 人 と 女 の 人 が 言葉 を 表す 絵 に つい て 話 
し て いま す 。「 わ た し 」 と 「 あ な た 」 を 表す の 
は どれ で すか 。 | 


— 
ーー = 
. == 
=: 
. 


` 


男 : 


に 障害 の ある 人 と 話 が で きる よう に 、 
* 言 葉 を 表す の が ある ん だ っ て 。 


SE П 
\ Ж 
П 


| 


いう 格好 を し た 絵 が ある ん だ けど 、 

いう 意味 だ と 思う 2? 

男 : 片手 を 挙げ て 、 片 手 は 胸 に 、 か 。 | こん に 
Ђ 8] か な 。 

ти. わたし] と いう 意味 。 

Но じゃ 、「 あ な た | ほこ うだ ろう 。 

女 : そう 。 相手 を 指 で きす の 。 


x 
гу Су $ 
~ ~ 


| わた し | と 上 あな た | を 表す の は どれ で 
すか 。 


3 Ж 
の ん 人 は どん な みみ モッ トド テー デレ コー ダー 
が 欲し いと 言っ て いま すか 。 


男 : 何 を お 探し で すか ? 

次 テープ の ダビ ング が で きる の が 欲し いん 
で すけ ど 。 

男 * で は 、 カ セッ ト テ ー プ が 2 つ 入 る の で す 
ね 。 ち ょ っ と お 待ち くだ さい 。 こ ちら に 
な り ま す が 。 

女 : ずい ぶん 大 きい の ね 。 も っ と 小さ い の な 
いで す が か 。 

男 : テ ー プ が 横 に 2 つ 入 っ て 、 両 側 に スピ ー カ 
ーー が つき ます と 、 ど うし て も この で らい 
の 大 まき に な っ て し まう ん で す 。 

女 : こ の ぐら い の 大 きき さ の が いい ん だ けど 。 
あ 、 こ れ は スピ ビー カー、 片 方 だ け な の ね 。 
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男 : 


が 


В: 


Z Яо で も 。、 そ ちら は 、 カ セッ ト が 1 つ 
し か 入ら な いん で す 。 

あ 、 ほ ん と う 。 ス ピー カー は 1 つ で いい 
ん だ けど 。 そ うい う の っ て な い の ず 
そう で すね え 、 う ち に は 置い て な いん で 
す が 。 


女人 の 人 は どん な カセ ッ ト テ デー デレ ロー ゲー 


が 欲し いと 言っ て いま すか 。 


4 番 
男 の 人 と 女 の 人 が 雑誌 の 記事 に つけ る 写真 の 


こと で 話し て いま す 。 ど の 写真 を 使い ます か 。 


Ж: 


Ж. 


хн хаж 


この ペー ジ 、 少 し 空い て いる の で 、 こ の 
写真 を 入れ よう と 思っ て いる ん で す が 。 
いい 写真 ね 。 こ の 笑顔 が いい 感じ よね 。 
で も 、 あ まり スペ ー ス が な いか ら 、 人 物 
だ け に し て 周り を 切っ た ら ど うか し ら 。 
こう 左右 を 切っ て 、 そ う 、 い っ そ 上 半身 
だ け に し ちゃ っ た ほう が 笑顔 が 生き る わ ね 。 


・ そ う で すね 。 で も 、 こ の 後ろ の 建物 が 記 


事 に 出 て くる の で 、 で きれ ば 残し た いん 
で す が 。 


・ そ う 。 じゃ あ 、 人 物 を 上 半身 だ け に し て 


横長 に し た ら ど うか し ら 。 


・ あ の 、 こ の 人 の 着 て いる 服 も 記事 に 出 て 


くる ん で す 。 で きれ ば この まま 。 


・ そ うな の 。 で も 、 あ れ も こ れ も っ て 欲 張 


る と 、 印 象 が 薄く な っ て し まう と 思う けど 。 


: は あ 。 
・ 記 事 の テー マ は … 


| わた し の 生ま れ た 家 」 で す 。 


・ 服 は テー マ と は 関係 な い の ね 。 
Му. 
・ だ っ た ら テ ー マ の ほう を 大 事 に し て 、 余 


分 な と ころ は な くし た ほう が いい ん じゃ 
な いか し ら 。 


“ЖАЗ. 


男 の 人 は どの 写真 を 使い ます か 。 


5 番 
ニュ ー ス で す 。 司法 試験 合格 者 を 示す の は 
どの 線 で すか 。 


国民 生活 白書 に より ます と 、 資 格 を 取り 専 
門 的 、 技 術 的 職種 に 進出 する 女性 が 増加 し て 
いる こと が わか り ま し た 。 平成 6 年 に は 薬剤 
師 や 小 中 学 校 の 教師 は 、 女 性 の 占め る 割合 が 
それ ぞ れ 6 割 、5 割 と な り 、 女 性 が 比較 的 多 
い 職 業 と し て 定着 し て き て いま す 。 か つて 女 
性 が ほとん どい な か っ た 司法 試験 合格 者 も 昭 
和 60 年 代 か ら 増え 始め 、 最 近 で は 約 20% を 女 
性 が 占め る よう に な り ま し た 。 そ の 他 、 歯 科 
医 、 医 師 な どの 職業 に つい て も 女性 が 占め る 
割合 が 着実 に 増え て いま す 。 


司法 試験 の 合格 者 の 割合 を 志す の は どの 線 
で すか 。 


6 番 

男 の 人 が 看護 婦 さ ん と 病院 で 話し て いま す 。 
看護 婦 さ ん は これ か ら ど の 順番 で 行く よう に 
言っ て ます か 。 


女 : 次 に 簡単 な 検査 で す 。 検査 室 は 隣 の 部 屋 
で す 。 検査 が 終わ っ た ら 、 薬 を も ら っ て 、 
お 帰り に な っ て 結構 で す 。 検査 の 結果 は 
1 週間 後に 分 か り ま す 。 

男 : は い 、 分 か り ま し た 。 あ の う 、 こ こ 、 初 
め て な ん で すけ ど 、 薬 局 は 1 階 で すか 。 

女 : え え 、1 階 で す 。 こ の 階段 を お り て すぐ 
左 で す 。 薬局 の 正面 が 会 計 で す 。 

男 : ああ そう で すか 。 会 計 は お 薬 を も ら っ た 
あと で すね 。 

ыса, Т” = 

男 ・ あ り が と う ご ざ いま し た 。 


看護 婦 さ ん は 男 の 人 に どの 順番 で 行く よう 
に 言っ て いま すか 。 


7 番 
ニュ ー ス で す 。 海岸 に 描か れ た 絵 は どれ で 
すか 。 


地球 温暖 化 防止 に 取り 組む 環境 保護 団体 が 、 

海岸 に 色付き の 砂 で 絵 を か きま し た 。 こ の 絵 
は テー マ で ある 地球 が 絵 の 真 ん 中 に 位置 し 、 
子供 が その 背後 に 描か れ 、 地 球 と 木 を 抱い て 
いま す 。 男の子 と 女の子 は 左右 に ニコ ニコ し 
た 顔 で 向き 合い 、 地 球 に は 立派 な 木 が し っ か 
り は えて いま す 。 


海 尾 に 描 か れ た 絵 は ど れ で すか 。 


8 Ж 
夫 と 妻 が 水族 館 で 魚 を 見 な が ら 話し て いま 
す 。 二 人 が 見 て いる 魚 は どれ で すか 。 


女 : ねえ 、 あ の 人 魚 見 て 。 な ん だ か あな た そっ 
くり 。 目 が ぎょ ろ っ と し て いて 。 お な か 
の も を жы 

В: な に …。 う ー ん 、 そ れ に し て も 痛 び れ や 
ЈЕ ТА АС 6 WTIN У АА 
а 

女 :・ そ う 、 ち ょ っ と 、 こ っ けい よね 。 食べ て 
も お いし く な さそ う ね 。 で も 、 お な か の 
と ころ の 横 し ま の 色 は きれ いね 。 

男 ・ あ っ 、 今 、 口 開け た けど 、 意 外 に 大 き な 
歯 が 見 えた よ 。 

女 : 何で も 、 ガ ツガ ツ 食 べ る ん じゃ な い の 、 
あな た みた い に …。 


今 、 二 人 が 見 て いる 魚 は どれ で すか 。 


9% 
女 の 人 が 男 の 人 に 自分 の 田舎 の 町 に つい て 
話し て いま す 。 女 の 人 の 田舎 は どれ で すか 。 


男 ・ 今度 の 連休 は どう する の 。 

女 : 入 し ぶり に 、 田 人 答 へ 帰ろ うと 思っ て る 。 
親 も 帰っ て こい っ て うる さい し 。 

男 : 君 の 田舎 っ て 。 

女 : 本 当 に 何 に も な い た だ の 田舎 。 田 ん ぼ が 
あっ て 、 有 川沿 い に 小 さい 町 が あっ て 、 海 
が 近く て …。 

男 ・ へ え 、 い いな あ 。 空気 も お いし く て 、 星 
も きれ い だ ろ う ね 。 


女 : それ が ね 、 去 年 か ら 、 山 を 削っ て 海 を 埋 
め 立 て て レジ ャ ー 施 設 を 作っ て いる の 。 
だ か ら 、 こ れ か ら ど ん どん 変わ っ て し ま 
うん じゃ な いか な 。 

和男 そう 、 そ れ は 残念 だ ね 。 


女 の 人 の 田舎 は どれ で すか 。 


10 番 
女 の 人 が タク シー の 運転 手 に 道 を 教え て い 
ます 。 女 の 人 が 行く の は どの 家 で すか 。 


男 ・ お 客 さ ん 、 道 、 わ か り ま すか 。 

女 : ええ 、 多 分 。 あ 、 そ の 角 を 右 に …。 あ 、 
いい える 、 ち が っ た 。 

男 : 次 で すか 。 

де, Е. 19. ЖО, タリ サー ニシ ング 
屋 の 手前 を 右 に … 

и ここ で すね 。 

女 ・ え え 。 で 、 少 し 行く と 、 右 手 に 大 き な 松 
の 木 の あ る … 

男 : あの 黒い 屋根 の うち で すね 。 

女 : そ う 、 そ う 。 何 か 、 こ の うち 、 も っ と 古 
か っ だ た よう な 気 が し て た ん だ けど 。 あ 、 
その 先 の 十字 路 を 左 に 。 

男 : あ 、 工事 中 だ 。 曲 が れ ま せん ね 。 どう し 
+37? 

女 : 困っ た な 。 そ の すぐ 先 な ん だ けど 。 公園 
の 2 軒先 。 

男 ・ じ ゃ あ 、 こ の 先 の 道 か ら 回 り 込 め る か も 
し れ ま せん よ 。… あ 、 行 け ま す よ 。 


ІЛЕ Жо, ここ とこ 、 ご だ 。 よかっ な 。 


女 の 人 が 行く の は どの 家 で すか 。 


11 番 
会 社 の 倉庫 の 前 で 、 上 司 と 部 下 が 話 し て い 
ます 。 荷物 は どこ に 置き ます か 。 


男 : じゃ あ 、 こ の 荷物 一 つ 、 倉 庫 に 片づけ と 
хар 

女 : は い 。 倉庫 の 一 番 奥 の 棚 で すか 。 

男 ・ い や 、 あ そこ は 古い 在庫 。 こ れ は これ か 
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ら 売 る ん だ か ら 。 

: ああ 、 じ ゃ 、 入 っ て すぐ の 棚 で すね 。 

・ う ん 、 そ う 。 入っ て すぐ 右 の 右側 。 

` は い 。 あ れ 、 こ こ は 一 称 で す よ 。 

・ あ 、 そ こ は 今 朝 和 荷物 を 入れ た ば か り だ っ 

だ 。 ФА, Юль そめ 笑 き 当たり に 

空き が ある か な 。 

女 : そう で すね 。 ち ょ っ と 狭い で すけ ど 。 

ЫШ, Сә, 一 つ は そこ に た れ で 。 旬 ラー マウ 
は その 下 に 置い と いて 。 

女 は ゅ い 。 わ か り ま し た 。 


H Жж x+ 


荷物 は どこ に 置き ます か 。 


12 番 
新しい マン ショ ン を 建て る た め の 説 明 会 で 
Зо 今見 て いる 資料 は どれ で すか 。 


で は 、 お 手元 の 資料 を ご 覧 くだ さい 。 2 ペ 
ー ジ 目 の 中 程 に 、 建 設 を 予定 し て お り ま す マ 
ンション の 完成 予想 図 が ご ざい ます 。 図 の 右 
側 か ら ペ ー ジ の 終わ り に か け ま し て 、 詳 し い 
説明 が 書い て あり ます 。 1 ペー ジ 目 の 方 は 弊 
社 の 紹介 と な っ て お り ま す の で 、 後 ほど お 時 


間 の ある と き に で も 目 を 通し て いた だ けれ ば 


と 思い ます 。 Ж. © С БУНА РДС 
さ な グ ラフ が ご ざい ます 。 こ れ は この 地域 の 
これ まで の 土地 の 値段 の 変動 を 志 し て お り ま 
し て 、 ご 覧 の よう に 最近 で は か な り 低 いと こ 
ろ で 横ばい と な っ て お り ま す 。 


今見 て いる 資料 は どれ で すか 。 


13 番 

男 の 人 と 女 の 人 が 子ども が か いた 絵 を 見 な 
が ら 話 し て いま す 。 二 人 の 見 て いる 絵 は ど れ 
i 


男 : 子供 の 絵 っ て 、 お も し ろ い ね 。 

女 ・ ほん と 。 大 人 じゃ 、 想 像 つか な いわ ね 。 
ね え 、 こ れ 見 て 。 大 に も 見 える し 、 独 に 
も 見 える し 。 


男 : は は 、 本 当 だ 。 き っ と 、 い ろ ん な 動物 を 


ー つ に し ちゃ っ た ん だ ね … し っ ぱ を 見 
て る と 、 ネ ズミ と も 言 た る よね 。 

女 : し か も 、 日 と 黒 の し ま 模 様 よ 。 シマ ウマ 、 
か きた か っ た の か な 。 

男 ・ き っ と 、 こ の 子 の 理想 の 動物 だ よ 。 

女 : そう ね 。 夢 で 見 た の か も し れ な いわ ね 。 


二 人 の 見 て いる 絵 は ど れ で すか 。 


14 番 
男 の 人 と 女 の 人 が ショ ー ウ イィ イン ドー を 飾っ 
て いま す 。 シ ョ ー ウ イィ イン ドー は どう な り ま す 
か 。 


上 ОБРЕД, 

女 ・ そう ね え 。 な か な か いい と 思う けど 。 で 
も 、 シ ョ ー ウ ィ インド ー は 店 の 顔 だ か ら ね 。 
も う 一 度 よ く 考 えて 。 

男 ・ う 一 ん 。 そ うだ な 。 真ん中 に 小さ い の 持 
っ て きだ た ほう が いい か な 。 

女 : 今 と 逆 ね 。 

男 ・ そ う 。 そ うす る と 外 に 広がっ て いく 感じ 
が する よね 。 

女 : 確か に ね 。 で も 、 ち ょ っ と ポイ ント が な 
C Zb и ВБ: СОУЕСВА, 
中 の 三 つ を も う 少 し よせ た ら ど う ? 

男 *・ こ うか 。 う ん 、 こ の 方 が 動き が 出る な 。 
Ез «ЖС Ы 


ショ ー ウ イン ドー は どう な り ま すか 。 


問題 は 絵 が あり ませ ん 。 正しい 答え を 一 
つ 選 ん で くだ さい 。 で は 、 一 度 練習 し まし ょ う 。 


例 
共 の 人 は これ か ら ど うし ます か か 。 


・ さ あ 、 こ れ で 終わ り 。 

・ 引 っ 越し 、 早 く 片 づい て よかっ た ね 。 
ада Сва ЛИ АЕ ~ お を か すず 
いち ゃ っ た 。 

女 : ほん と 。 で も 、 ご 近所 に ご 挨拶 に 行か な 


яз 


くち ゃ 。 

男 ・ 手 ぶら で 行く わけ に いか な いよ ね 。 

女 : そ りゃ そう よ 。 背 な ら 引 っ 越し て きた 人 
は お そば を 持っ て いく と こ だ け ど 。 

男 : な ん か 用 意 し て ある の ? 

婦 (それ が ね 、 ま だ 買っ て な い の 。 ちょ っ と 
上 買い に 行っ て くる 。 

| | М А? 

еле, だめ 。 こ こう ゆう こと は 早く 清 ま ぜ 
な くち ゃ 。 


女 の 人 は これ か ら ど うし ます か 。 
1 ご 飯 を 食べ に 行き ます 。 
2 お そば を 持っ て 行き ます 。 
з 近所 に 挨拶 に 行き ます 。 
4 買い 物 に 行き ます 。 


正しい 答え は 4 で す 。 解 谷 用 紙 の 問題 1 の 
例 の と ころ を 見 て くだ さい 。 正しい 答え は 4 
で すか ら 、 答 え は この よう に 書き ます 。 で は 、 
始め ます 。 


] 番 
先生 と 学生 が 話し て いま す 。 ど うし て ГИ 
ポー ト の 書き 方 ]」 と いう 本 が いい の で すか 。 


男 : 先生 、 す み ま せ ん 。 

女 : は い 、 何 で すか 。 

男 : あの う 、 日 本 語 の レポ ー ト の 書き 方 が よ 
く 分 か ら な いん で す が 、 何 か いい 参考 書 、 
あり ませ ん か 。 

女 : DE と い 
う 本 と | 小論文 和信 門 |] と いう 本 が あり ま 
k 

男 : | レポ ー ト の 書き 方 ] と | 小論文 入門 」 
で すか 。 

女 : そう 。 ど ちら も いい 本 だ けど 、 具 体 的 な 
例 が た くさ ん 出 て いる か ら 、| レポ ー ト の 
書き 方 ]」 の ほう が 分 か りや すい ん じゃ な 
いか な 。 

男 ・ そ う で すか 。 あ の う 、 ど こ で 買え ます か 。 

女 : どちら も 学生 セン ター で 売っ て いま す よ 。 
| 小論文 入門 |] の ほう も 、 短 く て よく ま 


と まっ て いて いい ん だ けど 、 ち ょ っ と 高 
いか ら 。 

男 : そう で すか 。 分 か り ま し た 。 あ り が と う 
wt 


どう し て | レポ ー ト の 書き 方 ]」 と いう 本 が 
いい の で すか 。 
1 具体 的 な 例 が た くさ ん 出 て いる か ら 
で す 。 
学生 セン ター で 売っ て いる か ら で す 。 
高い 本 だ か ら で す 。 
短く て 、 よ くま と まっ て いる か ら で す 。 


2 番 
夫婦 が 話し て いま す 。 女 の 人 が 心配 し て い 
る こと は 何で すか 。 


(ブレ ー キ の 音 ) 
女 : 危な いっ ! 
どこ фе 
男 : ぶつ か っ ちゃ っ て れ ば ね 。 残念 。 そ し た 
ら 、 保 険 金 、 が っ ぽ ぱり も ら え る の に 。 
・ 変 な こと 言わ な いで よ 。 怪 我 し た ら 何 に 
も な ん な いじ ゃ な い 。 

・ い いん じゃ な い ? 怪我 で らい な ら 。 そ 
りゃ 、 死 ん じゃ っ た だ た ら ま ずい けど 。 

・ 伺 言っ て ん の よ 。 死 ん だ ら お し まい で し ょ 。 

た 

・ あ の ね 、 あ な た に 怪我 され ちゃ 困る の 。 

А жа Рая 

・ あ な た は 大 事 な 人 な の 。 

2? や うれ し ゅ いね 。 

そう よ 。 だ っ て で 。 ま だ まだ 働い て も ら わ 
な くち ゃ 。 子供 も 小さ いん だ し 。 

・ お い 、 そ ぞ そり ゃ な いよ 。 


も うち ょ っ と で 事故 に な る 


x+ 


ОУ У ОЗЕ АЁ ӨН 


ЗН 


女 の 人 が 心配 し て いる こと は 何で すか 。 
1 子供 が 交通 事故 に あう こと で す 。 
2 目 分 が 交通 事故 で 死ぬ こと で す 。 
3 夫 が 怪我 を し て 働け な く な る こと で す 。 
4 保険 人 金 が も ら え な いこ と で す 。 
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3 


EA 


今 の 子供 た ち は な ぜ 起 き て すぐ 顔 を 洗わ な 


い の で すか 。 


Ж; 


B: 


ね え 、 
時 ん 
ええ ? 起き て すぐ 7? そり ゃ 、 顔 洗う 
ん じゃ な い ? お袋 、 い つも 怒鳴 っ て た 
も ん な 、| 顔 洗え !」 っ て 。 


子供 の 時 、 朝 起き た ら 一 番 に 何 を 


・ そ う よ ね 。 私 も 顔 洗 っ て 、 歯 歴 い て 、 着 


2: 2 て 、 そ れ か ら ご 飯食 べた わ 。 


・ それ が どう か し た の 。 
・ あ の ね 、 今 の 子供 た ち に つい て の 調査 が 


ある の 。 


Ав 


・ それ が ね 、 今 の 子 た ち 、 起 き て すぐ 顔 を 


洗わ な い の よ 。 


へ る ええ 。 な ん だ か 気持 ち 悪 いな 。 
・ ほ ら 、|「 食 べた ら 磨 こう | っ て 、 歯 磨き の 


キャ ン ペ ー ン あっ た じゃ な い 。 


・ あ あ 、 あ っ た 、 あ っ た 。 
・ だ か ら 、 二 度 磨 く の め ん どく さい か ら 、 


食べ て か ら 磨 くん だ っ て 。 


"ЗС. С, 顔 も その と き 洗 う の か が 。 


まあ 、 合 理 的 だ な 。 


・ それで ね 、 男 の 子 が 一 番 に する の は トイ 


レ 、 女 の 子 は 着替え な ん だ っ て 。 


ЖОЛЫ» 


今 の 子供 た ち は な ぜ 起 き て すぐ 顔 を 洗わ な 


い の で すか 。 


4 番 
ホテ ル の 客 が フロ ント に 電話 を か け て いま 


1 親 が 注意 し な いか ら で す 。 

2 食事 の 後 の ほ う が 合 理 的 だ か ら で す 。 
3 気持 ち 悪 いか ら で す 。 

4 先 に トイ レ に 行き た いか ら で す 。 


す 。 フ ロン ト の 人 は これ か ら ど うし ます か 。 


和男 : 
女 : 


は い 、 フ ロン ト で ご ざい ます 。 
ちょ っ と 、 ル ー ム サー ビス で 食事 を 頼ん 
だ の に 。 ま だ 持っ て こない の よ 。 ど うか 


フ 


5 番 
Я 
青木 


Ж: 
男 : 


ж 
ん か 


Бап 


・ 申 し 訳 ご ざい ませ ん 。 た だ な だ 今 大 変 込み 合 


っ う て おり まし て 。 


: も う 30 分 近く に な る の よ 。 
・ さ よう で ご ざい ます か 。 申し 訳 ご ざい ま 


せん 。 こ ちら か ら 係 の ほう に 申し 伝え ま 
す の で 、 も うし ば らく お 待ち いた だ け ま 
4+А У 


・ と りあ え ず 、 飲 み 物 だ け で も 持っ て き て 


Lo 


・ は い 、 か し こま り ま し た 。 お 飲物 を 先 に 


お 持ち する よう 伝え ます 。 


S< LC Ka 
・ は ほ は 、 は い 。 


アト の ん は これ か ら ど うし ます か 。 

1 係 の 人 の 代わ り に 、 飲 み 物 を 持っ て 
いき ます 。 

2 お 客 に 謝り に いき ます 。 

3 飲み 物 を すぐ 持っ て いく よう に 、 係 
の 人 に 言い ます 。 | 

4 食事 を すぐ 持っ て いく よう に 、 係 の 
人 に 言い ます 。 


の 人 と 女 の 人 が 話し て いま す 。 今 、 同 僚 の 
さん が 会 社 に いま せん 。 そ れ は な ぜ で すか 。 


あれ 、 青 木 さ ん 今日 お 休み ? 何 か 聞 いて る 。 
いや 、 べ つ に …。 今 日 は 3 時 か ら 会 議 が 
入っ て いる ん だ けど な あー。 ど うし た ん 
だ ろう 。 


・ 出張 は 来週 の 月 曜 の 予定 だ し …。 変更 に 


な っ た 話 は 聞い て な いし …。 


・ あ れ 、 カ バン 、 あ る よ 。 も し か し て …。 
・ な ん だ 、 も う 営 業 で で か けち ゃ っ た の ね 。 


うし て 同僚 の 青木 さん は 今 会 社 に いま せ 
1 社外 で 仕事 を し て いま す 

2 出張 し て いま す 

3 会 議 に 出 て いま す 

4 会 社 を 休ん で いま す 


6 # 

脳 の 働き と 生体 の リズ ム に つい て 講義 し て 
いま す 。 何時 に 勉強 する の が 一 番 い いと 言 
て いま すず すか 。 


体温 と 脳 の 働き 、 ま た 運動 能力 に は 深い 関 
係 が あり ます 。 体温 は 、 た いて い 起 床 時 間 の 
午前 6 時 ご ろか ら だ ん だ ん 上 が っ て いき 、 — 
後 2 時 ご ろ 、 一 番 高 く な り ま す 。 脳 の 機能 
ооз 
ろ が 、 考 える と か 、 覚 える と いう よう な 知能 
の 働き と いう 点 か ら 言 えば 、 午 前 10 時 ご ろ の 
ほう が 高く 、 午 後 は どちら か と いう と 運動 能 
力 の ほう が すぐ で ぐれ て いま す 。 


間 強 に 適し て いる 時 間 は 何時 で すか 。 
1 午前 6 時 ご ろ で す 。 
2 午前 10 時 ご ろ で す 。 
3 午後 2 時 ご ろ で す 。 
4 午後 10 時 ご ろ で す 。 


7 番 
ガ の 人 と 女 の 人 が 語 を し て いま す 。 労 の 人 
は な ぜ 結 婚 式 が 憂 析 な の で すか 。 


男 : 今度 の 日 曜日 、 友 達 の 結婚 式 な ん だ 。 

ЖАЛ, Ж оъ. 

ІҢ : いや ー、 今月 は 2 組 あ る し …。 

女 :・ そ ろ そ ろ 、 飽 き て きた っ て わけ ?… 私 
な ん か 、 着 て いく も の を 考え る と いや に 
な っ ちゃ う 。 毎回 同じ っ て わけ に いか な 
ЕН 

男 ・ い や 、 ま あ そ れ は いい ん だ けど 。 今度 の 
は 大 阪 だ か ら 、 い ろ い ろ と ね 。 

女 : じゃ 、 交 通 費 も ば か に な ら な いわ ね 。 

男 : そ うな ん だ よ 。 給料 日 前 だ し な 。 


どう し て 和男 の 人 は 、 結 婚 式 が 憂鬱 な の で すか 。 
1 お 金 が か か る か ら で す 。 

飽き て きた か ら で す 。 

時 間 が か か る か ら で す 。 

着 て 行く も の が な いか ら で す 。 


Ф CD ҒӘ 


8 番 
女 の 人 が 男 の 人 に お 礼 を 言っ て いま す 。 女 
の 人 は 何 を も らい まし た か 。 


女 : 昨 日 は どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 
さっ そく お 庭 に 植え まし た 。 

和男 : そう で すか 。 う まく 育つ と いい で すね 。 

ЕХ ЖЫАСЫТЕЗАУ/СТІ, 

男 ・ 来 月 に は 白い 花 が 咲く と 思い ます よ 。 春 
に は 実る も な る で し ょ う 。 

女 : ちょ っ と 気 が 早 いん で すけ ど 、 も う 料 理 
の 本 も 買っ て きち ゃ っ た ん で す 。 た くさ る 
ん 実 が で きれ ば ジャ ム に し て さしあげ ま 
すか ら 

男 : そ う で すか 。 そ れ は 、 そ れ は …。 


女 の 人 は 男 の 人 に 何 を も らい まし た か 。 
1 人 花束 で す 。 
2 ジャ ム で す 。 
3 料理 の 本 で す 。 
4 果物 の 苗 で す 。 


9 番 
男 の 人 と 女 の 人 が 夜 の 是 に つい て 話し て い 
ます 。 二 人 は 夜 の 虹 が ある と 思っ て いま すか 。 


女 : 夜 、 虹 が 出る こと が ある っ て 聞い た ん だ 
けど 、 ほ ん と うか し ら 。 

男 ・ 虹 が 和 夜 に ? まさ か 。 だ っ て 虹 っ て 太陽 の 
光 が 屈 折 し て で きる ん だ ろう 。 夜 は 出る 
は ず な いよ 

女 : で も 、 光 が あれ ば 太陽 じゃ な くっ た っ て 
ゅ いい ん で し ょ う 。 月 だ っ て 、 星 だ っ て 。 

男 ・ そ れ は まあ そう だ けど 、 月 や 星 じ ゃ 暗 す 
さる ん じゃ な いか な 。 

女 ・ そ う よ ね 、 や っ ぱり 。 で も 、 も し あっ た 
ら す て きよ ね 。 月 夜 の 虹 な ん て ロマ ンチ 
Жет 


二 人 は 夜 の 虹 が ある と 思っ て いま すか 。 

1 男 の 人 は ある と 思っ て いる が 、 女 の 
人 は な いと 思っ て いま す 。 
2 男 の 人 は な いと 思っ て いる が 、 女 の 


人 は ある と 思っ て いま す 。 
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а ご 和信 と も ある と 思っ て いま す 。 
4 二 人 と も な いと 思っ て いま す 。 

10%: 

男 の 人 が これ か ら の 予定 を 説明 し て いま す 。 
女 の 人 た ち は い つつ 風呂 に 入り ます か 。 


男 * え ー、 こ れ か ら の 予定 で す が 、7 時 ま 

で は 自由 時 間 に な っ て いま す 。 散歩 を 
な さる な り 、 お 部 屋 で くつ ろ ぐ な り 、 
ご ゆっ くり な さっ て くだ さい 。 7 時 か 
ら 夕 食 、 そ の 後 、 9 時 か ら は ショ ー を 
ご 覧 に な か っ て いた だ く こ と に な っ て い めい 
ます 。 

女 1 : あの 、 お 風呂 は 

男 *・ え 一 、 入 浴 時 間 は 11 時 まで と いう こと 

に な る て お おり まう 。 

| 2 по ан 
っ と ある けど 。 

女 2 : ショ ー が 終わ っ て か ら だ と 、 ゆ っ くり 
和信 れ な いね 。 

女 1 : うん 。 夕食 終わ る の っ て 8 時 過ぎ で し 
まり る 

女 2 ・ シ ョ ー ま で あま り 時 間 な いね 

女 1 : 食事 の 後 、 す ぐ お 風呂 っ て いう の も 体 
に よく な いし ね 。 

女 2 : せっ か く 温 泉 に 来 た ん だ か ら 、 お 風呂 
で の ん びり し た いも の ね 。 


夕食 まで 2 時 間 ち ょ 


女 の 人 た ち は い つつ 風呂 に 入り ます か 。 
1 夕食 の 前 に 和信 り ます 。 
2 夕食 の 後に 入り ます 。 
3 ショ ー の 前 に 入り ます 。 
4 ショ ー の 後に 入り ます 。 


11 番 

労 の 人 が 古い 金 の 彫刻 に つい て 話し て いま 
す 。 男 の 人 は 、 そ の 彫刻 は どこ の 国 の も の だ 
と 考え て いま すか 。 


戦争 な どの 混乱 で 、 外 国 に 流出 し た 文化 財 
は 、 ど この 国 の も の か と いう の が 問題 に な っ 
て いま す 。 例え ば 、 こ の 人 金 の 彫刻 で す が 、 こ 


れ は フラ ンス 人 の 学者 症 、 エ ジ プ ト の ビラ ミ 
ッ ド で 発見 し 、 フラ ンス に 持ち 帰り 、 フ ラン 
ス の 博物 館 に 納め られ まし た が 、 第 二 次 世 界 
大 戦 の 混乱 で 。 ロ シア に 流出 し まし た 。 こ れ 
は 、 も と も と あっ た エ ジ ダダ アト の も の だ )、 ТӨ 

発見 し 、 大 切 に 保管 し た フラ ンス の も の 
だ |」、「 今 、 所 有 し て いる ロシア の も の だ 」 E. 
それ ぞ れ 、 自 分 の も の だ と 主張 し て いま す 。 
難し い 問 題 で す が 、 わ た し は 、 こ うい う 文 化 
的 遺産 と いう も の は 、 つ くら れ た 土地 、 使 わ 
れ た 場所 に あっ て 初め て 本 当 の 価値 を も つの 
で は な いか と 考え て いま す 。 


男 の 人 は 、 こ の 人 金 の 彫刻 は 、 ど の 国 の も の 
だ と 考え て いま すか 。 
1 их | 
д, у 

3 пут 
4 一 概 に 決め られ な い 。 


| 


12% 
女 の 人 が 色 に つい て の 調査 に つい て 話し て 
ゅ いま す 。 こ の 調査 で は 黄色 は どん な 色 で し た 
か が 。 


最も 好き な 色 は 何かと いう 調査 が 行わ れ ま 
し た 。 全体 の トッ プ は 青 で 、 以 下 赤 、 黒 、 Н 
の 順に な っ て いま す 。 上位 の 色 は 国旗 や 伝統 
的 な 民族 衣装 に よく 使わ れる 色 で し た 。 ま た 、 
色 に 関す る イメ ー ジ に つい て 調べ た と ころ 、 

[ЗЕН | を 表す 色 は 何かと いう 質問 に 対し 、 最 
も 多い 回 答 は 黄色 で し た 。 こ の ほか 、「 家庭 、 

家族 | を 表す 色 は オレ ンジ 、 う すい 赤 な ど 暖 
か み の あ る 色 が 上 位 を 占め る と いう 結果 が 出 
са Жун 


この 調査 で 黄色 は どん な 色 で し た か 。 
1 も っ と も る 人気 が あ る 色 で す 。 
2 国旗 に よく 使わ れる 色 で す 。 
3 | 幸せ | を 表す 色 で す 。 
4 「 家 庭 | を 表す 色 で す 。 


есі 


Р осу (0 Т СОЛТ 


аи ү 
7% 2 
Ламе ну я во ТүН С 
оао со I 

° Z £. Н 

УМА 2 2 НУОНИН ‘2. сагу 


° УУ НМВ О У у = rh 
НТ. МЕ ° Ух ЕЛИ Ф: 
"у A S 6 £ ша 


НИ ДІ "Ае АЕ ЕЕЕ ШУ у -БУ НЫН: л 


6 (の いみ 2. 
сале Ку ` 0 Z 118 °... Z 5 

° f у О АЕ >41 ФН 
пояе ‘Ти Q Q C.A Ç Z ` Ëf 

1:20 

Q £ Ç > ( @ 2? Ü— % f еш ТУ 
H лим ово ла C `Q 2 ` 5 

оли ИЯ 32. AO. 

МФ C ^ч КАР ` >>: у Жей 
zV C НҮШ > 992 С 5066 
"PY A аж. Я 
0... МЕРИ МИ S> 3 Ay 
Үвсо>сейстсевсі-42029У6: 
саг. 
ие, 
¿AD у “У: 


+ Ж +< HR 


SZ +> НУ дя НМ 

о `D C 2 -1YY OQ 6 ЕО 
сол шм оноуу Y @ Xx 2 Y @ t£ 
里 EI 


125 


4 
番 


② ③ 0) 
③ 
③ 


"МӘ = 


OO 

ШТ 
ーー WE на Wa на WE Wa Wa Ba нЕ 
— |с со | «| (0 | со | ~ | сој о | 


я V 


шт i ir 
mt | 09 00 00 шї 00 


126 


127 


ーー —— == жиен = а захо па" иза және [Т т | | 
@ @ @ DDD 9) (9 (9 Се) 59 DCD DD DD ODOR DDD DD DD (@ (9 DY 
> ӘӘ (е) Е(е) > ФФ NA AN AANA AS 
SOO eseeeeeeee 69 (69(69 (69 69 (69 (69 (69 (69 (69 (69 (69 
| ” оеееэеееее ee SBIBBIBIBBB 
トート ГІШ. ЕРЕРЕРЕЕ Аай А 
< 2 2 [2 02 МСЕГІСІСІСІ WB] 2353355856 ракы ee ho е ed ре od s 
“йы! А не М СС 222222 ЕК АДЕТ Б БЕТ ЫА ИЕА БА Sk LN 
hl kW il чины нынын н 
о CA О = wa а на 
агре ja p P P UN EU T 
Пера р и би рз ж ре аара ки н а ӘӘ ӘӘ 
Өбееееееееееее| ее офор ое о ооо 
ооо ооо DSO шоөсесесевевеввев 
ЕЕ РЕ ЕЕЕ ЕЛ ЕЕЕ ЕЛ "әәә ТН "еј а а s 
ーー レビ ーー ヒ に に に ヒト に ヒヒ ヒト a ト トト トー Ж-28-8-8-8-8-8-8-6 
о шо | и! 2 222222 
トー ドー トー リー ピー =й кш еши еш кай ка на 24-52 Ри pee ЕР РГ Еди т iS. 
= – Es во E ~| УМУ УУ Hi Еа А le 
н жлне! = |— W c WE o W = WE io Wa o Wa r ж 
Г 1 РТ 「 
ӘӘ 
eeeeeeeeeeeeeeel eeees иик 
の |@I@|@|@|@I@l@l@l@l@l@l@l@l@|| ロ l@l@l@l@l@ И 
99888888898 3388| „99968 昭 ビ に に に に に に に に に に に に に に | 
ЕЕЕ МЕЛ ЕРЕ ЕРЕ 2 CC ~ 
L ss В に こ ш 07 ананна ана на Wa на HE HE SE dh не 
SI9S С А | ШЕ РИ И os = Ба ИЕ км 
= = =ч = | + ШЕМЕН 1 1 1 1 | 1 | l l || よー 
oo Ж. PSS SS RCE а 


ш Шо u 
m | 下 mU 


128 


я 


能 力 


試験 の 構成 と 認定 基準 


高度 の 文法 ・ 漢 字 (2.000 字 程度 ) ・ 語 革 (10.000 
語 程度 | を 習得 し 、 社 会 生活 を する 上 で 必要 
で ある と と も に 、 大 学 に お ける 学習 ・ 研 究 の 
基礎 と し て も 役立つ よう な 、 総 合 的 な 日 本 語 
能力 (日 本 語 を 900 時 間 程 度 学習 し た レベ ル ) 


や や 高度 の 文法 ・ 漢 字 (1.000 字 程度 ) · абз 
(6,000 語 程度 ) を 習得 し 、 一 般 的 な こと が ら 
に つい て 、 会 話 が で き 、 読 み 書き で きる 能 
(日 本 語 を 600 時 間 程度 学習 し 、 中級 日 本 語 コ 
ー ス を 修了 し た レベ ル ) 。 


基本 的 な 文法 ・ 漢 字 (300 字 程度 ) . 语 莫 (1,500 
語 程 度 ) を 習得 し 、 日 常 生活 に 役立つ 会 話 が 
が で き 、 簡 単 な 文章 が 読み 書き で きる 能 

(日 本 語 を 300 時 間 程 度 学習 し 、 初 級 日 本 語 コ 
ー ス を 修了 し た レベ ル ) 


初歩 的 な 文法 ・ 漢 字 (100 字 程度 ) ・ 語 (800 
语 程度 ) を 習得 し 、 簡 単 な 会 話 が で き 、 平 名 
な 文 、 ま た は 短い 文章 が 読み 書き で きる 能 

(日 本 語 を 150 時 間 程 度 学 習 し 、 初級 日 本 語 コ 
ー ス 前 半 を 修了 し た レベ ル ) 
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